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Column
　私が住む岡山では昨年秋

から海の異変が相次いでい

ます。備前市日生地区や瀬戸内市など、全国有

数の生産量を誇る養殖カキの産地で、カキの大

量死が問題になっているのです。

　山陽新聞によると、笠岡諸島の白石島や瀬戸

内市の黒島、玉野市沖などでアマモの群生地が

突然消えました。かつてあった「海の森」は消滅

し、砂地が荒涼と広がっています。その後の調

査で、一部に細々と株が生存していると判明し

たものの、今後どの程度、再生するのか心配さ

れています。

　海の異変に共通する原因とみられるのが、海

水温上昇です。昨年8月の玉野沖の海水温は

29.8度を記録。海水温が上がると海は酸素不

足になり、生き物が生息しにくくなります。一

方、海水中に溶け込む二酸化炭素は増え、酸性

化が進みます。「温暖化」「貧酸素化」「酸性化」

の現象は、世界の海洋学者の間で、海を取り巻

く深刻な危機と捉えられています。

　大分県国東半島・宇佐地域はどうでしょうか。

昨年の夏、日田市では最高気温39度を観測す

る過酷な暑さとなりました。椎茸農家では「低

温シイタケ」から、より高温に強い「中温シイタ

ケ」へと生産品種の転換が進んでいます。また、

柑橘類では日焼け果（高温による実の変色）が

発生。米も高温障害（白未熟粒など）による品質

維持が課題になっています。 国東半島は雨が

少ない地域です。温暖化が進むと渇水リスクも

高まり、農業への影響も懸念されるでしょう。

　農林漁業の基盤は、その土地の自然であり、

地球環境そのものです。ところが、私たち消費

者の多くは、生産の現場を知りません。気候変

動や地球温暖化に対しても、どこか他人ごとの

ように捉えてはいないでしょうか。

　地球温暖化と気候変動の主な要因は、産業革

命以降の人間活動による温室効果ガスの増加で

す。私たちは、より便利で、より快適な暮らし

を求めて化石燃料を大量に消費してきました。

一見、豊かに思える現代社会ですが、「もっと

もっと」という人間の欲求は、地球温暖化や気

候変動リスクをさらに高めています。

　もしも農作物の不作が世界規模で起こり、輸

入がストップしたら日本はどうなるでしょう

か。食料自給率38％の日本は、深刻な食料不

足に陥ります。国際紛争によりエネルギー輸入

がストップしたら、エネルギー自給率10数パー

セントの日本は、全土で電力不足になり、物流

や交通も麻痺するなど深刻な影響が生じます。

　農林漁業の現場は、今、さまざまな課題に直

面しています。担い手の高齢化も深刻ですが、

後継者はなかなかみつかりません。農業資材が

高騰し、これでは続けられないと悩んでいる人

もいるでしょう。一方で、新たな工夫や改善を

加えながら、未来を模索する人もいます。

　国東半島宇佐地域世界農業遺産は、何世代に

もわたって継承されてきた「農林水産業システ

ム」を保全し、現代の技術や社会情勢の変化に

も適応しながら、次世代に継承することを目的

に認定されました。10年先、100年先の国東

半島宇佐地域を考えるためにも、私たちは生産

者の声に耳を傾けることが大切です。高校生の

聞き書き作品には、令和7年度現在の、さまざ

まな現場の声が記されています。より多くの方

に、この作品集を手にとっていただき、農林漁

業の未来を共に考えていただければ幸いです。

令和７年度高校生「聞き書き」作品集 発刊に寄せて
高校生「聞き書き」研修 講師／NPO法人共存の森ネットワーク副理事長　吉野 奈保子
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名人紹介

　私の名前は長友礼子です。夫、息子、父、母、私の

5名で家族経営を行っています。技術者の主人と、経

理・経営管理を担う私の二人三脚の体制です。ミカン

の花が来なくて収入がゼロになったという厳しい経験

もしましたが、私たちは「いつもポジティブでプラス

思考」をモットーに乗り越えてきました。目標の糖度

12.0度以上のミカン作りと、スナップエンドウやナ

スも手掛ける複合経営で安定性を確保しています。目

標の品質や収量が達成され、それに純利益が伴った時

の達成が最高の喜びです。この喜びを原動力に、私た

ちは今日も笑顔の絶えない農業を営むミカン作りの名

人でいられるのだと思っています。

きっかけ

　私と夫が本格的にミカン栽培を始めたのは、主人が

結婚前から農業をしていたので、ある意味自然な流れ

でした。結婚当初、主人は漁業も兼ねた「半農半漁」

というスタイルで、私は農業とは別に会社勤めをして

おり、それぞれ別の仕事を持っていたんです。しかし、

私たち夫婦にとって、第三子の子どもが生まれたこと

が、長友家の大きな転機となりました。この時、私は

会社を退職し、これまでの半農半漁の形態から、夫婦

二人三脚で農業一本に絞ることを決断しました。これ

が、長友家が専門の農業、特にミカン栽培に本格的に

取り組むスタートとなったんです。この地域は古くか

らミカン栽培が盛んな土地ですが、私たちは「より良

いものを作り、収入を安定させる」という経営的な目

標を掲げ、栽培方法をハウスミカンへと転換しました。

夫婦でこの目標を共有し、協力し合う体制を築いたこ

とで、今の長友家のポジティブな農業経営の基礎が作

られたと実感しています。

種類

　長友家が栽培するミカンは、昔ながらの露地ミカン

ではなく、ハウスミカンが中心です。この地域は美味

しいミカンができる土地柄ですが、私たち夫婦には

「もっと美味しいミカンを作り、収入を上げたい」とい

う明確な経営目標がありました。そこで、天候の影響

を受けにくく、水分の管理などを徹底することで、よ

り高品質なミカンを安定して生産できるハウス栽培を
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選択しました。目標は糖度12.0度以上。技術者であ

る主人が木の生理を深く理解し、水分をあえて与えな

い水分ストレスをかけるなどの工夫を凝らし、高い糖

度を実現しています。

　そして、長友家の農業経営の大きな特徴は、ミカン

だけに頼らない複合経営である点です。ミカンの他に

も、スナップエンドウやナスなどの作物を栽培してい

ます。これは、ミカンの花が来ないなど、天候や病害

によって収入が激減してしまうリスクを分散させ、一

年中安定した収入を確保するための危機管理策です。

この複合経営と収入保険への加入によって、私たちは

経営の安定を図っています。

一年の流れ

　長友家の農業の核となる一年の流れは、「前年の振

り返りに基づく目標設定」と「それらを具現化する緻密

な品質管理」に重点が置かれています。 栽培の大部分

は技術者である主人が担当し、ミカンの木に対して計

画的に水分ストレスを与えるなど、目標の糖度12.0

度以上を達成するためのきめ細やかな管理を行いま

す。これには、木の生理を深く理解した上での判断が

欠かせません。

　一方で、私は主に経理や事務作業を担当し、経営計

画の策定や進捗管理から農業をサポートしています。

作業の過程で、私たち夫婦が一番楽しいと感じる瞬間

は、明確な目標を立て、それに向かって作業をし、思

い描いた通りの良いものができた時です。特に、目標

とする収量と品質を達成し、さらに純利益を最大化で

きた時が、経営者として最高の喜びと達成感を感じる

瞬間です。

　もちろん、過去にはミカンの花が来ず加温停止する

（暖房機による加温を停止する時期を迎える）という苦

しい経験もありました。しかし、私たちは「常にプラス

思考で向き合えば、どんな困難も成長の糧にできる」

という前向きな姿勢で、日々ミカン作りに励んでいます。

設備

　ハウスの加湿のために、他の人はヒートポンプと

いって電気を使うエアコンのような環境にやさしい方

法の人もいるけど、うちは油を焚いたボイラーでハウ

スの温度を上げます。最近は油が高いので、将来的に

は油をあまり使わずに育てることができるおいしい品

種を栽培できたらいいね。

　台風シーズンになると、収穫は終わっていますが、

ハウスのビニールを巻き上げます。

問題とその工夫　～害虫対策、鳥獣対策〜

　収穫量を増やすと、一つ一つの果実に糖分が集まり

スナップエンドウ

ナス

油を焚くボイラー
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にくくなり、一つの果実に対しての糖分を上げづらく

なるという問題が起こります。糖分を上げるには木に

水をあげないというストレスをかけることが大切なん

です。そうすると「子孫を残さないと」と木が思い、気

が弱くなっていくので収穫量が上がります。最終的に

は糖度が12度以上になるのを目指しているので、水

を切る時期に8.5度くらいを目指して糖度を上げてい

きます。

　ミカンの皮は糖が上がっているとこは薄くなるんで

す。厚すぎると皮がくすみ、傷ができ、傷みやすくなっ

てしまうのでちょうど良くするためには、今までの経

験や水やりが大きなポイントになります。水やりはど

れだけやるか、いつやるかは決まっておらず、ハウス

によって水のやり方は違うので、日頃のかすかな観察

やその観察の経験で水をやるのかやらないのかの判断

がつきます。

　宮
み や が わ わ せ

川早生を育てる中でも大変だったのは、その年、

その年によって環境が違ったり、天気が違うので特に

梅雨時期など気をつけないといけないことですかね。

宮川早生が作りやすくても水のやり方を間違えると皮

がぶくぶくになってしまいますね。第一に花が来ない

と何にもならないので第一の目標は、十分な花をつけ

ることで安定しやすくなりますがこれが大変なんです。

　収穫したミカンはすぐに出荷するので新鮮なうちに

消費者さんの元に届きます。なので鮮度が良い状態で

届きますね。

楽しさと喜び

　昔は、大きい会社にしようと思っていたんですが、

最近になって一回食べたらまた食べたい、だから買い

に行こうと思ってくれるお客さんがいて、ネット販売

やSNSの活用などもしていないけど、そんなお客さ

んがいてくれることが喜びになっています。そしてま

た食べたいと思ってくれるお客さんがもっと増えてく

れたら良いなと思います。

　自分が目標とした収量と品質が収穫できた時が一番

の達成だと思います。経営する側としてはそこに純利

益が伴っていった時の喜びっていうのはあります。主

人と一緒に、目標を持って良いものを作る。その過程

の中にしんどいこともあるけれど、それでも良いもの

が作れた時の喜びはもうなんとも言えないね。そこに

自分も一緒に携わってやってる、子どももお互いそう

だけど、家族で従事しているっていうのがすごく楽し

いです。

苦労

　ミカン畑を管理する上でハウスのビニールはどんど

ん老朽化していくので故障しているところを放置せず

に修理をしたり、買い替えることがあります。薄いビ

ニールで3年、厚いビニールで7年おきに一回変える

のが目安です。台風が襲撃した際は、海が近いので、

塩分、塩水を飛ばしてくることがあって、塩害地にな

る。塩害地では木が悪くなりやすくなります。

　農業経営で特に大変な事務作業は12月、1月に申

告する青色申告といわれる確定申告を行うことです。

経営上の流れがわかりやすいことから税理士さんに頼

まず私がしてるんです。パソコンで入力するだけなの

で便利が良いです。そのほかにも農業簿記を教えても

らいながらつけたりしています。なので作業がとても

大変です。

　ほかにもパートさんのお給料関係などそれぞれで時ミカンの花

ミカンの水やりで使われる水を通る管
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間が違うので10人ほどパートさんがいた時はとくに

大変でした。

　やはり農業に関しては花が来ないことが一番悲しい

です。花が来ないということは実がならない、その一

年間収入がないということです。ミカンに花がつくよ

うに木に栄養を与えたりしたのに花が来ないと自分の

判断ミス、自分たちの責任だと思い自分たちを責めて

しまうこともありました。なのでうちは、ミカンだけ

でなくスナップエンドウや、ナスを育てることで一年

中収入が取れるようにしています。このようにしてど

こか一つがうまくいかなくても補えるし、災害などが

起きた時のために収入保険に入ったりしています。

後継者問題と将来の展望

　将来的には、油をどんどん使うような品種じゃなく

て油も高いし、環境や将来性とかいろいろあるから、

油を使わんでも美味しい新品種にチャレンジしようか

となっていて、徐々にそういうような環境にも配慮し

た栽培方向にもっていこうとしてます。

　長友農園のハウスミカンとか、スナップエンドウと

か、長友んとこのだったらもう間違いないねっていう

ようになれたらいいですね。うちのミカンを食べてお

いしかったって言って喜んでくれるお客さんをもっと

増やしていきたいっていうのはあります。

　そして、後継者は、うちにもうすでに1人いるんで

すよ。4人子供がいて、今、次男が農業を継ぎたいと言っ

て、一緒に主人と農業し始めて8年になります。今は

後継者がなかなかいないし、難しくて大きな問題です

よね。2年間どこかの農家に行って一緒に作業すると

いうファーマーズスクールっていう新規就農者向けの

研修制度もありますけど、いろんな行政やサポートが

もっともっと必要になるかなと思います。高齢になっ

て農業を辞めた人のハウスを大事に使ってもらって、

すぐ収入が取れるように借り受ける。ミカンやイチゴ

だったりのハウスを大事に使って次の若者にそのまま

渡せるようにね。でも、なかなか育成が難しいなとは

思います。もう自分だけがやるってなったら、やっぱ

り続いていってないなぁと思うので、人とのつながりっ

てすごく大事だと思います。後継者とか、いろんな人

も地域の人との関わり合いを大事にしながらの人の方

が巣立っている、伸びていってるっていうのがありま

す。パートさんもどう育成して、その人がどれだけ効

率よく仕事をしていくかっていうところも考えて指導

していかなくちゃ採算も取れなくなるのが難しい。

　目標として、なかなか実現が難しいんですけど私は

もう法人化してもっと大きくしたいっていうのが夢

で。でも後継者ができたので、できたら、兄弟で助け

合いながら、農協を通しながらの販売だけど、いずれ

違うところの販売を拡大して、小売りも視野に入れて

やっていきたいなと思います。いろんな販売を広げる

ためには、ネットワークもどんどん広げ、家族兄弟も

含めて一緒にやっていきたいですね。長友農園株式と

はいかなくても、子どもたちで企業農家として、やっ

ていってくれると嬉しいし、そのための土台づくりを

今やってやりたいなぁっていうのはありますね。拡大

していくためには、育成する人をいつも自分たちが目

を光らせるんじゃなくて、この人にもこの分だけをお

任せする人を作れば、もっと採算が上がると思うから

人材育成は大事ですね。将来的に、私と主人もいつま

でもいれるわけじゃないし、拡大していくためにも継

いだ後は次男が人材育成をしていく。次男が人脈をつ

くって、一緒に右腕になってくれる人を探して育成を

していってもらいたいなとは思う。難しいところはも

ちろんあると思うんですけど、そうしないと農業を法

人化して広くするっていうのは難しいと思うので、主

人の技術、私がどういうふうにして人を集めてるのか

なっていうところも常に学んでほしいなとは思ってい

ます。

伝えたいこと

　農業ってやっぱ楽しい。主人と一緒に、目標を持っ

ていいものを作る過程っていうのは、まあまあ、しん

どい時もあるけれど、いいものができた時の喜びって

いうのはね、もうなんとも言えない。そこに自分も一

ハウスミカンのハウス
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緒に携わってやってるっていうのが、子どももお互い

もそうだけど、家族で従事してるっていうのがすごく

楽しいです。 それに、人が好きだから。やっぱり人

とのつながりが一番です。この農業って、いろんな人

や会社の関わりっていうのがもうたくさんあるからそ

ういう人たちと地域と交わりながら、やっていくって

いうのがすごくいいですね。一人じゃ何もできないの

で、本当、人に対する感謝っていうのを第一にしなが

らやってほしいですね。夫婦で、家族でじゃないとも

のづくりはできないと思うんです。こうやっていいも

のができたときに、その喜びがあるもんね。農業とい

うか作業は、やればやるだけ返ってくるっていうのは

あるんじゃないですかね。サラリーマンだったら、も

う常に給料とか決まってる。やっぱ、やったらやった

だけリスクも伴うけれど、今年の倍、去年の倍の収入

になるということも農業の魅力じゃないですかね。農

業の魅力はそればっかりじゃないですけどね。

【取材日：9月18日・11月4日】

7

P r o f i l e

長友 礼子【ながとも れいこ】

▲ 　

ハウスミカン栽培と漁師をしていた夫（信孝さん）との結婚を機
に、会社で働きながら農業に従事する（H3〜）

　・大分県指導農業士（H6〜）
　・杵築市農業委員（R7〜）
　　スナップエンドウ・ナスの栽培もしながら、地域農業の維持・

発展に貢献している。

略 歴

年　　齢：59歳（昭和41年生まれ）
職　　業：農家
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くる喜び」や、「人とのつながりを一番大切にし

ている」という言葉は、今まで私が考えた事の

なかったものであり、長友さんの理念であると

思いました。一方で、後継者不足という大きな

課題も伺い、農業の未来を考える必要性も強く

実感しました。今回の聞き書きを通して、農業

は大変さの中に多くのやりがいと喜びがあり、

それが次の目標へ向かう力になっていることを

学び、自分も何かに一生懸命取り組みたいと思

いました。このような貴重な体験ありがとうご

ざいました。

（2年 小野 まなみ：写真右から2番目）

　長友さんご夫妻への聞き書きを通して、農家

の仕事への愛情と誇り、そして家族の絆の深さ

を感じました。特に印象的だったのは、ご主人

が漁師から農業へと転身された経緯や、自然相

手の農業における「悲しい出来事（ミカンに花が

来なかったこと）」を乗り越えるための複合経営

や保険などの備えについて、明るく前向きに話

してくださったことです。

　奥様が語る「いつもポジティブでプラス思考」

という言葉は、お二人の生き方そのものを表し

ていると感じました。困難に直面しても、それ

を乗り越えるための努力を怠らず、「目標を持っ

ていいものを作る」過程を楽しんでいらっしゃ

る姿は、私たちに大きな勇気をくれました。畑

での作業の様子や笑顔から、農業が単なる仕事

ではなく、生きがいであり喜びなのだと強く伝

わってきました。

　「農業ってやっぱ楽しい」というメッセージ

は、これから進路を考える私たちにとって、

とても大切な気づきとなりました。この貴

重な経験を今後の学びに活かしていきたい

です。

(2年 西井 清香：写真右から1番目）

【取材を終えての感想】

　私は、今回の聞き書き事業を通して、長友さ

んとご主人の仲の良さが伝わり、一人では難し

くても身近にいる人や周りにいる人との協力、

助け合い、支え合いなどが大切で、それがある

ことでできることが広がるということがわかり

ました。実際にハウスや畑を見たりして使われ

ている機械や作業の仕方を知ることができまし

た。ハウスミカンではハウス内の温度管理や、

水の撒き方を知ることができました。お二人が

ミカンを育てる上で、難しかったこと、嬉しかっ

たことなどのお話を聞いて、ミカンの糖度を上

げる方法を知ることができました。ミカンは育

つ上で花が咲かないとできないけど、花が来な

いこともあるということが驚きでした。温度管

理など名人の技術がとてもすごいということが

わかりました。私たちが食べているミカンはい

ろんな工夫がされ、いろんなことを乗り越えて

食べることができているんだなと感じることが

できました。ありがとうございました。

（2年 安藤 紗由莉：写真左から2番目）

　今回、初めて「聞き書き」という取り組みを体

験し、農業についての知識が以前よりも大きく

広がりました。ミカンづくりの名人である長友

さんはとても明るく温かい人柄で、どんな質問

にも丁寧に答えてくださり、農業への深い思い

が強く伝わってきました。お話の中で特に印象

に残ったのは、家族や地域と支え合いながら、

目標を持って良いものを作り続けることの楽し

さです。農業をする上で「やった分だけ返って



名人の生い立ち

　私の名前は土谷光重です。別府市出身で、高校生ま

で別府市に住んでいました。子供の時は農業と一切関

係がなくて、親も全く農業をしていない家庭で育ちま

した。中学の時は剣道をしていたけど、防具は臭いし、

痛い思いをしたから嫌やったなぁ。高校は別府羽室台

高校でした。広いところで伸び伸び走り回りたかった

から、サッカーを始めました。大学は宮崎大学農学部

の水産増殖学科に進み、水産環境学を専攻しました。

大学生時代は、バイクでツーリングをしたり、友達と

大学近くの川に潜って魚を突いたりしていました。大

学の周りは自然豊かで、すぐそばにきれいな川が流れ

ていました。

　大学を卒業してからは、環境関係の仕事をしたくて、

福岡の環境系の財団法人に入社しました。そこでは廃

棄物の担当として勤めており、廃棄物処理施設の廃棄

物処理施設技術管理者資格の講習会の講師もしていま

した。香々地に来る前の10年間は東日本大震災の災

害廃棄物の処理のため、福島の方にも出向していまし

た。香々地に移住してくるまでの30年間はこの会社

に勤めていました。ずっとデスクワークだったので、

健康診断によく引っかかりました。仕事柄ストレスが

たまるから、夜は飲みに行ってしまって太る一方で、

仕事を辞めたのは体重が100キロ近くあって、この

ままだったら死ぬなと思ったからです。今は70kg台

まで痩せたんですけど、当時は多くの成人病項目が

レッドカードでしたね。

名人のボタンボウフウとの出会い

　田舎で百姓のスローライフを楽しみたかったので、

いろいろ探していたら豊後高田市が地域おこし協力隊

を募集しているのを見つけました。仕事を辞めて、令

和4年の3月に地域おこし協力隊になりました。大野

城の家に下道で行き来できる距離だったこともあり

豊後高田市を選びました。息子3人みんな巣立ってい

るので、臨床検査技師の嫁さんと2人で移住してきま

した。田染でそば職人になるか、香々地でボタンボウ

フウを作るかで迷いました。最初はそば職人になりた

かったんやけど、途中で気持ちが変わってボタンボウ

フウを選びました。ボタンボウフウは地域おこし協力

隊になるまで知りませんでした。そば職人も面白そう

だなと思いましたが、結局は釣りができる海に近い

9

土谷 光重（大分県豊後高田市）

 聞き手：森川 大智・滝口 雄大（大分県立高田高等学校 普通科）

サラリーマンからの転身 夢の百姓生活
～無農薬ボタンボウフウ栽培～



香々地にしました。若い頃から漠然と農業をしたいと

思っていて、興味はありました。始めの頃は熱中症に

なってきつかったけど、最近は体が慣れて熱中症にも

ならなくなったね。地域おこし協力隊の任期が終了し、

令和7年の3月からベジファームの社員になりました。

畑に出て、汗水垂らして農業に携わっていることに幸

せを感じています。サラリーマン時代から比べれば、

農業は自分の思い通りにできるから自由で、もう本当

に天国です。しかも、福岡に住んでいたら海に釣りに

行くまで1時間か2時間かかるのに、ここではすぐ釣

り場だからね。釣りは自然の中でボーっとできるので、

心が洗われてストレスがなくなるよ。魚がかかった瞬

間は一番嬉しいね。会社とは別に私個人でサツマイモ

と落花生を育てる農園を5アール持っています。さつ

まいもは自分が好きで、落花生は嫁が好きだから栽培

しています。家の畑で収穫したさつまいもは干し芋に

して、昨年から道の駅で販売しています。でも、ほと

んど会社の仕事で精いっぱいなので、あまり手をかけ

ることができません。

香々地でのボタンボウフウ栽培の始まり

　昔から香々地で食べられていたボタンボウフウの種

を社長（渕秀幸氏）達、有志7人が海から拾ってきて、

耕作放棄地を開墾して栽培を始めたそうです。海辺の

畑で育て始めて15年ぐらい経ちますね。市の補助事

業も利用しています。社長は地域おこしを目的として、

ボタンボウフウ栽培を産業にしたいということで育て

始め、今では畑は4ヘクタールぐらいまで広がってい

ます。以前は任意団体のボタンボウフウ研究会でした

が、1年前に香々地ベジファーム合同会社になりまし

た。社長と相談役（後藤龍太郎氏）、社員の俺、地域お

こし協力隊の仮屋君、パートさん2人の計6人でやっ

てます。地域おこし協力隊は市役所が募集してくれて、

市役所の職員だけど毎日来ています。今は鹿や猪の被

害に困っています。畑に入って、ボタンボウフウを食

い荒らされることがあります。なので、防護柵を畑の

周りに設置しています。防護柵は結構高くて硬いのに、

飛び越えたりぶつかったりして曲がります。

ボタンボウフウとは

　ボタンボウフウはセリ科の植物です。国東半島の西

半分、西日が当たるところの海岸ベタに昔から自生し

ています。海辺の畑じゃないと育ちにくいので、ちょ

うど香々地の気候が合っています。もともと海辺に生

えているので、塩にはむちゃくちゃ強く、塩水をかけ

ても枯れません。雑草を殺すために塩水をかけるとボ

タンボウフウだけ生き残るんですよ。病気にも強いし、

無農薬、無化学肥料で育てやすいです。害虫のキアゲ

ハの幼虫は、葉っぱに卵を産んで、葉っぱを全部食べ

ます。触るとバニラのにおいがします。ボタンボウフ

ウは結構栄養素が豊富でして、よく青汁の原料とかに

使われているケールと比べても、栄養素が多いです。

糖の吸収を抑えるクロロゲン酸や利尿効果のあるイソ

サミジンが含まれています。他にも小豆島と香々地、

南薩摩、喜界島、屋久島、与那国島で栽培されていま

す。香々地の紫ボタンボウフウという名前は社長がつ

けました。沖縄のものに比べるとアントシアニンの含

有量が多いので、茎が紫色になるんです。茎は一番中

心から成長し、夏場は緑、冬になると赤くなります。

ボタンボウフウ栽培の年間スケジュール

ボタンボウフウの種
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ア（草刈り機）と、斜面は刈り払い機の両方です。

ボタンボウフウの商品、食べ方

　香々地ベジファームが独自に販売しているのが、パ

ウダーとお茶です。ボタンボウフウのパウダーは外注

していて、お茶はここで全て加工しています。お茶

は、葉っぱの水分量を5％以下まで乾燥させて作って

います。加工をする時は洗浄の方法や乾燥の温度を試

行錯誤しました。乾燥したボタンボウフウは、青汁な

どの健康商品を作っている薬品会社などにも出荷され

　4月から7月は収穫期です。収穫・洗浄・乾燥・梱包が

1サイクルです。月曜日に収穫、火曜日に洗浄・乾燥、

水曜日はまた収穫、午後から梱包というサイクルを週

2回行っています。茎から新しい芽が生えてくるので、

成長点だけ残して収穫します。洗浄する葉っぱはきれ

いなものだけ選ぶので、少なくなります。普通は1株

あたり年に2回収穫なんやけど、調子がいい時は3回

収穫できます。収穫の時期は他の時期にくらべて忙

しいです。収穫時期は相談役と社長は朝6時ぐらいか

ら、他の人は8時から収穫を始め、午後2時までします。

草刈りは月曜日の午後などの空いた時間に行っていま

す。8月は草刈りばっかりです。10月と11月は種ま

きを行ったり、苗場で1年間育てた苗を畑に植えたり

します。花が茶色いところはもう種ができていて、そ

の種を収穫して次の年用の苗を1万5000株ほど作り

ます。種まきのセルに種をまいておいて、芽が出たら

それをポットに移します。ボタンボウフウはセリ科で

あまり発芽率が高くないので、いっぱい密集して種を

まいて、間引かないといけないです。翌年の春から1

年に2〜3回収穫し、次の年までは収穫できます。収

穫が終わったボタンボウフウは畑にすき込みます。

　使い終わったビニールマルチを片付けて、畑を耕し

直して、畑を1年休ませます。次の年に畝を作り、マ

ルチを張って、また植えます。自然栽培なので、畑を

休めないと地力がなくなります。地力を回復させるた

めに、2年栽培したら1年休ませています。冬はあま

り草が生えないので、苗の世話をしたり、草刈りもし

ます。外来種で茎が硬いセイタカアワダチソウは特に

厄介ですね。冬が一番比較的忙しくなくて、収穫の時

期が一番忙しいです。使っている機械は、畑を耕すト

ラクター、畝間などの狭いところの土を起こす管理機、

草刈りは平坦なところは手押し式のハンマーナイフモ

乾燥させた葉

生のボタンボウフウの葉

お茶（左）とパウダー（右）

洗浄の様子収穫の様子
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大変だと思わなかったです。収入の面では農業ってい

うのは厳しいなと思うな。ボタンボウフウ栽培が地域

産業になれるよう認知度を上げ、商品開発をして、売

り先を広げて、従業員を雇用できるように継続的に頑

張っていきたいと思っています。取材は断りたいんだ

けど、ボタンボウフウの認知度アップのために断らず、

社長が取材を受けるようにもしていきたいです。若い

世代が農業に携わってお金を儲けれるぐらいになった

ら一番いいけどね。

名人が高校生に伝えたいこと

　1つ目は、やりたいことが見つかったら、早めにやっ

たほうがいいということです。そう思っているのは、

もっと早く農業を始めとけばよかったと後悔している

からです。大学生の時に少しずつ農業をしたいなと

思ってたんですけど、あんまり始めるきっかけがなかっ

たです。2つ目は、子孫を残してほしいということです。

子供がいてやっぱり楽しかったし、持続的な地域社会

を作っていくためにも必要かなとも思います。

【取材日：9月25日・11月6日】

ます。ボタンボウフウから抽出した、糖の吸収を緩や

かにするクロロゲン酸を利用した飲料は（株）ジェイエ

イフーズおおいたが作っています。最近は生のボタン

ボウフウの葉っぱを、市内のスーパーや玉津まちの駅、

夢むすび、道の駅くにみ等に出荷しています。他のボ

タンボウフウの製品は市内のスーパーや県北から豊前

までの道の駅などにも出荷しています。ボタンボウフ

ウの一番美味しい食べ方は天ぷらです。春先の新芽の

時が一番美味しいです。油と相性がいいので、チャー

ハンやレバニラ、ホルモンなど油で炒めると美味しい

です。葉っぱを刻んでラーメンにも入れたりします。

毎朝ボタンボウフウパウダーをヨーグルトに混ぜて食

べています。昨年11月にはボタンボウフウパンが学

校給食に出ました。

ボタンボウフウ栽培のこだわり

　ボタンボウフウへのこだわりは、無農薬、無化学肥

料で健康なものを皆様の食卓にお届けするということ

です。豊後高田市が独自に認証する夢叶野菜の認証を

取りました。これは有機 JASと同じ基準でやっていま

す。豊後高田市の有機農業推進協議会に入っていて、

そこは結構移住者の人が多いです。無料で市が独自で

認定してくれるのでとてもありがたいです。また、農

業系のプラスチックは紫外線で劣化して、環境中に飛

散します。ビニールマルチをやめて、草マルチをやっ

てみたいなと思っています。マルチを張ると地面も暖

かくなるので、ボタンボウフウの成長もいいし、雑草

も生えません。でも、破れたビニールマルチは飛んで

いって海を汚すし、剥ぐのは大変で、産業廃棄物とし

て中津の焼却場まで持って行って処理してもらわな

きゃいけなくて、お金がかかります。ビニールマルチ

をはぐときに、小さな破片が飛び散ってしまって、拾

い集めないといけないので、すごく時間がかかります。

前職はゴミの専門家だったから、ゴミが飛び散るのが

許せなくて、時間がかかってしまうんです。

やりがいと名人のこれから

　私は社長に申し訳ないので、ボタンボウフウの準名

人です。廃棄物処理と釣りだったら名人なんですが。

ボタンボウフウが売れてお金が入ってきた時が一番嬉

しいけど、綺麗なボタンボウフウが収穫できてたくさ

ん出荷する時は嬉しいですね。物を売るのがこんなに

12

P r o f i l e

土谷 光重【つちや　みつしげ】

▲

別府市に生まれる。別府羽室台高校を卒業後、宮崎大学農学
部水産増殖学科（現：海洋生物環境学科）に進学。大学を卒業後、
福岡の環境系財団法人で 30年間、廃棄物の専門家（技術士［衛
生工学部門］）として第一線で活躍。多忙なデスクワークによ
るストレスから退職し、「田舎での百姓暮らし」という長年の
夢を実現した。令和4年3月、豊後高田市地域おこし協力隊と
して着任し、香々地ベジファーム合同会社でボタンボウフウ
栽培に従事。任期を終えた令和7年3月より同社の社員となり、
持続可能な農業や地域産業づくりに取り組んでいる。

略 歴

年　　齢：57歳（昭和43年生まれ）
職　　業：香々地ベジファーム合同会社 社員
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【取材を終えての感想】

　今回の取材を通して、名人の人柄に触れるこ

とができ、揺るぎない行動力に心から感銘を受

けました。「田舎で百姓をしたい」という長年の

夢を諦めずに追い続け、地域おこし協力隊へと

踏み出したその決断力は、想像を超えるものだ

と感じました。名人の「もっと早く農業を始め

ればよかった」という言葉は、私の胸に強く響

きました。やりたいことへのチャレンジ精神こ

そが成功と発展のカギだと強く感じ、私も後悔

のないよう、夢を早いうちに行動に移そうと強

く決意しました。また、今まで漠然としか知ら

なかったボタンボウフウについて、深い知識を

得ることができました。特に、塩水をかけても

枯れないという強靭な生命力は、環境の厳しさ

に立ち向かう力強さの象徴のようで、非常に印

象的でした。私自身、豊後高田市に住む一員と

して、名人が汗水垂らすボタンボウフウ産業が

地域産業の柱として発展してほしいと強く願っ

ています。今回の学びを機に、その魅力を少し

でも多くの人に伝えられるよう、自分から積極

的に発信していきたいと考えています。

（2年 森川 大智：写真左端）

　正直最初は、「行きたいところないから近く

のここにしよう」くらいの軽い気持ちでした。僕

はそれまで農業に関わったこともなく、特別な

興味を持っていたわけでもありません。そのた

め、農家さんたちの苦労や思いをあまり理解し

ないまま、作っていただいた作物を食べていま

した。しかし、実際に香々地ベジファームさん

を訪れてみて、とても驚きました。農家は

想像以上に大変で、きつい仕事であり、そ

れを農家さんたちが自分たちのために続け

てくれているのだと実感したからです。僕

は今後、農業に関わることはないと思いま

すが、農家さんたちが多くの苦労を重ねて

作ってくれているということを意識しなが

ら、これからは食材を大切にして生活して

いきたいと思いました。

（１年 滝口 雄大：写真右端）



小学校は、護江小学校に行き野球部に入ったけど面白

くなかったのですぐ辞めた。中学校は杵築中学校でバ

スケット部に入ったけど友達と遊ぶ方が面白かったな

あ。高校は、水産高校に行きたかったけど、家から通

学できる国東農業高校に通った。７時前のバスに乗っ

ち、1時間かけて通ったが、あまり身が入らなかった

なあ。

　それから、自分で仕事を決めて就職したが、飽きっ

ぽい性格で、学校の世話にはならんで建設業など色々

な職場を転々としたなあ。それでも、建設業に就いて

ユンボを乗りこなしていたことが今では役に立ってい

名人の紹介

　俺の名前は、髙橋秀基と言うんじゃよ。字は違うけ

ど、桃太郎侍で有名なあの高橋英樹と同姓同名じゃか

らすぐに覚えてもらえるんじゃ。生年月日は、昭和

51年。ちょこっとカッコ悪いけど2月14日（バレンタ

インデー）生まれで、来年はもう50歳になってしもう。

　杵築市大字守江で姉と暮らして、牡蠣の養殖を生業

にしている。さらに、守江湾を昔のように豊かにする

ためにアサリの放流活動などもしている。牡蠣養殖の

暇な時期は、地元の水産卸会社でハモの仕分けなどし

ながら毎日海と向かい合って生きとるんじゃよ。

ちっちゃな頃から悪ガキで

　ちっちゃな頃から、海が俺たちの遊び場だった。暇

な時は、いつも釣りをしたり海に飛び込んで泳いだり

して、よく遊びよったなあ。そん頃は、よくハゼが釣

れよった。悪い事んじょう（悪いことばっかり）しよっ

たなあ。釣った魚はそんまま海に捨てたり、50cmぐ

らいの大きなボラが釣れた時なんか口に爆竹を突っ込

んで、爆発させたりほんとうに悪ガキじゃったなあ。 水揚げ
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髙橋 秀基（大分県杵築市）
 聞き手：芹川 璃空・曽根崎 一喜・笹原 悠慎・山口 禮（大分県立国東高等学校 環境土木科）

守江湾のわるガキ
～牡蠣漁師、故郷の海に生きる～



貝殻）を購入するんよ。　

　それをなあ「抑制」ち言うてな、購入した種苗をちょ

ろっと大きくなるまで針金に通して、海ん中でぶら下

げるんよ。

　3月から4月には「本養殖」ち言うて、ある程度大き

くなった物を一枚一枚割ってロープに挟んで、それを

養殖場のロープに10月末までは吊るしておくんじゃ。

その間は放ったらかしじゃ。

　それから、2月から3月くらいまで、「収穫と出荷」

を繰り返す流れじゃなあ。漁師は、必ず二艘の船を持っ

るなあ。それから、漁師になる前に水産卸会社で働い

て、魚の集荷や選別をしていた。まあ、このことは今

でも役に立っているなあ。15年ぐらい前に父親が漁

師を続けられなくなり、俺が35歳の頃に、後を継い

でカキの養殖に取り組むようになった。それからずー

と続いているから、俺の性に合っちょったんじゃなあ。

3代目

　俺は、3代目の漁師でな。祖父が漁師を始め底引網

漁で儲けていたけど、親父ん代に底引網漁を止めてし

もうて、牡蠣と海苔をするようになったんよ。その

後、父が漁に出れなくなって、俺が後を継ぎ、今の有

り様じゃ。魚船は縁起の良い名前で「金福丸」と言うん

で。ここ辺の牡蠣の養殖の漁師は、たいがい2人以上

で漁に出ているけど、俺は一人でやっている。たまに

甥っ子が手伝いに来てくれることがあるけどなあ。揉

める相手もいないのでかえって良いんかもしれんなあ。

この辺も昔は25軒くらい牡蠣漁師がいたんじゃけど、

今は15軒ほどになってしもうた。俺ん所は後を継ぐ

もんもおらんので、俺ん代で廃業やなあ。

牡蠣養殖の工程

　牡蠣にはなあ、主に真牡蠣と岩牡蠣という品種が

あってなあ、ここら辺（守江湾）では真牡蠣を養殖し

ちょる。そして、1年物と2年物があるけど、1年物

を出荷しよるんよ。牡蠣の養殖をざあっと説明すると

な、牡蠣が種を出し浮遊してホタテの貝殻にくっ着く

んじゃ。それを紐で吊るして大きくなるまで、ほたっ

ちょって（放置して）収穫する、といった具合じゃなあ。

　守江湾の牡蠣の養殖は、小指の爪のような小ちゃい

のが着いちょる種苗（牡蠣の種が着いているホタテの

所有の2艘の漁船

購入した「種苗」

「抑制」の様子

「本養殖」で養殖場に吊るす準備
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美味しい牡蠣の見分け方と食べ方

　うまい牡蠣は、そりゃあ食っちみらんと分らんけど、

それでもうまい牡蠣は、たいがい下の方が膨れている

のが良いなあ。身がぎっしり詰まって、濃くてうまい

なあ。絶対にヒョロ長いもんは買わん方が良いよ。俺

たちは「鼻垂れ牡蠣」と言っているが、鼻水のように身

がゆるくてあんまり美味しくないんじゃ。食べ方は、

焼いて食べるのが一番じゃなあ。あとは、蒸すのもカ

キフライもいいなあ。ビールと一緒に食べたら本当に

美味しいなあ。ワインとか日本酒にも、よう合うなあ。

守江の牡蠣

　牡蠣は、海水だけじゃ育たんのよ。俺ん所の牡蠣

は、「味が濃い」ち皆が言いよるんよ。俺もそう思うな

あ。そん理由は、守江湾には国東半島の山々から自然

の恵みの栄養を蓄えた水が八坂川から大量に注ぎ込ん

でいるから豊かな栄養分がいっぱいある豊かな湾と

なっちょるんじゃろうと思う。そん上、天村川から

は、直接流れ込んじょる。守江湾は、栄養たっぷりの

恵まれた海じゃなあ。おかげで、牡蠣やアサリなどの

餌となる植物プランクトンが豊富に発生するんじゃな

あ。「豊かな森林は豊かな海を育む」、本当にそん通り

じゃなあ。牡蠣は何リットルもの豊かな海水をろ過し

てプランクトンなどの栄養分を吸って成長するんじゃ

なあ。しかし、天村川に鍋倉ダムができてからは、少

しずつ収穫量も減ってきたなあ。今年は、全国のいろ

んな所で、牡蠣が死滅したとのニュースが流れている

けど、俺ん所はどうにか出荷にこぎつけることができ

たんじゃ。

　しかし、以前は手のひらぐらい大きい牡蠣がいっぱ

ちょる。一艘は港に固定して、収穫した牡蠣を洗った

り選別したりする作業場として使っちょるんじゃよ。

選別した牡蠣は、いつでん出荷できるように船に吊り

下げて、牡蠣小屋から注文があったときにそんまま運

ぶようにしちょる。新鮮そのものじゃなあ。

俺流のやり方（わる牡蠣）

　牡蠣の種苗を購入した後、俺の場合はみんなと違う

やり方をしよんのよ。他ん人は本養殖の前のぶら下げ

る時に、ホタテの貝殻を割るわけよ。俺は種苗が来た

時点で、牡蠣の種の付き方を見てから、二つに割った

り三つに割ったりしてから抑制をするようにしている

んよ。そして、そのまま本養殖をするようにしている。

それが、俺流のやり方じゃなあ。こっちの方が能率が

良いように思うし。俺流のやり方で、周りに負けたく

ないなあ。収穫量は、一番じゃないけど、一人分の収

穫量にしたら負けてないなあ。

守江の牡蠣養殖場

　ほとんどの牡蠣養殖は、牡蠣イカダを陸で組み立て、

それを養殖場まで船で引っ張って行っち、それに、牡

蠣を吊るして本養殖するようにしちょるけど、守江湾

では、イカダは作ってないんよ。水深が浅く砂地で柔

らかく、穏やかな湾じゃからなあ。斜めに切り落として

芯を抜いた7ｍぐらいの孟宗竹を船に乗せて養殖場まで

運んで、だいたい5ｍ～6ｍの間隔で、1本1本人力で海

中に突き刺していき、竹にロープを張って養殖所の完

成じゃなあ。一つのロープに7本吊り下げち本養殖をし

ているんじゃ。だいたい竹の柱は、3年から4年くらい

は大丈夫なんよ。悪くなったものだけを、収穫が終わっ

た春先に変えながら、それを繰り返しているんじゃ。 

養殖場の風景

収穫へいざ出発
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けど、だんだん取れなくなり、人も来なくなってしも

うた。そこで、守江の海を守る取り組みを始めたん

じゃ。もう5・6年前からかなあ。守江の漁師で、アサ

リの稚貝を養殖して放流するようにしたんよ。それで、

少しずつじゃけどアサリが増えてきちょると市役所の

人も言いよった。いつか、昔んように潮干狩りに来る

車の留場もなくなってしまうごと守江湾に人が戻って

きたら本当にうれしいなあ。この先ずっと、守江の海

が豊かであることを願っているなあ。

【取材日：2025年9月16日・12月1日】

い取れよったけど、今年は量も少なく小さいのが多い

なあ。漁獲量は杵築市全域で30トン行くか行かない

かぐらいで、俺んところは 2.5トンぐらいかなあ。今

年は牡蠣の値段は上がっちょって1kg800円ほどで、

全部牡蠣小屋の「KITSUKI TERRACE（キツキテラス）」

に出しちょるんよ。残った牡蠣殻も無駄にはしていな

いんよ。黒いパイプに詰め込んで魚がよってくる漁礁

にしたり細かく砕いたものをミカン農家などの肥料に

したり、鶏の餌にしたりもしちょる。また、コンクリー

トの材料に混ぜたりもしちょると聞いたこともあるな

あ。牡蠣殻は、カルシウムじゃからなあ。有効活用し

て、ちっとでも国東の自然に役立てられたらいいなあ。

守江の海を守って

　守江湾はなあ、干潮になると杵築城の下からおおか

た東西1.5km・南北2kmぐらいの広大な干潟が出てく

るんよ。そこには、生きた化石といわれるカブトガニ・

アオギスやアマモなどの希少な動植物が生殖しよって、

「日本の重要湿地500」ちゅうのに指定されているん

じゃよ。

　昔は、アサリなどの潮干狩りで有名じゃったんじゃ

守江湾の干潟

「収穫・出荷準備」

アサリ稚貝放流
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P r o f i l e

髙橋 秀基【たかはし ひでき】

▲

水産卸会社や建設業などいろんな職業を経験し、15年前（35
歳）から父親の後を継ぎ牡蠣養殖に取り組むようになる。守江
の伝統的な牡蠣の養殖方法を引き継ぎ、杵築市の特産品であ
る牡蠣の養殖に取り組んでいる。特に種苗の「抑制方法」など
を工夫し、生産量の拡大を図る。さらに、難手地区のアサリ
母貝団地の造成・管理に携わるなど、守江湾を守る取り組みに
積極的に取り組んでいる。

略 歴

年　　齢：49歳（昭和51年生まれ）
職　　業：牡蠣養殖



　世界農業遺産を通して自分が感じたこと
は、まず世界農業遺産自体を全然知らなくて
最初はどういったものなのか、どういった条
件で認定されるのかなど世界農業遺産を知る
ところから始まりました。実際に取材をして
みて、初めて会った方と話をして自分はコミュ
ニケーション能力が低く緊張して、なかなか
質問や会話を続けることができませんでした。
しかし、名人の方の明るく気さくな感じがと
ても優しくて少しずつ話せるようになりまし
た。今回の取材で自分でもコミュニケーショ
ン能力が少しでも上がったのかなと思います。
相手のことを知ろうとする感覚がわかりまし
た。人間は自然と共存し生活していくことが
大切だと感じました。今回は牡蠣についてい
ろんなことを知りました。牡蠣の育てる工程、
収穫しその後の残ったものの処理の仕方など
今まで知らなかったことがたくさん出てきて、
とてもためになりました。それから、実際に
名人に漁船に乗せていただき作業を見学まで
させていただきました。普通に生活していて
は、見ることは滅多にできないと思うので、
とてもありがたく貴重な体験となりました。

（2年 芹川 璃空：写真左から2番目）

　僕がこの聞き書きを通じで感じたことは 2つ
あります。一つ目は、牡蠣についてです。僕
は今まで牡蠣を食べることもなかったし、興
味もあまりありませんでした。しかし、今回
取材をすることで、牡蠣のことについてたく
さん調べることがあり、牡蠣の良さや魅力に
気づくことができました。そして、現地の人
に牡蠣の美味しい食べ方や美味しい牡蠣の見
分け方などを聞くことができて、今度食べる
機会があったらやってみようと思えました。
　二つ目は、名人のこだわりです。最初は牡
蠣の養殖では大体どこの漁師さんも同じやり
方をするのだと思っていました。しかし、名

人の話を聞いていたら細かいところまで
工夫されていることが分かり、これが美
味しい牡蠣を作る秘訣なんだな、と感じ
ました。他にもアサリの養殖活動もして
いることに驚きました。どうしたらいい
アサリが育つかなど実際にアサリの貝を
見せてもらって、良い経験ができました。
1回目の取材ではあまり凄さが分かりませ
んでしたが、2回目に舟で実際に養殖場所
に連れて行ってくれたときにはとてもい
い経験になったし、舟に乗れてとても楽
しかったです。あんなにたくさんの量を
一人でこなしている髙橋名人は流石だな
と思いました。僕はこの聞き書きの体験
で経験したことを、これからの学校生活
でいかして行きたいです。

（2年 笹原 悠慎：写真左から1番目）

【取材を終えての感想】
　最初は緊張していましたが、髙橋秀基名人
が私たちに優しく話してくれたり、説明してく
れたりと名人の牡蠣に対する熱意や養殖をやる
にあたっての苦労などのお話を聞けてとても良
かったです。今回の「聞き書き」で高橋秀基名人
の仕事やワザ、そして舟に乗せてもらって牡蠣
養殖を間近で見れてとても良い経験になった。
高橋秀基名人の仕事は淡々としていて他の牡蠣
養殖をしている人たちよりも素早くこなす姿は
とてもかっこよかったです。今回の経験を学校
生活や部活などに活かしていきたいです。あり
がとうございました。

（2年 山口 禮：写真右から1番目）

　僕は今回の聞き書き研修でたくさんのこと
を学びました。突然参加することになって、
最初は何をしたらいいかわかりませんでした
が、活動していくうちに多くの貴重な体験を
することができました。最初は牡蠣がどうやっ
てできるかなど一つもわかりませんでした。
しかし、名人が僕達にわかりやすく一から丁
寧に教えてくださり、理解することができま
した。名人なりのこだわりや育て方のコツな
ど色々学ぶことができました。牡蠣のシーズ
ン時は取ってきて選別する作業を 1人で行なっ
ており、僕にはとてもできそうになかったで
す。さらに、名人の好きな牡蠣の食べ方やお
すすめの調理方法、身の大きな牡蠣の見分け
方など僕達のためになるようなこともたくさ
ん学べました。この「聞き書き」を通して僕達
にしかできない貴重な体験ができてとても楽
しかったです、普段の生活ではなかなか知る
ことのないものを体験ができてとても有意義
な時間でした。名人には、いつまでも健康で、
素晴らしい牡蠣養殖技術を後世に残していっ
て欲しいです。

（2年 曽根崎 一喜：写真右から2番目）
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整備に努めています。

　これからも、『農業と食』の新たな未来を創造すべく、

従業員一丸となって革新と挑戦を続けています。

スマート農業

　スマート農業とは、ICT技術や AI、ロボット、ドロー

ン、GPSなどの先端技術を使って、農作業の効率化

を図り、作物の品質を高めたりする新しい農業の技術

です。日本の農業は農業生産者の高齢化や担い手不足

が進んでいるため、こうした先端技術を活用すること

で、少ない労力で安定した農業を続けていくことが期

待されています。松原ファームでは、GPS機能を利

用したトラクターや田植え機、ドローンを利用した薬

剤散布などのスマート農業を実践しています。

　GPS機能を活用したトラクターや田植え機とは、

衛星からの位置情報を利用して、自動で正確に走行で

きる機能です。人がハンドルを細かく操作しなくても、

誤差が数センチ以内という高い精度で作業をすること

ができ、播種や施肥に田植えなどの作業を実施するこ

とができます。

　GPS機能を利用することで、作業のムラが減り品

名人の紹介

　私は、大分県国東市で株式会社松原ファーム代表を

している松原雅之と言います。食用・飼料米・WCSの

水稲、小麦・はだか麦、加工用の大豆、サツマイモな

どの農作物を生産しています。栽培面積は75haです。

　私は、地元の高校を卒業後、県外の大学に進学し、

東京でのサービス業や製造業の仕事を経て、27歳の

時に帰郷し、大分県立農業大学で水稲栽培を学び、さ

らに2年間アメリカの農業研修に行った後に33歳で

就農しました。ミニトマト中心だった親の代から、水

稲と転作作物の麦や大豆を組み合わせた年間作業量を

平準化する為、大規模経営に移行しました。JAグルー

プへの契約販売・直売所・ネット通販・個別販売（ホテ

ル・パン屋・個人等）など販売ルートも広げていき、精

力的な農業に取り組んでいます。

　農業は身体に負荷がかかるハードな部分もあります

が、GPSによる直進アシスト機能付きのトラクター

の導入、ネットサービスを活用した農地の管理や作物

の生育管理、ドローン活用など、先進的なスマート農

業の技術を取り入れて、農作業の負担を軽減しつつよ

り作業がしやすいように、より働きやすい職場環境の
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松原 雅之（大分県国東市）

 聞き手：安藤 花音・西村 清花（大分県立国東高等学校 園芸ビジネス科）

「農業と食」を通して多くの人に笑顔や喜びを届けたい
～スマート農業を通じて新たな未来の農業を創造～



い場所を防ぎ、効率良く作業ができるようになります。

このシステムを導入する前は、圃場の状態を確認する

ために、現場に行く、ドローンを飛ばす、ドローンか

らのデータを収集するといった作業がありましたが、

導入後は作業の効率化が大幅に進みます。他には、人

工衛星による天気予報や、気温の変化も教えてくれる

ので、作物を育てる際にとても役に立ちます。また、

過去にさかのぼって様々なデータが活用できるところ

も助かります。現在、麦の生育管理に活用しています

が、これからは米の生育管理にも活用する予定です。

　松原ファームでは、スマート農家の認定を受けまし

た。これからも積極的に最新の技術や設備を導入して、

スマート農業を推進し、より働きやすい環境づくり、

より生産効率を高めることの実現に向け取り組んでい

ます。

農業が人を幸せにする

　農業は全ての人を幸せにするとは思っていません

が、人の心や生活に良い影響を与える力を持っている

と思います。都会で生活していた人が定年を機に退職

質が高まります。長時間作業しても疲れにくく、黄昏

時や視界の悪い日でも安全に作業ができるといったメ

リットがあります。また、操作が簡単なため、経験の

少ない人でも扱いやすく、操作や作業に対応できます。

　ドローンの活用は、農業で急速に広まっている技術

のひとつで、主に農薬散布に使われています。農薬散

布では、ドローンが上空から均一に薬剤をまくことが

でき、人が歩いて散布するよりも短時間で、安全に作

業できます。生産者の負担を大幅に減らすことができ、

効率も大きく向上しています。

　衛星情報を活用した営農・サービス支援システムは、

パソコンやスマートホンを利用して電子地図を用いた

圃場管理、作業の記録、進捗状況の把握など農業経営

が「見える化」できるシステムです。衛星画像と人工知

能を活用した栽培管理を最適化するプラットフォー

ムで、衛星画像をはじめ多様なデータを AIが分析し、

圃場毎のリアルタイム情報の提供とリコメンデーショ

ン（推奨作業）をしてくれます。例えば、圃場の状態を

色分けして、作物の成長具合や地力などを教えてくれ

ます。データを見ることで、水やりのタイミングを

チェックすることができます。また、肥料を散布する

場所を把握することができ、肥料のやり過ぎや足りな

直進アシスト機能田植え機による田植え

営農支援システムを活用し圃場管理を実施

直進アシスト機能トラクターによる播種

ドローンによる薬剤散布
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と食」を通して多くの人に笑顔や喜びを届ける。農業

を様々なものと結び付けていくことで、農業に対する

価値観を共有していただける人や企業と共に連携を行

い、新しい物やサービスを生み出していくビジョンの

実現を目指しています。

　価値観を共有するためには、挑戦し、変化を恐れず、

時代に対応していく力。改善をあきらめることなく繰

り返し好循環する力。効率・コスト・責任感を持ち仕事

に従事すること。仕事に対してプロフェショナルであ

ること。互いに協調し、切磋琢磨し、助け合うことが

大切だと思います。

　これからの農業や会社運営を行っていくうえで、最

も重要だと感じる点として、周囲に人がいないことが

気になります。本来、農業は多くの人に受け入れられ

るもので、農業ほど人が培ったものを活かせる職はな

いと思っています。これからは多くの人に農業が選ば

れるように、特にこれからの若い人たちから選ばれる

農業を実現することを目指し、農業経営を行っていき

たいと考えています。

　「農業と食」を通して未来の農業の創造を実現するこ

とで、国東市や大分県の農業並びに地域産業が発展し、

多くの人々が笑顔で生活することを願っています。

高校生に向けてのメッセージ

　色々な社会経験を積み、全力を出して立派な社会人

になってください。社会では、生活する力、生きてい

く力を身に付けていることが重要です。そのためには、

一度、親がいないところで就職して、色々な力を身に

付け、自立できるようになってください。親の苦労を

実感して、感謝の気持ちを忘れないようにしましょう。

人として、強くなるためには、人生経験を積むことが

大切だと思います。今回の聞き書きを通して、二人の

将来の役に立てばいいなと思っています。10代から

して田舎で農業をするとか、土いじりをするという話

を聞いたことがないですか？農業をしながらのんびり

と土いじりをする。農業をすることにより土に触れ、

作物を育てる作業はDNAレベルでの癒しや農業セラ

ピー（アグリヒーリング）など精神的な安定にもつなが

ります。実際に障害のある人や引きこもりの人が、農

業や園芸活動を通して心身の状態が改善された事例が

報告されています。自然と向き合い、作物の成長を見

守る経験は、安心感や達成感を生み出します。自分で

作ったものを自分で食べる幸せや楽しみ、手をかける

ことで愛情が湧いてきます。他の人に自分が作ったも

のを食べてもらい、「美味しい」って言ってもらいたい。

農業や園芸活動は、自分のための一つの楽しみになり、

自己表現やコミュニケーションの一つになると思いま

す。更に自分が作ったものを他者に食べてもらい、「美

味しい」と評価されることは、生産者にとっても大き

な喜びややりがいになります。農業が人を幸せにする。

農業を行うことで多くの人を幸せにすることができれ

ばと思っています。

おいしいお米

　生産者にとっての「おいしいお米」と、消費者にとっ

ての「美味しいお米」には違いがあります。消費者は、

できるだけ安くて美味しい、需要の高いお米を求める

傾向がありますが、価格を下げすぎると生産者は満足

のいく生産ができなくなります。生産者が心から「お

いしい」と思えるお米を作り続けるためには、品質と

価格のバランスを取り、消費者と生産者の双方が納得

できる関係を築くことが重要です。そのためには、多

くのお米の中から「選んでもらえるお米」を生産するこ

とが求められます。生産者として、品質にこだわり、

消費者に価値を感じてもらえるお米を提供すること

で、双方が満足できる「おいしいお米」を生産すること

と消費者や企業の方々から「松原ファームのお米がほ

しい」と言ってもらえるような生産者になりたいと考

えています。

未来の農業

　松原ファームでは、「農業の持つ力で社会へ貢献す

る」の企業理念のもと、様々な農産物の生産から自社

加工品の製造や開発、各種販売等のサービスを基に社

会へ貢献し、価値あるモノづくりを行いながら「農業

松原ファームの加工品「パックライス」
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20代のうちは、いっぱい失敗してください。失敗を

経験することであなた方のこれからの人としての成長

につながると思います。自分の思い描いた夢を実現で

きる大人になってください。

【取材日：2025年10月１日】

【出典情報】
※1　株式会社松原ファームホームページ
※ 2　農林水産省ホームページ
※ 3　農業とＩＴの未来メディアホームページ
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P r o f i l e

松原 雅之【まつばら まさゆき】

▲

19～23歳　県立国東高校を卒業後関東に上京し、様 な々アルバイト
経験

　23～25歳　関東にて、宅配ピザの店長を経験（スタッフ育成、店
舗経営など）

　25～27歳　紙箱製造会社にて営業職（化粧品のパッケージ）を
経験

　27～29歳　帰郷後、大分県立農業大学で農業の基礎を学ぶ
　29～31歳　『大規模農業のノウハウを学ぶ』ため、アメリカでの海

外農業研修に参加。
主に日本食マーケットに向けた大葉・大根の大規模栽
培に携わる

　32歳～　　帰国後、親元就農。のちに、事業継承を行い規模拡大に
向けた経営方針へ転換

　39歳　　　農業生産法人起業、現在に至る

略 歴

年　　齢：43歳（昭和57年生まれ）
職　　業：株式会社松原ファーム 代表取締役



【取材を終えての感想】

　私が高校生「聞き書き」研修に参加すると決

まったとき、人と話すことが苦手な私はとても

不安でした。自分の携帯で自分から名人に電

話をかけて、聞き書き取材の許可をいただくの

もはじめての経験で、話すときに声が震えるほ

ど緊張していました。その結果、自分の名前を

名乗ることと、連絡先の方が「松原さんですか」

と聞くのも忘れてしまい、散々な結果になりま

した。聞き書き取材の当日、すべての質問が終

わった後、電話での対応の仕方を教えていた

だきました。質問で聞いた内容も含めて、ため

になるようなことばかりでした。聞き書き取材

をしていなければ、連絡の仕方も、相手に質問

する時の態度もあやふやなままだったと思いま

す。聞き書き研修や取材で学べることは、思っ

たよりたくさんありました。きっとこれからの

成長に役立つと思います。最初は嫌々やってい

ましたが、最終的には参加して良かったと思い

ました。聞き書き取材に協力してくださった松

原さんにとても感謝しています。ありがとうご

ざいました。

（2年 安藤 花音：写真右）

　私は今回初めて聞き書きに参加しました。初

めての取材は緊張してうまく声が出せなかった

けど、私たちのする質問に丁寧にわかりやすく

答えてくださり、色々なことを知ることができ

ました。伺った回数は少なかったですが、普

段知ることのできない農業経営者のリアルな

声を聞くことができとても貴重な体験をするこ

とができました。スマート農業を取り入れるこ

とのメリットやデメリットも知ることがで

き、学校では学ぶことができない新たな農

業を学ぶことができました。私たちが普段

当たり前のように食べているお米は、いろ

んな方々のたくさんの工夫や努力、苦労が

あってこそ美味しいお米がつくれることを

知り、これからも感謝して味わって食べて

いきたいと思いました。また、これからの

問題として、新しく農業を始める人をどう

やって増やしていくかも考えていくことが

大切だと思いました。今回の経験をこれか

らの生活に生かしていこうと思います。あ

りがとうございました。

（2年 西村 清花：写真左）
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その時に僕の叔父さん（師匠）から「名古屋でおいしい

トマトがあるから食べてみろ」って言われて送ってき

てもらったトマトを食べた時にめちゃめちゃ感動し

て、僕も自分の仕事としてやれるかなと思って始めま

した。とにかく僕自身がこうと決めたらどうしてもと

ことんやり尽くさんと気がすまん性格で、将来どうな

るとかいうよりはとにかく今やりたいことをやり尽く

すっていう、時代を過ごしたんですけど、やっぱり一

旦やり始めるととことん追求し始めるっていった僕の

性格がトマト作りにも影響してますね。

こだわり

　僕は土作りにこだわってますね。美味しいトマトを

作るために逆算して土作りをしています。土づくりも

団粒構造と言って、物理性、微生物性、化合物性の細

かい粒子が絡み合って団粒構造化した土がやっぱり一

番いい土作りとしてあるんですけど、そこを目指して

毎年改良を重ねていってますね。うちの特徴としては

牛糞堆肥とか畜産の堆肥を一切使ってないことです。

それを使ってた時ってやっぱ病気がよく出てたんです

よ。だから加工された腐植酸のものを僕は買ってきて

名人紹介

　僕は、1970年に生まれ、今年で55歳になります。

高校からサッカーを本格的に始めて、大学でもやって

たんですけどサッカーをやりたい気持ちが強すぎて、

大学を中退して社会人のクラブチームに入りました。

そこで中国代表のコーチと知り合って、中国のサッカー

クラブチームを紹介してもらい中国へ渡りました。

　トマト作りを始めたきっかけになったのは僕が所属

していたサッカーチームの契約が終わって中国から

帰ってきて何もしていない期間があったんですけど、

説明している廣島さん

24

廣島 善典（大分県宇佐市）

 聞き手：栗林 美月・髙倉 愛唯・髙倉 想那・黒木 めぐみ（大分県立杵築高等学校 普通科）

挑戦のハウスから
～食味をとことん追求したトマト作り～



中を締め切るんですよね｡7月8月の高温の時期を狙っ

て､ 太陽熱消毒で土の雑菌を死滅させるんです｡ そう

することで病気のリスクを減らして継続できるように

してます。

自分が選ぶやり方

　トマト作りや農業に関する知識は師匠とのつながり

もあって、トマトを作ってない人なんですけど、植物

の仕組みを本当に良く理解している方との交流でも得

ています。その人は露地栽培を五町歩ぐらいのすごい

大面積でいろんな野菜をローテーションで回してやっ

てるんですけど、そういう人と直接コンタクト取った

りもします。それから最近はフェイスブックで岐阜の

産地の人とも知り合ったし、投稿を見てるとこの人

ちゃんと理解してるなって言うのはすぐわかるんです

よ。ただ、いまは映えるようないい写真をアップして

いたり、僕もそうなんですけど、やっぱ写真がいいと

すごくよく見えますよね。すごい、これ本当に俺のト

マトなんかなっていうぐらい。（笑）だけんそういうの

に惑わされるんやなくて、中身を見て、ちゃんとこの

人理解してるなっていうのは文言とか作り方とか見る

と本当分かる。だけど、いま簡単に見栄えだけよくし

ようと思えばそういうシステムに入れればできるし、

品種もそれなりにやっぱ改良されてるし。だから僕は

なんて言うかみんながこっち行くのが大半やったら、

やっぱ逆へ行きたくなるタイプで、なんかそういう方

向にすごい惹かれるんですよね。いまトマトのマー

ケットも作りやすさと、たくさん収量が取れるってい

う、そういうマーケットに変わってきてて、食味を求

めるのは本当に少数派になってるんですよ。僕が始め

た 27年前には結構食味重視でやってたマーケットが

いまは全然違う方向にいってて、やっぱり数とって経

営の営業利益率を上げるということが一つの目的に

使ってるんです。うちの師匠も参加する勉強会がある

んですけど、僕もそういうところにたまには参加して

情報を得て、土作りには何が良いかっちゅうのを日々

勉強しながらやってますね。

苦労とやりがい

　一番大変なのは売ることで、やっぱり売ることが成

立せんと結局自分が今までやってきたことは評価され

ないことと一緒なんでね。やっぱり売り先がちゃんと

完結っていうかね、ちゃんとあっての今までの自分の

やったことが評価されるってことなんで、売り先がな

ければそれはもう成立しないんで、そこがやっぱり難

しいところかな。

　やりがいを感じるのはやっぱり僕のトマトを食べた

お客さんがメールとかで本当に美味しかったとか､ そ

ういった意見をいただくと本当にやってて良かったと

思うし､ やっぱりそういう感想を言っていただくと本

当にちょっとした苦労もやっててよかったなと思うの

で､ そこが一番思うところですかね。

　それから水にもこだわってますね。うちがいま使っ

てる水ってボーリングの地下水の水なんですよ。150

メーターぐらい掘ってて全然飲める水なんですね。だ

からこの辺のエリアは本当に水質に恵まれていると思

うんですよね。

持続可能な農業

　土に悪影響を及ぼさないために薬剤を使わないよう

にしてます｡ 6月に一旦このトマト作りが終わって､

その後に1回たっぷり散水してあげるんですよ｡ そう

したら今度ビニールシートをかぶせて､ このハウスの

11 月のトマト
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思ったんですね｡ だったらもうダメ元で自分の顔入り

写真でも入れて、最初からうまくいくわけはないと

思ってそれを前提に、かっこよく言ったらトライアン

ドエラーですよ。要はトライしてだめだったらまた次

トライしてっていう、その中で課題を見つけて売り方

をどうしたらいいか、ただこれは僕がこういうふうに

売りたいって言っても相手方がいるんで、その相手に

対するコミュニケーションっていうか､ 当時からノウ

ハウはあるわけじゃないんやけど､ ただただ直接売り

場に行ってちょっと試食販売してみるとか。それはも

う美味しいとか美味しくないとか自分が自信があるか

らとかじゃなくて、とりあえずやってみようっていう

ことで始めたのがいまのひろしま農園のトマトかな。

　ナノバブル水っていうのも僕の師匠がいろんなもの

を試すのが好きな人で僕もそれに乗っかってやったん

ですけど、使うのと使わんのでそんなに大差はないか

な。だけど、使わんよりは使ったほうがいいかなって

いうぐらい。それから、最近始めたのが納豆菌です。

納豆菌を粉末にしたやつなんですけど、それを 2000

倍くらいに溶かすと何にでも混ぜれるんですよ。そう

したら葉面散布で直接かけてあげます。そしてこれは

静電風向っていってマイナスイオンが出てくるんです

よ。空気中ってほとんどプラスイオンじゃないですか。

だからプラスとマイナスが引っ付いてより吸着しやす

いようにするんです。こういうのはねやっぱり自分が

理屈がわかっちゃうとどうしても欲しくなってくるん

ですよね。

体に優しいトマト作り

　うちのトマトはシーズンとして11月から大体2月

ぐらいまでは通常のトマトとして販売させてもらって

て、 5月ぐらいまではフルーツっていうかちょっと甘

なってるんですよね。だから僕はその真逆で手間暇を

惜しんでとにかく美味しいトマトを作りたい。この気

持ちは多分もうこれからもずっとそっちで行くと思う

んです。

チャームポイント

　品種は「りんか 409」っていう品種ですね｡ 種苗メー

カーはサカタのタネですね。

　わりと今いろんな品種が出回ってるんですけど、「り

んか409」は一番作りやすくて食味が乗るっていうか

真っ赤っかにはならないんですけど、濃いピンクって

いうかそういう特徴があるかな。でも一番自分が「り

んか409」を選ぶのはどの品種よりもやっぱり食味の

ところですね。

トマト作りの一年間

　うちの作型で言うと冬から春にかけての作型になる

んですけど、9月から植えて収穫が11月から始まる

んですよ。そっから冬を越して6月まで引っ張ります。

トマトってどっちかっていうと夏場のイメージがみな

さん強いと思うんですけど、宇佐市のこういう平野で

夏場に作るのはとてもじゃないけど無理ですね。家庭

菜園ぐらいだったらできるかもしれないですけど、経

営ベースに乗せて利益を目的に作るっていうことはま

ず無理で、例えば大分県で言うと竹田市とか豊後大野

市とかの涼しいところが産地になってるんですけど、

そういったところぐらいです。いまは夏場暑すぎて秋

の野菜が高くなるじゃないですか。やっぱりそれはそ

ういう影響が出ているんですよ。だから多分これから

先もずっと続くだろうし、自分がトマトを作る上での

肌感でそういうふうなものはもうできないなっていう

のが分かるので、これはもう栽培方法がどうのこうの

じゃなくて物理的に厳しいですね。例えばハウスの中

でちゃんと隔離してエアコンとかそういうのをつけれ

ば別なんですけど、そこまでするコストはなかなか難

しいのでそういう状況になってますね。

トライアンドエラー

　始めた頃とかは全く売ることに関する知識はなく

て、ただ市場流通で乗ってしまうとどうしても相場に

左右されてしまうだけなんで、これじゃだめだなと

納豆菌と葉面散布をする機械
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内だけでそういう堆肥となる代わりの物は作ってる会

社があります。例えばサトウキビを搾り取った後の残

りカスとか、そういったものを肥料にする会社もある

んで、僕も少しは使ってるんですけど。そういった技

術っていうのは日本は結構進んでるんで、どうしても

この円安の時代は海外から物を入れるっていうのは、

本当にコスト高になるので、だから逆にその出来上

がったシステムでやられているハウスが結構多いんで

すよ。でもそういったところってもうほとんど輸入し

たものばっかりで整うじゃないですか。だから僕もな

るべく土でやってるっていうのはリスクの排除と言う

んですか、それはもうコロナの時分かってると思うん

ですけど、ああいう状況にまたなってしまうと、やっ

ぱりなかなか国内に入ってくるのも限られてくるん

で、それはやっぱり意識としてはありますね。

 

【取材日：2025年10月11日・11月8日】

みが強くなるトマトに仕上がってくるんですね。いま

世間に出回ってるのはフルーツトマトであったり、濃

縮トマトであったり塩トマトっていうネーミングで出

てるんですけど、大概そういうのは塩水を畑に流した

りとかどっちかっていうとストレスを与えるんです｡

そういったやり方でやったら甘くなるっていうのをみ

んなが知って、いまそういう栽培をしているところも

多いかと思うんですけど、僕はそういうことじゃなく

て、自然に任せるまではいかないけど植物の仕組み、

エビデンスをちゃんと理解した上で美味しく作るって

いうやり方にしてます。だからわざとストレスを与え

るとかじゃなくて、特に春先になってくると乾燥する

じゃないですか｡ トマト自体が元々南米のアンデス産

地っていうところが原産地で、そこは乾燥地帯でそう

いった自然環境を好む作物なんです。ハウスの中も春

先になってくるとそういう環境に近くなってくるん

で、そういうことを利用してます。あとは自分が必要

な美味しくなるための必要な成分を与えてやりなが

ら、甘味と旨味のバランスのとれた食味になるように

作ってますね。

経済の面から見るトマト

　いまの僕みたいにもうバカ正直な人たちはやっぱり

価格転嫁できないんで、そこにどうしても苦しんでし

まいますね。国内でいい堆肥を作ってる施設ももちろ

んあるんですけど、やっぱりその中にはまた余計なも

のが入るんですよ。木くずとかおがくずとかそういっ

たものが弊害になるんですよね。もっと言うと、例え

ばそういう有機物が土に入るじゃないですか、そうし

たら土の中の微生物が有機物を分解するために働くん

ですけど、その時に窒素ガスみたいな湯気が出るイ

メージといったのが目には見えないんですけど、じわ

じわ出てくるんですよ。でもそれが根に障害を及ぼす

んですよね。それがやっぱりダメだっていうことで、

どうせ有機物を入れるんだったら、トマトが終わった

後の残渣だったりとか、残渣っていうのはトマトの

葉っぱとか茎とかの部分で､ そういうのだとそんなに

年月をかけずに分解できるんですよ。どうせやるなら

そういうものを使っていきたいし、いま堆肥を中国か

ら輸入してるんですけど、それもちょっと矛盾してる

ところが確かにあって、でもそれもいつまで続くか分

からん所もあるんやけど、まあそれがもしなくなれば

またなくなったで違うものを使うこともできるし、国

美味しいトマト　廣島さんのInstagramより

27



28

P r o f i l e

廣島 善典【ひろしま よしのり】

▲

高校からサッカーを始め、中国広州のプロチームに入る。帰国後
愛知県に住む師匠（渥美半島石井農園経営）のトマトを食べ衝撃
を受け、トマト作りを始めた。

略 歴

年　　齢：55歳（昭和45年生まれ）
職　　業：トマト農家



んに限らず農家さんは様々な試行錯誤を繰り

返して美味しく健康に配慮した野菜を私たち

に提供してくれているということを改めて実

感しました。そういう努力があることを忘れ

ずにこれからも美味しく野菜を食べたいと思

いました。今回は貴重なお話を聞かせていた

だきありがとうございました。

(2年 黒木 めぐみ：写真右端)

　初めてトマト農家さんのお話を聞くことが

できました。トマトはあまり食べたことがあ

りませんでしたが､ トマトが病気にならな

い工夫や土作りのこだわりなど農家さんがど

のような作業をしてトマトを作っているのか

知って､ 久しぶりにトマトを食べてみたいと

思いました。普段何気なく食べている食べ物

はいろんな人の努力のおかげで安全でおいし

くなっているんだなと感じました。今回学ん

だ農家さんの努力と工夫に感謝して野菜など

おいしくいただきたいです。貴重なお話あり

がとうございました。

(2年 髙倉 想那：写真左端)

【取材を終えての感想】

　廣島さんのお話を聞き、仕事への誇りや挑

戦し続ける姿勢が強く心に残りました。特に

「今やりたいことをやり尽くす」という言葉が

印象的でした｡ また、トマトづくりの裏には

想像以上の手間と工夫があり、日々の積み重

ねが味に直結していることを知りました。生

産者の思いや環境への配慮を聞く中で、普段

何気なく食べているものの背景には多くの努

力があることに気づき、食べ物への見方が変

わる貴重な機会になりました。

（2年 髙倉 愛唯：写真左から2番目）

　今回、トマト農家の廣島さんを訪問し、生

産現場の声を直接伺える貴重な機会となりま

した。初めはとても緊張していましたが、廣

島さんが温かく丁寧な対応をしてくださり、

とても恵まれた2日間となりました。トマト

栽培に込められた専門的な工夫や日々の努力

を知り、農業への理解が大きく深まりました。

日常的に消費している食材が多くの技術と努

力に支えられていることを実感し、とても有

意義な時間となりました。貴重な体験をあり

がとうございました。

（2年 栗林 美月：写真右から2番目）

　今回トマト農家さんとのお話を聞くことが

できました。トマトは好きなものの、農業に

関する知識がほとんどないままで少し不安で

したが、廣島さんの暖かい人柄のおかげで多

くのことを学ばせていただきました。廣島さ
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自己紹介

　私は、1978年6月生まれで今年で47歳になります。

2020年10月から親元で農業を始めました。もうす

ぐ5年がたちますね。今年4月に行政から認定農業者

の資格をとり、代替わりをしました。今は私が事業主

として農業をやってます。

前の会社

　1997年4月に今の日本製鉄九州製鉄所大分地区に

入社して23年働きました。主な仕事は製鉄設備の温

度・流量・ガス・トラブル等の調査・改善案の提示を行っ

ていたね。時には、防護服で1300℃もある鉄の温度

を測ったり、200mもある煙突の38m以上のぼって

ガス成分等を測ったりもしたよ。このような仕事で

データを多く扱っていたから、農業のデータ化・管理

に大変活かされてますね。

品種

　食用のメインは、「ヒノヒカリ」・「ひとめぼれ」・「な

つほのか」の3種類です。「ヒノヒカリ」はバランスが

良く香りがあっさりとしながらも食べ応えのある食

感。「ひとめぼれ」はバランスが良くふっくらとして柔

らかい口当たり。「なつほのか」は大粒で優しい甘味と

ほのかな香り・程よい粘り。その中でも私は、香りが

ある「ヒノヒカリ」が好きかな。

　お米を美味しくするために大切なことは、土作り・

適正肥料・水管理だと思うね。特に土作りでは稲刈り

が終わってから来年に向けた土作りをしていかないと

いけない。ここ数年、猛暑のせいで、お米が白くなる

乳白現象が起きている。乳白現象が起きると品質が落

ヒノヒカリ
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石丸 豊（大分県国東市）

 聞き手：岩尾 琥稀・田原 優希・松丸 瑠華・宗安 亜実・薬師寺 葵（大分県立杵築高等学校 普通科）



ちるのと食べた食感が悪くなるので、それを少しでも

なくすために暑さに強くなる資材を土に入れています

ね。私が育てたお米は卸業者と個人販売で行っている

ね。約7割は卸業者ですが、400袋ぐらいを個人で売っ

ています。

機械化と数値化

　持っている大きい機械は、トラクター・コンバイン・

乾燥機・籾摺りそれと農薬散布ドローンかな。農薬散

布ドローンは始め、クボタやヤンマーとかも検討して

いたけど、やっぱり何かあったときにすぐに対応がで

きる近くがいいと思って、中津市で資格を取ったね。

農薬散布ドローンと講習を合わせて160万円ぐらい

したな。しかし、農薬散布ドローンで殺虫剤散布を行っ

てから労力を約6割は削減できた。

　トラクターはエアコンもあるし、やろうと思えば

Bluetoothで音楽プレイヤーつないだりできるけん居

心地はいいね。前職が色々な測定・解析をやっていた

クセで、今でもある程度なんらかの数字に表したいと

思っている。例えば、水温をその場だけでなく長期間

記録、土壌の PH（酸性・アルカリ性）、植物の葉緑素（生

育具合）、土壌分析依頼（土にどれぐらいの成分がある

か）などを行なっています。このようにしてわかった

数字は100％ではないけど、ある程度の指標になる

ので活用していますね。その中でも前は植物の葉緑素

（葉色）を図るために、カラースケールを使っていたけ

ど、葉色と評価色を比べるので感覚になるんだよね。

だから今は、葉をセンサーに挟み込むと機械が数値を

出してくれる葉緑素計を使っています。やっぱり感覚

ではなく数値でわかるのはいいね。こんな感じで数値

化することで蒔く肥料の量などを決めることができま

す。テストとかと一緒でどこが悪いかって数値を見れ

ば反省できたり、変化がわかり安いです。あとはイン

スタとフェイスブックで農業の情報発信や収集をして

いますね。

環境への配慮

　今、マイクロプラスチックが海洋に漂っている環境

問題が良くニュースで出たりしている。お米の肥料を

蒔く労力を削減する一発肥料（最初にまけばずっと肥

料が長く効く）ってものがある。これは肥料の表面が

プラスチックコーティングされていて、温度で中の成

分が徐々に溶け出してくる。しかし、プラスチックは

分解されないまま、排水のときに海に流れてくる。そ

こで私は、プラスチックコーティング剤の削減や自然

に還る肥料を使って環境に配慮しています。また肥料

が過剰になりすぎると、土が痛み作物に影響が出たり、

余分な成分が排水され河川等に影響が出たりする。だ

から過剰にならないように鶏糞や化学肥料等の数種類

で施肥設計をして、撒いています。具体的には、広い

田んぼはなるべく自然に還る一発肥料、狭い田んぼは

トラクター

農薬散布ドローン

温度を測り記録できる機械
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肥料を 2回に分けて必要なときにまいているかな。

食味コンクール

　今年で出場が3回目になる「第9回九州のお米食味コ

ンクール」っていう大会に出品するお米の準備をして

いるよ。この中で自治体部門があって、大分県やった

ら佐伯市と臼杵市しか自治体がないので、国東市を入

れて地域の活性化の一つとしていきたいと思ってい

る。そのためには国東市から10人は出品しないとい

けなくて、知り合いやインスタ等で声をかけているん

やけど、中々難しいね。何人かしてくれる人もおるん

やけどね。私はPRになるし、分析結果もくれて、そ

れから今年の米がどうやったかが評価できるけんいい

んやけどね。

　また、個人での入選も目指してるので、毎年出品す

る米を決めるのは、なかなか苦労してるね。田んぼに

よって出来が違うから籾摺りのたびに3kg取って、そ

れを自分でできる範囲の分析をして、これが一番いい

と思うお米を出しているね。　

研修会

　新しい栽培方法や機械を学ぶために勉強会に参加し

ている。2年前は前職の伝手で山形県の農学博士にお

米の栽培方法、去年は兵庫県で田んぼに直接お米の種

をまく方法、他にもメーカーの展示会や研修会に学び

に行ってるよ。今年は、宇佐市の大分県農林水産研究

指導センターで、葉緑素計による測り方やその値と稲

の高さから撒く肥料の量を学ぶことができた。この肥

料の量は県によって違っているので、今年は大分県の

基準を元にすることができてよかったです。また、山

形県で田んぼに暑さ対策としてケイ酸資材を入れるこ

とを学んで実際に取り組んでいる。

　今後は12月に東京で行われる新しい農業・米作りの

イベントに参加しようと考えている。また、ネットや

インスタで気になった農家や研修会があれば、オフ

シーズンのときに行きたいと考えている。

栽培・広さ

　面積は13haで杵築高校の敷地の3倍いかないくら

いですね。今後もっと増えていくだろうね。1年の日

程は、4月から6月が田植えで、8月の下旬から10月

が稲刈りです。3種類やっているので、ずらしながら

していますね。一番忙しい時期は5月・6月の田植えの

ときかな。

　今年は猛暑等の異常気象による影響はあったが、台

風が来なかったのもあって、受粉不足や稲の倒れもな

く、今までで一番多く収穫することができた。また、

お米の高騰があったので、過去一の売り上げになった。

この売り上げは、機械のメンテナンス・修繕や設備投

資に使い、来年の栽培に備えていきたいと思います。

農業の利点

　会社は色々な部門があるので、最後の製品まで携わ

れることは難しい。しかし、農業は良い悪いも含めて、

自分でした結果が分かるところが良いですね。今後の

課題は、①米を安定生産すること（異常気象でも）、②

今後の面積拡大に向けた生産性向上と従業員増加の検

討、③地域の活性化（PR）ですね。目標は、「地域と環

境を守り、持続可能な農業を行う」です。具体的には、

健康と安全を守る、安全安心な作物を作る、安定した

品質と収量の確保、地域環境を守る、地域の活性化を

行なっていきます。

高校生のみなさんへ

　今後、みなさんがどの分野で仕事をするにしても、

数値（売上、目標、評価等）が使用されると思います。

数値が全てを示すわけではありませんが、数値を使用

することで問題や課題の糸口を発見することができた

り、やる気・達成感の醸成につながります。ただし、数

値に固執しすぎると良くない結果につながりかねないコンバイン

＊食味コンクールとは九州産米の良食味と安心・安全な品質の米生産
のために開催し、生産者の食味向上への意識高揚、市場関係者及び
消費者への PR による九州産米の消費拡大を目指すための取り組み。
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ので数値の意味（本質）をよく考えて行動してください。

　農業は知識、技術、天災等を含め難しいことが多々

ありますが、自分が頑張った分だけ応えてくれるので、

とてもやりがいを感じる仕事でもあります。しかし、

今までの農業の実態やイメージが良くないため、生産

者が減少していますが、地球人口の増加や環境変動に

より、農業の重要性は益々求められており大規模化や

最新技術の機械や栽培方法を導入している人が増えて

きています。今、農業は頑張り次第で将来性がある仕

事だと思っています。今回のことをきっかけに、まず

は農業に興味を持っていただきたいです。そして、多

くの方に参入してもらい食糧生産改善や地域環境の活

性化を図っていただきたいです。

【取材日：9月27日・11月15日】

P r o f i l e

石丸 豊【いしまる ゆたか】

▲

1977年4月　日本製鐵九州製鉄所入社
　2020年9月　退職
　　　　10月　農業を始める
　2025年4月　認定農業者資格

略 歴

年　　齢：47歳（昭和52年生まれ）
職　　業：農業（米）
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が実際に使っている農薬散布ドローンなどの

機械も見せていただき、自分にとってとても

いい経験になりました。農業は大変だという

イメージを持っている人もいると思います。

そのような人たちに農業の魅力や重要性につ

いて一人でも多くの人に知ってほしいと思い

ました。改めて貴重な経験をさせていただき

ありがとうございました。

（2年 松丸 瑠華：写真左から1番目）

　今回、初めての聞き書き活動に参加させて

いただき、多くのことを学ばさせてもらいま

した。環境に配慮した農薬を使って、デジタ

ル技術を活用して作業効率を上げるなどの工

夫をしていてすごいと思いました。お米を育

てるための苦労ややりがいを知ることができ

よかったです。この活動を通して農業の重要

性や魅力を知り、今まで以上に大切に食べ物

をいただかないといけないと感じ、そして農

業の良さを広めていくことが大事だと思いま

した。本当に有意義な体験ありがとうござい

ました。

（2年 宗安 亜実：写真左から2番目）

　今回色々なお話を聞かせてくださりありが

とうございました。農業は環境に左右されや

すくとても過酷だというイメージがありまし

たが、最近は機械化が進み労働時間が減って

いると知りました。管理もザルビオという機

械を使いデジタル化をして、農家が働きやす

くなっているとわかりました。そして、肥料

をプラスチックを使用しているものでは

なく、自然に還る資材にしたりと環境に

配慮しているとわかりました。このこと

から、もっと農業について知りたいと思

いました。

（2年 薬師寺 葵：写真左から3番目）

【取材を終えての感想】

　僕は将来の夢が決まってなく、やりたい仕

事なども何も決まってなく迷っていました。

しかし、今回の聞き書きを通じて、農業のや

りがいや大変さを知ることができました。そ

して農業は頑張り次第で将来性があるお仕事

だとおっしゃっていたので自分の将来の夢の

候補になりました。石丸さんは農家になって

からも勉強会に参加したり食味コンクールに

向けて準備をするほど熱心で真面目な人だと

思いました。なので、僕も今後の学校生活の

中で勉強や部活動に頑張っていきたいと思い

ました。今後に役立つことをたくさんお話し

ていただきありがとうございました。

（2年 岩尾 琥稀：写真左から6番目）

　僕は、聞き書きという活動を通して、自分

が頑張った分だけいい結果につながり、達成

感が生まれ働くことの原動力になるというこ

とを学ぶことができました。石丸さんはただ

結果を残すだけでなくプラスチックコーティ

ングされてない肥料を使うことで環境への配

慮にも気を配られていてすばらしいと思いま

した。今後の生活に生かしていきたいです。

ありがとうございました。

（2年 田原 優希：写真左から5番目）

　私は今回の聞き書きが初めての参加でした。

普段は聞くことができない農家の方の現状や

農業をするうえで困難なところ、やりがいな

どを聞くことができました。また、石丸さん
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の自動化など、多くの利点を持つ現代的な栽培方式で

あって、イチゴ農家にとって非常に効率的な方法と

なってます。他には、水や肥料の管理が自動化されて

いる点も大きな特徴ですね。以前は蛇口をひねって水

や液肥を撒いて、手動で調整する必要があったんです

けど、現在のベンチ栽培では「養液土耕システム」によ

り水や肥料が自動で供給されるんですよ。これで、管

理にかかる手間が大幅に省かれ、効率よく安定した栽

培ができるようになりました。さらに、ベンチ栽培で

は銀色のシートを貼ってその上にイチゴを空中に吊る

すような形で育てるんで、実が土に触れないんです

プロフィール

　私は山香農業高校、大分短期大学卒業後地元の農

協に入組し、営農指導員を中心に35年間営農業務に

携わりながら両親、妻とイチゴ40a、水稲280a、茶

50aを栽培していましたが、55歳で農協を早期退職

して現在は妻と両親、息子と息子の妻とパート 2名で

栽培しています。ベリーツは大分県のオリジナル品種

と言う事で5年前から本格的に始めました。

ベンチ栽培のメリット

　イチゴの「ベンチ栽培」には、従来の土耕栽培にはな

い多くのメリットがたくさんありますね。まず大きな

利点は、作業の負担が大幅に軽減されることですね。

地面に近い位置で作業する土耕では、中腰で収穫や手

入れを行う必要があって、体への負担が非常に大きく

なるんですけど、ベンチ栽培ではイチゴを高い位置に

設置して育てるんで、座り込む必要がないので立った

まま作業できて重労働がかなり解消されるので、身体

の疲労が3〜4割ほど減ると言われてます。なんでベ

ンチ栽培は作業の省力化、品質向上、病気予防、管理 ベンチ栽培が広がっています
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週間に1枚葉が展開するので葉が多すぎると光合成能

力も低下するし病害虫の発生も多くなります。摘果は

咲いた花すべて摘むと最後小さい実になるので8果〜

10果程度に花を摘みます。

水のあげかた

　灌水は養液土耕システムを使って自動で灌水や追肥

を行っています。チューブは点滴チューブを使うこと

で均等に灌水することができます。

冬場の葉っぱ

　イチゴの適温にするため、加温機と言って空気中を

温める暖房気を使いますね。他にも地温を上げる温湯

気を使います。温湯気とは、土中にパイプを這わせて

お湯を循環して土を温めるものです。土耕栽培との違

いは、地温をコントロール出来ることで開花から収穫

までの生育日数を大幅に短縮できるので回転率が上が

ります。

イチゴのおいしさ

　種がいっぱいある一番下でヘタの少し下が赤くなっ

たら収穫ですね。この種をこすと、熟れすぎなんです

よ。イチゴもですけど大きさと言うよりは形とか色と

かツヤとかで美味しさとかやっぱり違いますよね。人

間と一緒でいい健康状態だと美味しい植物、全体が健

康なイチゴになれば美味しいイチゴになるので人間が

サプリメントを飲んだり色々するようにビタミン剤み

たいなやつとか酵素の入ったものとかカルシウムだと

か鉄だとかそう言ったのを定期的にあげて光沢のいい

イチゴになって糖度が増したいちごになるんですよ。

あと温度とかもありますね。当然肥料とかもあります

し、そういったのを植物に一番いい環境に持っていく

ことですね。他にもイチゴの下の銀のシートはですね、

色を綺麗にするために敷いてあります。黒いシートだ

と反対側に色が付きにくいんですけど、銀紙にするこ

とで乱反射してまんべんなく色が付きます。「ベリー

ツ」は比較的光がなくても色がつきやすいんですけど、

「さがほのか」は光がないと色が薄くなったりだとか白

くなったりするんで、それを防止するために敷いたり

して対策をしてます。ベリーツの特徴は光沢がよく酸

味と甘みのバランスが良いことです。

よ。その結果、湿度環境が良くなり、病気が発生しに

くくなるんですね。また日持ちが良くなり、鮮度や品

質が向上するという重要なメリットもありますね。見

た目の色付きもよくなって全体として土耕よりも商品

価値の高いイチゴができるようになります。設備面で

は、イチゴの生育に欠かせない光を補うためのLED照

明「電照」が使われてます。イチゴは日照時間が生育に

大きく関わるため、補光は品質維持に重要ですね。ハ

ウス内の温度差をなくすために循環扇と呼ばれる扇風

機を用いて、温度を均一に保つ仕組みも導入してます。

小石が多いのはイチゴにとって
いいことなのか

　いちごに適した専用の培土を使っているため、栽培

当初から約30年間同じ土で栽培しています。環境に

優しい取り組みの一番は、生物農薬や天敵を活用して

減農薬栽培に取り組んでいます。

ビニールテントの重要さ

　育苗では、夏場の暑さを防ぐために天井に寒冷紗と

いう遮光資材を使って苗の温度を下げています。定植

後は白黒マルチを張って土の蒸散防止、除草や地温を

下げる効果があります。またベンチのサイドには銀色

のマルチシートを張り反射によってイチゴの着色が良

くなり艶や見た目も美しくなります。

葉の調整

　イチゴは花が出る方向が決まっているので定植時に

は向きがわかる用にピンをつけています。管理として

は摘葉、摘果作業が主な管理になります。摘葉は1〜2

機械で温度や換気の調節を行なっています
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　2月以降気温が下がってくると甘みがまし美味しく

なります。ベリーツは花がたくさん咲くため、そのま

ま放置すると結果として小粒のイチゴが多くなってし

まうので定期的に花摘みや芽摘みを行って、実を大き

く育てるための手間をかけてますね。

環境に優しい取り組み

　以前は化学農薬中心の防除体系でしたが、現在は天

敵製剤（生物農薬）を活用することで、ダニ、アブラム

シ、スリップス等の害虫を防除するので化学農薬をほ

とんど使わなくて済むようになりました。ダニの防除

にはミヤコバンカーという天敵資材を使い、専用シー

トの中に天敵ミヤコカブリダニが住んでいてダニを退

治します。アブラムシの防除には、圃場に麦を植えて

イチゴにつかないアブラムシを飼って天敵アブラバチ

を繁殖させて防止しています。

農協職員時代に指導員として
どのような指導をしていたか

　当時の杵築市農協では花の指導員を担当しており、

イチゴはベテランの指導員が3名いたので担当しませ

んでした。現在杵築市にあるカスミソウやHBスター

チス、トルコギキョウ等は私が進めた花になります。

農協時代に1番大変だったことは何か

　初めて指導したり、初めて販売として市場に売り込

んだりするなかで、当然実績の無い産地なので評価し

てくれないんです。なのでそこにいろんな売り込みを

かけて販路を作って売るという作業が確立するまでが

大変だったのと、確立しても全国の産地が相手なの

で、常にいろんな工夫をかけたり新しい品種を作って

もらったりしましたね。でも大変というよりおもしろ

かったです。県の先生や指導員の方にいろいろ教えて

もらいながら勉強して、全国のだいたいの産地は見て

回りました。

世界農業遺産との関わりで美しい農村景観の
維持とは具体的に何をしているか

　特には景観ですね。除草したりし水路の軽備をした

りと綺麗な状態を保っています。そのために年間で5

回か6回くらい草刈りしないといけなかったり、草が

生えると虫とかも来やすいので欠かせないですね。

農業をしようと思ったきっかけ

　農業高校と農業の短大に行って農協で指導係、生産

者、教える仕事についてから面白さに気づいたんだよ。

それまでは嫌いな方だったな。朝から晩まで働いてそ

んなに収入もサラリーマンみたいにないから昔の農家

は厳しかったよ。自分が農協で指導員をして初めてい

ろんな世界でみんなが儲かる姿を見たら面白くなった

な。どんな感じに育てるか自分次第だから、自分がど

れだけ想像してその通りに動いていくかとか、自分の

思う通りになるかとか考えているよ。

　毎日温度調査による統計を取っています。去年や前

日に比べてどうなのかっていうのを見てます。ハウス

内の環境を読み取る機械があって、今は温度とか炭酸

ガス濃度とか地温の温度とかそう言ったのが全部携帯

で見れるから自宅にいながらハウスの環境が見えてく

る。そういったのも若い人たちが非常に詳しいから農

業に入り込みやすい時代になっているよね。技術もで

きているからそう言った面でも見えないところが見え

外敵を食べてくれるダニのご飯の麦が植えられています。

外敵を食べてくれるダニがパックの中に入っています。

37



てくるんだよ。土の温度とかは温度計さしてれば見え

るけど作業効率が悪いからね。温暖化の関係じゃない

けど燃料削減する効果にもつながるね。朝日が地面を

照らすとだんだん地温が上がってきて昼までに上がっ

た地温は夜中の2時ぐらいまでその温度を保つんです

よ。夜中3時ぐらいから朝方8時にかけて地温が徐々

に下がっている状態なので温度がある時に地温の温度

をとる必要がないんですよ。例えば昼の12時ぐらい

から夜中の 2時ぐらいまでは地温の計測器を切ってそ

れからタイマーをセットして回らないようにするんで

すよ。そうすることでその間の燃費が削減できていま

すね。

叔父が猟師でそういう人たちと
連携した仕事

　ここ4、5年猪とかよく出るようになったね。猟師

の方が減っていることに関係しているかもしれない

し、ぜひそういう人を育成しどんどん増やして行って

欲しいですね。理由の一つは山の水田とか農地が荒れ

てきてる、今までは上の方の部落まで米とか作ってい

たけど今はうちの上の方は米を作っていない。そうす

ると人間が動かないから雑草も生い茂るので鳥獣がだ

んだん降りてくるから皆でなんとか考えて対策をして

る。ほんとに猟師の方は重要です。真冬はそんなに猪

の害はないですけど。春ぐらいから今頃多いですね。

穴熊は冬でもいるから春先が多い。

農業哲学と消費者へのメッセージ

　僕たちはただ単に美味しいイチゴを作るだけでな

く、杵築で育てられたイチゴがどれだけ「安全で、安

心して食べられる美味しい果物」であるかという事を

考えながら生産過程においても消費者に対する責任を

強く感じてます。その土地に根ざした栽培方法を通じ

て、農薬や化学肥料の使用を最小限に抑え、徹底的に

品質管理された環境で育ててます。消費者に対して「ぜ

ひ杵築のイチゴを食べてほしい」と、本当にこだわり

努力して育てているんで何度でも自信を持ってすすめ

ることができます。僕たちは異なる品種を使い分ける

ことで、消費者に最適な味を届けられるようにしてい

ます。全国的にもイチゴ栽培をする人が少なくなって

きていてこのままでは、地元のイチゴ農業が衰退して

しまうのではないかという危機感を感じます。若い世

代の農業への関心を高めていきたいですね。やっぱり

土地を守るために次世代を育成することが最も大切だ

と思うんで、地域の未来に希望を持って、若者を農業

に引き込むための取り組みを実行していけたらと思い

ます。

イチゴの価格変動

　イチゴの価格については、近年、栽培にかかるコス

トが大きく増加しており、価格が上昇しているのが現

状です。特に燃料、肥料や農薬、労働力などのコスト

が増えており、それに伴い、イチゴの価格が数年前と

比べて高くなっています。例えば、10年前は1キロ

あたり1000円ほどだったものが、現在では1500円

程度になっている。こういう価格の上昇は、消費者に

とっては少し厳しい状況ですが、安定した品質のイチ

ゴを提供するために必要なコストだと僕は思います。

　春先の2月から5月にかけては、イチゴの収穫量が

増え、価格も少し落ち着くため、この時期に購入する

のが最もお買い得だと思いますね。また、杵築のイチ

ゴは、地域ブランドとしての価値が高まりつつあり、

消費者にとってはその品質の高さを認識してもらえる

良い機会でもありますね。

　　【取材日：2025年10月11日・11月9日】

種類が違うイチゴを食べ比べしました
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P r o f i l e

河野 秀德【こうの ひでのり】

▲

大分短期大学卒業後、農協に入組。営農指導員を経て早期退職し、
5年前からイチゴ栽培に携わる。農薬や化学肥料の使用を最小限に
抑えた安心・安全なイチゴ栽培に取り組んでいる。

略 歴

年　　齢：58歳（昭和41年生まれ）
職　　業：イチゴ農家
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かったので、イチゴを育てる上で大切な事や、

努力していることなどたくさん知れました。

農家さんたちの話も興味を持てるものが多く、

農業についても深く知れたし、有意義な時間

でした。頂いたイチゴは本当に美味しくて、

農家さんたちのありがたみを感じました。今

回お忙しい中貴重な時間を割いて話をしてく

ださりありがとうございました。
（2年 蔵本 愛葉：写真左から2番目） 

　今回聞き書きの活動に初めて参加してみて、

うまく質問できるか心配でした。でも名人に

話を聞いていくうちにイチゴについて深く知

ることができました。初めて聞く農業の単語

とか育てるうちでの工夫などがあって本当に

面白いと感じました。名人からでしか得られ

ない話などもあってすごく新鮮な体験でした。

農業の苦労なども聞いていろいろ工夫して試

行錯誤していって要るんだろうなと改めて感

じました。名人から頂いたイチゴはすごく新

鮮で美味しかったです。今回の聞き書きを通

して農業について深く知れました。お忙しい

中私たちのために時間を割いてくださりあり

がとうございました。
（2年 河野 帆乃華：写真左から1番目）

　私は農家の方たちが消費者のためにたくさ

ん考え工夫し栽培していることがわかりまた。

地球温暖化で気候変動が続く中でいちごの栽

培を毎年しており機械を使っていちごを守っ

ていました。私が全然知らない農家のことを

たくさん教えてもらいました。農協で何をし

ているのか全く知りませんでしたが、今回の

聞き書きを通して農家の指導を行なって

いたりファーマーズスクールがあること

がわかりました。少人数で広範囲のハウ

スを見ていたりとてもすごいなと思いま

した。動物や気候、金銭面などの農家の

方たちが抱えているリアルな悩みも知る

ことができました。貴重なお時間を割い

ていただきありがとうございました。
（2年 廣石 早紀：写真右から2番目）

【取材を終えての感想】

　聞き書きに参加して皆とまとめたり話あっ

たりすることがとても新鮮だなと思ったし、

現在農家が減っている中で現状を直接確認し

たり、聞くことができてとても貴重な機会を

頂けたなと思いました。実際にお邪魔させて

頂いてやはり農家の方はテレワークなどの

方々より働いている時間が長く、皆様も日々

時間に追われていますが、農家の方々はもっ

と時間に追われる日々を過ごしているのだな

と感じました。そしていかに早く作業時間を

短くしてイチゴを傷つけないかと試行錯誤し、

考えて実行されており改めて農家の方々のあ

りがたみを感じました。この度は本当に貴重

な経験と体験をありがとうございました。
（2年 石井 日和：写真右から1番目）

　今回聞き書きに初めて参加してみて、普段

だとわからないような農業のことについて知

れたし、名人の話を聞いてイチゴについてた

くさんのことが知れて興味を持つことができ

ました。農家さんたちの大変なことや今の心

境なども聞けて新鮮な体験ができました。農

家さんも本当にたくさん考えて、たくさん努

力をしているんだろうなとすごく感じました。

今回は貴重な体験と貴重な情報ありがとうご

ざいました。用事が重なり話を聞きに行けず

に申し訳なかったです。
（2年 金澤 明日香：写真なし）

　聞き書きに今回初めて参加してみて、新鮮

な話をたくさん聞けて面白いと感じました。

イチゴについて詳しく知る機会などあまり無
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種苗生産とは

　種苗生産というのは親を集めて飼育して、お腹を成

熟させ卵をとり受精させ孵化させ、その子供を飼育す

ることです。大分県漁業公社国東事業場では昭和47

年から種苗生産を開始しています。

施設のはじまり　

　国東と上浦に2つの事業所がありまして、県内に放

流される種苗の大部分を作っています。県内の放流、

養殖用種苗に貢献している施設です。昭和46年10月、

国東にまず設立しておりまして、最初は海苔ですね。

大分県北部では海苔の養殖が一時期流行って、九州で

は有明海とか大きな川があるところの海苔が美味しい

ですね。塩分濃度が高いと、巻き寿司などの噛んでも

切れにくい海苔になります。だけど濃度が低い川の近

くの海苔は柔らかくて噛んでもすぐ切れます。昔は海

苔はおかきとかお菓子についていたんですよ。おかき

とかに海苔をつけることが流行っていましたね。海苔

は凄い売れたし、みんなも買っていました。海苔の種っ

ていうのはね遊走子と呼ばれる、目に見えない小さな

名人紹介

　私は国東市国東町の富来浦出身、国東高等学校、日

本大学農獣医学部水産学科を卒業し、大分県漁業公社

に入社しております。両親が漁業をしており小さい頃

から漁を手伝ったり、魚を釣ったりしていたので魚の

ことが好きで水産の方に進みました。現在は生産課長

を務めています。

国東事業場
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元兼 豊明（大分県国東市）
 聞き手：小波 優花・佐方 鈴果・田北 芽依・吉武 凉未（大分県立杵築高等学校 普通科）

魚が海に出るまで



ワムシ培養

　ワムシは魚類の種苗生産における初期の餌として欠

かせないため、年間を通して培養が行われており、非

常に大切に保管されています。国東事業場の環境は植

物プランクトンの培養に適していて、ワムシの餌とな

るナンノクロロプシスが安定して培養できるため、当

場でのワムシ培養はナンノクロロプシスを主として与

える培養を行っています。魚類•甲殻類は赤ちゃんの

時はプランクトンしか食べないんですね。ツボワムシ

は壺のような形をしていて、体の大きさは大体200

μm（0.2mm）くらいですかね。ワムシの卵が孵化し

てワムシが増えていき、その増えたワムシを魚の赤

ちゃんに与えるというような流れです。バッチ方式と

言って3日培養して3日目に移し替えを繰り返します。

大分県はこのバッチ方式を行っています。ワムシを取

る時は200μm以下のネットを使います。ワムシの飼

料としてナンノクロロプシス、淡水濃縮クロレラ、パ

ン酵母を組み合わせて使用し、それぞれを組み合わせ

て給餌しています。餌によって増え方が違うから、そ

の時の状態によって餌を調節しています。

胞子です。県内の生産者がいなくなって海苔が中断し

たという感じになりますね。そんな感じで海苔から始

まって 2〜3年くらいたった後から上浦ではマダイ、

国東では車海老の種苗生産を開始しました。卵はどう

やったら取れるのだろうとか、そこから始まりました。

　

マコガレイの卵

　マコガレイの親魚の産卵時期は1月から2月にかけ

てです。その後、採卵といってメス1尾ずつから、卵

を絞っていきます。このときのメス、オスの見分け方

としては、卵が尻尾の方まで張るのは大体メスで、半

分ぐらい張るのはオスです。メスよりもオスの方が

ちょっと小型ですかね。お腹が張ったら卵をボールに

絞ります。タイミングはとても難しく、時期が少しで

も早いと卵が分離してなくて、筋子状になって使えま

せん。その後、精子を卵にかけます。卵は非常に繊細

で柔らかく、傷がつきやすいので鳥の羽で、卵を傷つ

けずにゆっくりかき混ぜます。ここではまだ受精はし

てないです。卵の周りに精子を付けといてあげて海水

につけたと同時に精子が泳ぎ出して、受精が行われま

すね。受精卵はネットに付着させ、15kL水槽に吊し

て管理をしていきます。マコガレイは1尾からだいた

い50万〜100万粒、卵が取れます。卵を管理してい

くと、発生が進み5日目ぐらいで目ができて卵の色が

黒っぽくなります。全部が発眼（黒っぽく）なる訳では

なく、途中で発生が止まって死卵になる卵もありま

す。だから良い卵だけを選んで飼育を開始します。水

道10℃、10日間で卵は孵化します。

ワムシ

鳥の羽でマコガレイの精子を混ぜている
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いんですよ。その間ずっと温度を入れとかないといけ

ないからね。それで油を使うので、単価が上がるんで

すよ。つまり考え方としては、3cmのカレイを作る

のに70円かかりますよというな感じで考えてくれれ

ばいいかなと思います。

餌やり

　餌やりの頻度は決まってないです。その人の飼育の

やり方次第ですね。基本は1日にやる量っていうのは

決まってます。どのくらいかというと、一匹の重さの

2%から3%くらいを、朝だけに3回分ぱっとあげて

も残って、餌が腐って水を汚すんですよね。だから、

基本的には3回くらいに分けて餌をやるのがいいです

ね。それで朝のほうがお腹すいているからよく食べる

んです。だからだいたい朝ちょっと多めにあげて、2

回あげたり、3回あげたりっていう感じですかね。ワ

ムシの餌であるパン酵母などに書いてある数字は違

う水槽に間違えてあげないように水槽番号を書いてい

ます。私たちはその酵母をどのくらいの量与えるのか

を計算して、作業員に指示を出します。例えば、作業

員に300gの指示書いてるのに1kgをやったとなると、

食べ切らないから、水が腐る。酵母は、25度から30

度の中に溶かしてるから食べなかったらすぐ腐る。水

が腐ったら、ワムシがみんな死んでしまうから、それ

を間違わないようにパン酵母に番号を書いています。

【取材日：2025年9月28日・11月3日】

マコガレイの放流

　マコガレイは元々大分県の主要な漁種の一つなんで

す。大分県では城下カレイが有名なんですよ。城下

カレイはマコガレイなんですけど、施設内で卵から

3cmまで育てて、それから日出の中間育成施設の水

槽に移して大きくして放流していくんですね。この施

設の分は別府湾に放流しています。

マコガレイの旬

　マコガレイの旬は4月から7月ぐらいで、この時期

が一番美味しいんですよ。冬に卵を産むんですが、1

月ぐらいにはもう卵に栄養が行ってしまって美味しく

ないです。冬に卵を採るんですがその旬の時期は1kg

が 5000円から8000円くらいで非常に美味しく、値

段も高くなります。

色素異常

　目がズレてくると、着底行動をし始めます。着底完

了後、正常な状態であれば、黒っぽいぶつぶつが出て

きて色がつきますね。ぶつぶつが出てきていないこと

もあります。これは色がつかないから白化みたいな、

色素が出てこなくて動物でいうアルビノみたい状態で

す。だから何十万、何百万作っていくと何匹かでます

ね。奇形の一種になりますかね。奇形には背骨が曲がっ

てるものなど、背骨の異常とかエラの異常とかいろい

ろあります。

費用

　マコガレイ一匹につき餌代は、だいたい3cmで70

円。この数字は事務の方が色々な経費を計算して、一

匹作るのに原価どんくらいっていうことで出したもの

なんですが、3cmで1匹70円、大きくなれば5cmだっ

たら140円。最近、油代や餌代が上がったりして物

価が上がっていくんですよ。だから単価を上げる検討

を今してるかな。単価は魚によって違います。例えば、

卵を100万粒入れたら、50万尾くらい残る魚と30万

尾近くしか残らない魚でまた単価も変わりますね。魚

種によっても違いますが、カレイは成長が遅いから、

長く飼うんですよね。カレイは3cmから5cmにする

のに5ヶ月から6ヶ月かかって、他の魚より成長が遅

与える餌の量を計算する計算表たち
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P r o f i l e

元兼 豊明【もとかね とよあき】

▲

大分県国東市国東町富来浦出身。国東高等学校、日本大学農獣
医学部水産科学科卒業後、大分県漁業公社に入社。現在では生
産課長を務めている。両親が漁業をしており小さい頃から漁業の
お手伝いをしていて、魚のことが好き。漁業の中でも水産のほう
の道に進んだ。

略 歴

年　　齢：61歳（昭和39年生まれ）
職　　業：（公社）大分県漁業公社　生産課長



　また、日々思い通りにならない難しさや、

生き物の状態を見極めながら判断する責任の

大きさについても聞くことができ、種苗生産

の仕事はただ技術があれば良いのではなく、

根気強さと観察力が欠かせないのだと感じた。

今回の学びを通して、自分が食べるものに対

して以前よりも感謝の気持ちを持てるように

なったと思う。
（2年 佐方 鈴果：写真左）

　今回の聞き書きを通して、種苗生産の仕事

についてお話を聞くことができました。私た

ちが普段見ているようなものとは違って、目

で見えなくらいの大きさの時から育てていて、

病気にかからないように工夫したり、種苗の

量を調整したりしていることを知って初めて

どのように育てられているのかをしりました。

印象に残ったのは、生き物は水温や水質の変

化にとても敏感なので、わずかな変化でも弱っ

てしまうため、日々丁寧に管理しなければい

けないということです。種苗生産について普

段触れないので聞き書きを通して見えないと

ころで多くの人が丁寧に命と向き合っている

ことを知り、もっと感謝の気持ちを持ちなが

ら生活していきたいです。
（2年 吉武 凉未：写真右)

　漁業は知れば知るほど深くて文章をまとめ

る上で漁業に対して謎に思うことや疑問に思

うことがあり、私自身もっともっと知りたい

と漁業に興味が出てきました。現在はAI化し

てきていますが、生き物に関わる職業という

のは人間だけがこなすことのできる職業だと

思います。少子高齢化が進み、働き世代

が少なくなってきているからこそ漁業と

いう素敵な職業の魅力を知り、漁業や魚

に関係するお仕事に興味を持つ人がこれ

から先も居続けてほしいなと思います。

聞き書きの活動を通して私たちが普段食

べている魚も食べることのできる状態に

なるまで大変な思いをして作業をしてく

れている人たちがいると実感し、普段か

ら魚だけでなく野菜、果物、お肉を食べ

られていることに改めて感謝しようと思

いました。聞き書きの活動で今まで知ら

なかった漁業の魅力を知ることができ貴

重な経験となりました。
（2年 田北 芽依：写真左上）

【取材を終えての感想】

　私はこの聞き書き活動を通して、普段は知

ることのできない種苗生産について深く学ぶ

ことができました。魚が海に出る前には、細

かい作業や長い時間をかけて卵から育てられ

ていて、それぞれの魚の成長段階に合わせた

生産方法や水温管理、餌の種類や量の調整な

ど、細かな部分まで管理されていて種苗生産

の大変さを知りました。実際に施設を見学す

る中で、小さな変化にも気を配りながら管理

されていて、種苗生産がいかに繊細で責任の

大きい仕事であることを実感しました。また、

卵の数や一匹一匹の卵の大きさに衝撃を受け、

生き物を育てることの難しさやそれを支える

多くの人の努力によって、魚が海へ送り出さ

れていることに改めて気づくことができまし

た。この経験を通して、普段何気なく食べて

いる魚にもたくさんの人の技術と時間が込め

られているのだと感じました。
（2年 小波 優花：写真中央）

　今回の聞き書きを通して、生き物を育てて

いく仕事には、思っていた以上に細かくて根

気のいる作業が積み重なっていることを知っ

た。稚魚や卵を人工的に生産するためには、

餌の量やタイミング、水質や酸素量などを常

に安定させる必要があり、少しのズレが成長

に大きく影響することもあるという話が特に

印象に残った。普段は当たり前のようにスー

パーで並んでいる魚も、一匹一匹の裏側には

こんなにもたくさんの工夫や努力が詰まって

いるのだと思うと、命を食べることの重さを

改めて実感した。
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成分っていうのがあるんですよ。で、シイタケもその

中のグアニル酸の代表格になってるんです。グアニル

酸は食物にある旨み成分を相乗的に引きだすことがで

きるんです。干しシイタケじゃないとグアニル酸って

ほとんどないんですよ。だから揺るがない地位がある

んすよ。

徳丸さんのシイタケ自慢

　シイタケのこだわりや自慢はですね、菌の種類に

よって味が違うんです。国東半島って美味しい品種の

菌に対して補助金を強めに出して生産を維持してるん

ですよ。でもその美味しい品種っていうのはできにく

いんです。だから生産者さんは違うものに行きがちな

んですけど、国東市はおいしいものにこだわる生産者

が多い地域なんですよ。そういった他とは差別化でき

るものがここにはありますね。ですから昔から美味し

さにこだわる生産者さんが多い地域で商売させても

らってるっていうのが自慢ですね。

名人紹介

　私の名前は、徳丸寿文です。福岡の大学に行ってそ

こで就職してたんですけど、サラリーマンで行くのか

大分に帰ってきて継ぐのかの選択の時期がきて帰って

きました。シイタケの卸売を始めたのは私の父親です。

私は卸売を生産からしようと思って始めました。

名人のお勧め料理

　お勧め料理は、シイタケのツユがあってそうめんを

浸けてるやつです。シイタケの出汁でとったぶっかけ

そうめんって感じでそれがすごく美味しいですね。　

　干しシイタケを水に戻すと、生シイタケのようにな

るんで野菜炒めに入れると美味しいですね。三大旨み

徳丸さんの家で振舞ってもらったシイタケ料理
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にそってやればいけるのかな。

原木

　クヌギの木の二酸化炭素吸収量が樹齢10歳とかだ

と多いんですけど。木って育ちすぎると21歳とか31

歳とかなるとCO2の吸収量が減るんですよ。ほっと

くとあんま吸収しないんですよ。森を切ってもう一回

再生することでCO2の吸収が促進されるっていうこ

とですね。原木栽培はこういったことが起きてるんで

環境に良いっていうことですね。このクヌギの木を倒

して玉切りといって1メートルくらいのサイズに切っ

ていくんですけど、その木にシイタケの菌が入った種

コマを１本に30コマほど打って菌を蔓延させるんで

すよ。種コマを打った原木を並べるには3ヶ月くらい

かかります。量によりますけどね。全ての原木に合計

で10万コマほど打つんですけど、それは集中しても

5ヶ月はかかりますね。

　クヌギの木は11月に木を切り倒すので、1月ぐら

いから玉切りします。シイタケは枯れた木じゃないと

生えないんですよ。生きた木だと水分がまだ多いので

新しく芽が出たりするんですよね。だから枯れさせる

作業が必要なんです。1月くらいに玉切りができるよ

うに乾燥させます。そうすると、子孫を残すために菌

の周りがよくなるんですよ。シイタケは、子孫を残す

ために菌がどんどん広がって伸びていくのに2年くら

いかかります。そうしたら、ちっちゃい芽からですね

どんどんどんどん大きくなってきます。4年間生える

んですよ。いかに菌が綺麗に蔓延したかどうか、その

環境を整えるのが重要です。

　作業の中で、伐採が一番危険だと思います。特に木

を倒す時が最も危険ですね。

　以前、ベテランの方と2人で伐採をしていた際、切っ

生産、卸売を始めて嬉しかったこと

　国東半島って大分県の中でシイタケの買い付け価格

が常にトップクラスだったんですよ。それが世界農業

遺産になってより注目されて「ここの地域は盛んで、

良質なのが取れますよ」ってのが対外的に言えるじゃ

ないですか。商売をお客様に伝えやすくなったのが嬉

しかったですね。

　そして、お客さんに喜んで手に取ってもらっている

ことにやりがいを感じますね。

法人化

　シイタケの販路を広げるためには、法人化が欠かせ

ませんでした。世の中には法人でないと取引できない

得意先さんも多く、法人化することで、より多くの企

業とビジネスができるようになります。

　大手のスーパーさんなどと取引する場合、総合商社

に商品を集約させることでコストを抑えることができ

ます。商社の倉庫を有効活用し、大量の在庫を安定し

て管理してもらえるのは法人化ならではの強みです。

　また、事務作業の面でも変化がありました。手書き

の伝票はミスが起こりやすく、信頼性に欠けるという

「壁」を感じていたのですが、パソコンを導入したこと

で正確な事務処理が可能になりました。法人としての

信頼を築く上でも、デジタル化して本当に便利になっ

たと実感しています。

業務支援

　業務支援はですね、シイタケを生産する上でシイタ

ケが全部取れるようになるまで6年かかってちゃんと

した生産量になるんですよ。それで初めてその生業に

なるような仕事です。大分県は年収のいくらかを補助

してあげるんですよ。生産を始めやすいように最初の

4年ぐらいで年間75万ぐらい。あとは機械買うため

にも出してくれます。補助金がないと、無収入が 2年

も続くので、何かしながらじゃないとなかなか難しい

んですよね。空いた時間は弊社で働きながらいっしょ

に生産を覚えながら、自分の独立をめざすっていうの

が結構スムーズにいけるじゃないですか。そうやって

新しい生産者さんを育成するっていうのを県の方とも

話しながら協力しながらしている感じです。そういっ

た道筋を一回作れば次やりたいっていう人が、その道 徳丸さんが行う原木栽培のホダ場
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シイタケ

　シイタケと言ったら、大分県の「冬菇」と真っ先に名

前が挙がるほど有名ですよね。私たちはその本場・大

分県で生産しているという強みを持っています。

　実は「冬菇」というのは品種名ではなく、収穫した時

の形のことなんです。その絶妙なタイミングで収穫す

ると、肉厚で旨みをたっぷりと蓄えたものが取れて、

やっぱりお客さんに喜んでもらえますね。

　最近では、「大分産の品質の良いものを」と、遠方の

お客様からもお問い合わせをいただいて、新しいお取

引が始まりました。そこではかなりの量を必要とされ

ていて、伝統的な場所や観光の場で提供されるお料理

に使われているようです。こうした遠方からの引き合

いがあるのも、産地ブランドとしての言頼があってこ

そだと感じています。

　また、意外にも大きいものにも需要があるんですよ。

大きいと食べられる部分が多いですし、例えば一度に

たくさんのお料理を作る現場などでは、「大きい方が

使いやすくて助かる」と言っていただけます。

　売る場所が変わると需要が変わるというのは、本当

に面白い発見でした。届ける場所によっては、まだま

だ多くの供給を必要としている方がいらっしゃると感

じています。皆さんが欲しがってくださるからこそ、

ここで作り続けることに大きな価値がありますし、需

要がいっぱいで商品が足りないというのは、生産者と

して本当にありがたいことですよね。

販売で大切なこと

　インターネットを活用して自社のホームページで商

品売ってるんですけど評判がすごく良いんですよ。

た木がまだ倒れていない別の木に引っかかってしまう

「かかり木」の状態になったことがありました。その時

はそのまま放置して別の作業に移ってしまったのです

が、しばらくしてその木がずれて落ちてきて、近くに

倒れてきたんです。一歩間違えれば大事故になるとこ

ろでした。

　こうした事故を防ぐためには、安全に作業するため

の機械をしっかりと揃える必要があります。一式揃え

るには結構な費用がかかりますが、これには県の補助

金が出るようになっています。

シイタケの過程と被害

　動物の被害はかなりありますね。やっぱり自然任せ

なんでコントロールが難しいです。たとえば、鹿は、

ちっちゃい芽ばっかり食うんですよ、ピッて出たやつ

を。芽の美味しいのばっかり食うんで大変ですよ。ホ

ダ場を全部網で囲って鹿が入れないようにしてます。

あと、ナメクジが食べるんですね。ナメクジも好きな

んですよ。雨が降った後とか、ナメクジの被害が多い

ですね。まあ、大きくなったシイタケをまめに取れば

被害はないですが、そのぶん置いといたやつとか取り

忘れとかへの被害があります。原木がボッコボッコに

なってますわ。

　地球温暖化は特に大きく影響がありますね。低温で

シイタケが発生する品種があるんですけど、地球温暖

化で寒くなるのが遅くて、シイタケの発生がしにくく、

春と秋の収穫期間が短いので生産量が減ってしまいま

す。だから地球温暖化に対応した品種の開発をメー

カーさんが行ったりしてますね。

ため池

　ため池が近くにあるとすごくいいですね。ウチのホ

ダ場はため池から水を汲んで散水ができるようにして

ます。そうすると雨が降らなくて芽が出なくても、散

水することでシイタケが発生しやすい環境をつくるこ

とができるんですよ。ただ、ため池がなくて散水でき

ないともう自然任せです。国東市はすごい雨が少ない

んですよね。シイタケがちょうどできるときに雨が

降ってくれないと芽が出ないんですよね。それでかな

り作柄に影響がありますね。

ホダ場の近くにあるため池
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高校生にひとこと

　高校生には勉強を頑張ってもらいたいですね。勉

強って要は、わかんないことをわかるようになるのが

重要だと思うんですよ。商売やってても答えのない問

題が毎日毎日出てくるんですよ。そのとき諦めずに答

えに辿り着こうとする努力が必要なんだと思います

よ。それが勉強の中に詰まってると思うんです。

【取材日：2025年9月27日・11月3日】

　私はシイタケの品種や乾燥状態、包装資材とかにこ

だわっています。包装をできたての状態に維持できる

高性能のものにして、良い状態を保って送るっていう

のがやりたかったですね。

今後の活動

　今後の事業の拡大については考えていなくて、今は

椎茸の生産者さんが一人でもできれば良いなと思って

いて、生産していただける人を育てるような仕事をし

たいですね。

シイタケと食物繊維

　シイタケには、食物繊維がたっぷりと含まれていま

す。なぜ私がこれほど食物繊維を大切に考えているか

というと、食物繊維をしっかり摂ることで、アレルギー

症状を緩和したり、体全体の健康を整えたりすること

ができるからです。

　あるお寺では、修行僧の方が食物繊維の豊富な伝統

的精進料理を日々食べることで、修行を終える頃には

長年悩まされていたアレルギーが改善していた、とい

うエピソードがあります。こうした話からも、日々の

食事が体づくりに与える影響の大きさがよく分かりま

す。一方で、かつては非常に健康で長寿として知られ

ていた地域でも、時代の流れとともに食文化が変わり、

お肉中心の食生活が増えたことで、健康寿命に変化が

出てしまったという例もあります。つまり、シイタケ

のように食物繊維が豊富な食材を意識して取り入れる

ことは、健やかに長く生きるために、とても価値があ

ることなんです。

聞き書きを引き受けた経緯

　聞き書きがどういうものかわからなかったけど、

知ってもらうってことは重要で、興味を持ってもらえ

ること自体ありがたいと思い、協力していきたいと思

いました。みなさんが、これから社会に出るので少し

でもそういったものに触れていると、いろんな選択肢

ができるので、聞き書きはすごく良い取り組みだと思

います。

【出典情報】
厚生労働省（令和4年12月23日）
＊令和2年都道府県別生命表の概況−厚生労働省
　https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/life/tdfk20/dl/tdfk20-10.pdf

　閲覧日2025年11月16日
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徳丸 寿文【とくまる としふみ】

▲

平成 15 年　福岡県の会社を退職し、家業（小売業・卸売業）を継ぐ
　平成 24 年　株式会社徳丸商店へ法人化し、専務取締役に就任
　令和元年　  原木栽培の干しシイタケの生産を開始

略 歴

年　　齢：49歳
職　　業：株式会社徳丸商店 専務取締役



【取材を終えての感想】

　今回、原木シイタケの栽培をしている徳丸さ

んのお話を聞くという貴重な体験をさせてい

ただき、シイタケのことについて、深く知るこ

とができました。クヌギのことから、シイタケ

の菌のことまで教えていただき、今まで苦手意

識があったシイタケが可愛く思えるようになり

ました。原木からシイタケが出始めたころの、

かさが丸くなっているシイタケを冬菇と呼び、

見た目が小さくて丸くて可愛かったです。徳丸

さんのお話から、国東の地で一緒に栽培をして

いる生産者さんと、お客様との繋がりをとても

大事にしていることが伝わり、技術や味だけで

なく人との関わりが商売では重要なことだと学

ぶことができました。この度はインタビューや

作業風景を見せていただくことに応えてくださ

り、ありがとうございます。
（1年 今富 りこ：写真左端）

　私は小学校の頃からシイタケについて実習

に行ったことがあったけれど、新たな知識も身

につけることができました。そして、質問して

いくことで新たな疑問が浮かび上がってきて

質問や話すことが楽しくなりました。徳丸さん

のスライドの資料などを見ると、とても分かり

やすかったです。徳丸さんは昔から取り入れら

れている方法を用いることで、自然の力を借り

て生産しているということや、原木栽培へのこ

だわりなどもよく分かりました。なにより、シ

イタケを選んでもらうための栽培に対しての

こだわりや自慢、大切に思っていることなどを

詳しく話される名人だな、と思いました。実際

に生産している場所にも行き、自然や昔の人の

努力があったから国東半島宇佐地域は世界農

業遺産に登録されたんだろうなと実感するこ

とができました。振る舞ってもらった料理もシ

イタケがいい味を出していて、より料理が美味

しく感じました。今回、インタビューをしたこ

とによって、様々な知識や新たな体験を得るこ

とができました。ありがとうございました。
（1年 瀧口 美寛：写真右から2番目）

　小・中でシイタケについて学ぶ機会がありシ

イタケ栽培は循環しており環境にやさしいと

いうことは知っていましたが今回、シイタケに

ついてお話を聞くことができ、よりシイタケに

ついて知ることができました。シイタケの栽培

だけでなく栽培に使う機械の話、海外でのシイ

タケの話などの自分の知らないことについても

知ることができました。私はあまりシイタケは

得意ではないのですが徳丸さんが作ってくれ

たシイタケ料理はシイタケが入っているとは

思えないほどおいしく、また食べたいと思える

ほどでした。普段関わることのないシイタケ生

産と接することができとても良い機会になりま

した。ありがとうございました。
（1年 吉田 由愛：写真右端）

　私の地元は竹田市でシイタケ栽培も身近

だったんですが、シイタケができるまで 2年も

かかること、食物繊維が豊富なこと、初の発

見でした。そして国東市でため池を初めて見

ました。降水量が少ないならではの工夫が見

られて、昔の名人たちの努力を知ることができ

ました。徳丸さんは特にお客様を大切にしてい

て、インタビュー中もずっとお客様のご要望に

応えようと、シイタケ栽培でさまざまな取

り組みをしていると仕切りに話していまし

た。私は地元でもシイタケをよく食べてい

ましたが、徳丸さんのシイタケは地元のと

は何か違った特別な味がして、ずっと、美

味しい美味しいと言いながら食べてまし

た。私の祖父はみかん農家で、害獣や、水

の管理などのお話を聞く時、いくつか共感

できるところがありました。お客様のニー

ズに応えようと、一生懸命働く徳丸さんの

笑顔はすごく輝いていました。すごく貴重

な体験ができました。ありがとうございま

した。
（1年 渡邉 結花：写真左から2番目）
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のう、ごめんな。」って言って、すぐに終わってた。今は、

ケンカを止める人がおらん。「私は関わりたくない。」っ

てなぁ。昔は、みんな仲がよくて、先生も厳しいけど

温かい人が多かった。宿題とかもなかったから、帰っ

たら遊ぶか、家を手伝うかのどっちかで、まあ忙しく

もあったけど、今振り返ると良い時代やったなって思

うよ。当時は、長男が家を継ぐということが多かった

けど、うちは長男の兄が遠くへ就職した。じゃあ誰が

家を守るのかって話になって、結局私がしっかりしな

いといけないと思って公務員になろうと決めたんよ。

農業をしながら、就職しようと考えたんだけど、市役

田染で育った私

　私の名前は渡邉功司です。昭和27年7月3日生まれ

で73歳です。私は田染の農村で育ちました。小中学

校の頃はほとんどの家が牛を飼っておりました。子ど

もは、学校から帰ったらまず牛の世話。畑もたくさん

あったし、麦や大豆、煙草や蚕の世話なんかも手伝っ

ていました。今のスマートフォンみたいに便利なもの

はなくて、テレビもチラチラしてまともに映らないか

ら、外で遊ぶしかなかった。川で遊んだり、友だちと

畦道を走り回ったり、自然が遊び場みたいな感じやね。

学校もにぎやかで、教室は、後の黒板のところまで生

徒がぎっしりだった。田染小学校は生徒が400人くら

いおったな。今は28人かな。中学校も300人くらい

いて、運動場が一緒だったから、休み時間とかも人で

いっぱい。時間で区切って使うくらいに生徒が多かっ

た。スポーツも盛んで、野球は大分県一を連続で取っ

たり、バレーボールは全国大会まで行ったりしよった。

子どもたちはみんな元気で不登校とかいじめなんてな

かった。昔はケンカしても、すぐ仲直りができてた。

「もういいやろう。」って、誰かが間に入って止めてく

れよった。ケンカの後は、お互いが、「あぁ悪かった 田染交流館「蔵人」で渡邊さんの話をうかがう
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学校を真ん中に地域が一つに
～田染の空家活用ものがたり～



所に入ったら、それはもう大変で、税務課に入ったん

だけど、書類仕事も全部手書きだし、コピー機もない

から鉄筆で削って印刷原稿を作ったり、若い頃は掃除

やお茶くみとかで毎日が必死やった。でも先輩や仲間

に恵まれて、助けられながらなんとか続けてきて、そ

のうち、地域のために働くのが自分の役目なんやなぁ

と思うようになった。昔の田染の暮らしは厳しかった

けど、人とのつながりが強くて温かかった。その中で

育ったから、今の自分の考え方や生き方の土台にも

なっているなぁ。

「学校の存続」を一丁目一番地に　

　豊後高田市の田染地区は平成30年に、1300年祭

を迎えた地域で、優れた文化財が集中している地域で

す。国宝に指定されている九州最古の木造建築物の富

貴寺があり、次に国の重要文化財に指定されている仏

像群がある真木大堂、熊野磨崖仏もあります。それか

ら他にも世界農業遺産に認定された国東半島宇佐地域

の象徴とも言われる国の重要文化的景観に選定されて

いる田染荘という農村景観もある地域です。このよう

に歴史ある田染地域ですが、人口減少、少子高齢化は

かなり進んでおります。平成27年頃には、豊後高田

市立田染小学校の入学児童者数がゼロという状況があ

りました。それが2年続けば学校が廃校になる。そし

て地域が衰退していくことになるという話を聞き、非

常に高い危機感を抱いた地域の方がたが「あんた、役

所に何十年も勤めてたんやから、どうにかしてくれん

かえ。」と、当時、市役所を退職後に12自治会の連合

自治会の長だった私のもとにやってきました。私自身

も他の小学校が廃校になった後片付けに行った経験が

あって、それはもう本当に見るも哀れでしたね。ま

た、地域の高齢化が進む中で空家が急増し、地域全体

の活力が低下していました。また、高田市内のある地

域で火災があって、誰でも簡単に入れるような空家を

放置していたら大変なことになるということもありま

した。しかし、それまでは「誰が何をすべきか」が明確

にならず、問題は先送りにされていました。

　豊後高田市は平成23年度より人口増政策を展開し

ておりました。私は、移住希望者の中には、都会では

なく、自然あふれる田舎で暮らしたい。しっかり子育

てがしたいという方もいるのではないか、田染地域の

ような歴史と文化にあふれ、自然環境が良い場所で子

育てをしたいという若い世代も多いのではないかと考

えました。そこで市の地域活力推進課と連携しなが

ら、田染地区の地域づくりを行うための一丁目一番地

を「学校の存続」と考え、平成27年の6月に「田染地区

空家等対策連絡協議会」を設立しました。まず、協議

会のメンバーで田染地区の全戸調査をした結果、全体

で600戸ぐらいあるうちの250戸（210世帯）が空家

ということがわかりました。そのうち小学生が通学で

きる時間は20～30分間くらいで、距離は1km以内と

私が決めました。この範囲の中から空家の優良住宅を

探すことにしました。調査したところ60戸ぐらいが

それに該当しましたね。そのうちからもっと絞り込ん

で30戸ぐらい。その中から当たろうとなって、１年

間に3件、また次の年に3件という風に、市と連携し

て空家を整備し、空家バンクへの登録を進めていきま

した。移住者が田染に来たら、負担なく、ぱっと入居

できるように、協議会としていろいろと取り組んでい

きました。

田染地区空家等対策連絡協議会の取り組み

　空家整備、空家バンクの登録推進とともに、子ども

を地域に呼び込むための「田舎体験プログラム」という

ものを考えました。移住希望家族向けに2泊3日の地

域体験プログラムを市と連携して実施しています。当

時、地域に農泊家庭が7、8軒ありまして、移住希望

者に農泊を通して地域との交流を深めてもらおうとい

うことでスタートしました。田染の子どもたちと一緒

に、学校で授業を見て、子供たちが学校を案内した

り、紹介したり、川で水鉄砲をして遊んだり、夜にな

れば、自治会を中心に地元の人と一緒にバーベキュー

をしたり、焼きそばとかを食べながら交流します。農

泊家庭に戻れば、そこでまたお話をして、地域の魅力

を伝えるというものです。その中で、子どもたちが「僕

とは合うかな、どうかなぁ。」っていうことで直に地域

を知ってもらって、「あぁ、この学校はいいわ。」とい

うことで、「田染に行こう。」って思ってもらう。また、

移住する条件としては、家族で子どもがおることを基

本としています。それと、必ず自治会に入ることです。

移住者が入ってくるとき、この協議会の会長である私

と、副会長、それに小中学校の校長、公民館長、それ

から地元の駐在署の署長、それから地元の自治会長と

面談をするんですよ。入ってくる人は家族全員で来て

もらって、その方の性格とかを色々聞いていきます。

警察からは交通関係の安全教育みたいなことを、公民
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館長は公民館の使い方、小中学校の校長は一年間のプ

ログラムとかを話す。私は移住定住のサポートについ

て話します。

　その結果、平成30年までに田染地域に10世帯、

38名の方が移住されました。これは、国土交通省が

地域の存続に必要とみなす、地域外からの移住者の割

合＝ 1％の獲得にあたります。

「田染交流館『蔵人』」
～地域住民の交流の場へ～

　「年に2、3世帯くらい移住者が来てくれたらいい

なぁ。」という思いで、この協議会を立ち上げました。

移住者が決まった時は嬉しいんだけれど、その後の移

住者家族と地域住民との関わりもやっぱり大切という

ことで、移住した後の定住のためのフォローについて

も取り組みました。この建物は、「渡邊酒造場」という

昔の酒蔵でありまして、明治27年から清酒「窓の月」

を醸造しておりましたが、昭和40年頃に廃業された

ということでした。空家になってから20年ぐらい経

過した頃に、この建物を地域活性化に使用することを

目的に貸していただきたいと、市から所有者の方に相

談すると、所有者の方から、ぜひ活用していただきた

いと了承をもらいました。そして、この協議会が市か

ら無償で借り受けて、活用させていただいておりま

す。平成27年度から国の地方創生補助金というのが

あり、改修を行いました。ここをみんなの地域交流拠

点にしようということで平成28年に「田染交流館『蔵

人』」をオープンしました。移住者の増加に伴い、子育

て世代の母親たちの発案によって館内に「蔵人文庫」が

立ち上がりました。地域に図書館がないため、子ども

たちが気軽に立ち寄り、集まれる場所になっています。

地域のご家庭で不要になった本を集めたら、半年で

約 4000冊が集まりました。移住家族の保護者と地元

PTAが協力し、膨大な数の本の仕分けやパソコンへの

データ入力などを行いました。また、蔵（ホール）では、

コンサートや落語、マジックショーなどのイベントを

行い、飲食をしながら、田染地域の住民が集い、自由

に交流しています。金曜日、土曜日は、別館で、地元

のおばちゃんが野菜を持ち寄ったりして農家レストラ

ンをしています。新鮮な食材と素朴な地元料理が人気

で、大分県内外からお客さんが来ています。また、日

曜日はスペイン料理のシェフがレストランをやってい

ます。評判がよくていつも満杯です。その方は4か国

語がペラペラ。今はインバウンドで外国の方がたくさ

ん来ますが、こんな田舎に流暢な英語をしゃべる方が

いるから外国の方はびっくりしますよ。木曜日は、パ

ンの販売をしています。今は、子ども食堂をやってい

ますけど、いつも、15～16人くらいの方が来ている

そうです。平成31年からは、地域外の方向けに観光

案内機能も付加しました。観光マップを作り、貸し電

動自転車も4台置いて、観光巡りができるようにして

います。年間通じて、蔵人文庫や農家レストランのお

ばちゃんたち、観光案内受付のおいちゃんたちが活動

されているけど、私も含めてみんなボランティアです。

渡邊酒造場が、小売業もしていた頃の渡辺酒店の看板

農家レストラン 蔵人

地域の子どもが集まる場 蔵人文庫
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アドバルーンを上げたり歌謡ショーをしたりして盛り

上げました。地域振興で大切なことは全て学校を大事

にすることであります。

　移住した家族の移住後の生活も自治会の方や私たち

は気にかけるようにしています。自分たちが作った野

菜をもって、時々家を訪ねて「お父さん、お母さんは

元気にしてるかえ。」と子どもたちに一声かけたりす

る。その時に、さりげなく家の周りの状況とか見て、

「あぁ、大丈夫やなぁ。」とか安心したりしながら、相

談役として見守りを続けています。自治会の協力は大

きいです。豊後高田市でも、このような自治体主導の

取り組みは初めてとのことでした。

　田染地域では2060年、総人口が68%の減少、高

齢化率が49%になると予想されています。豊後高田

市の中でも一番の高齢化率、人口減少が起こる地域だ

といわれているのが、ここ田染です。空家等対策連絡

協議会の事業のおかげで地域が活性化し始め、学校の

存続につながって地域から感謝され、県知事から教育

奨励賞もいただいたのだけど、高齢者の多い田染では、

この協議会の引継ぎや若い後継者を探すのに苦労して

います。また、空家には元家主の方の私物を、親族の

方が片づけができないまま残されていることが多くあ

ります。その場合は、その処理を私たちがします。神

棚や仏壇の撤去作業をすることもあります。このよう

な自治体主導の地域住民の自主的な活動である連絡協

議会が、市の補助とか連携も含めいつまで取り組みが

できるかわからない。そういう問題も抱えております

が、「まあ行けるところまで行こうか。」ということで

やっています。若い人の力を、少しでもこの協議会に

貸していただけると、良いなと思っております。ただ、

若い方がたも、今の生活を送るのでいっぱいというと

ころで、この活動をどのように分担し、持続していく

かが課題でもあります。

　今後も「学校の存続」を中心に考えた子育て支援の充

実を田染地域の魅力として伝えたい。最近では、田染

地域の高校生が、地元の高田高校への通学手段を確保

するために乗り合いタクシーを利用する計画を試験的

に導入しています。その後も、高校生が地域から転出

しないで、実家から進学や就職できるようになれば良

いと思っています。若い世代の高校生には、自分を信

じて、我慢強く、諦めずに頑張って欲しいなぁ。

【取材日：2025年９月25日・10月20日】

退職後に地元に戻って、無報酬で、地域の魅力を伝え

る役割を担ってくれています。蔵人という場所は「空

家再生」「移住促進」「文化交流」「観光案内」という複

数の役割を兼ね備え、地域の活性化を象徴する施設と

なっています。歴史的建造物を再生し、地域住民と移

住者、観光客をつなぐ場所として機能していることが、

田染地域の活性化の大きな力となっております。

活動の成果と課題

　活動の初年度には4世帯16名の方が移住しました。

その後もコロナ渦となる令和2年度までの5年間で10

世帯45名の移住がありました。初めのほうは東京や

神奈川といった関東地方や愛知県から移住しており、

近年では鹿児島や宮崎といった九州管内から来られる

方が多い傾向にありますね。田染小学校の児童数も平

成27年には18人しかおりませんでしたが、現在では

28人まで回復したところであります。そのうちの7

割から8割は移住した子どもたちです。移住者の方が

たは日本全国から来ます。都会の子どもはほとんどが

マンションとかアパートに住んでいて、田染にあるよ

うな一軒家での生活っていうのは子どもにとっては初

めてだったんですよね。田舎の家は、まあ古いんです

けど、家が広いし、畑も庭も広いということで、それ

は自由に遊んで楽しくやっておられます。また、都会

と違って娯楽は非常に限られたものしかありません。

そういう面は、心配をしておったんですが、移住して

くる方というのは、都会でもう十分娯楽を堪能してお

られて、「静かなところで自然との体験ができたら良

いな。」という人が来られているので、「まぁ、良かっ

たな。」という感じではあります。それから、子育て世

代である30代、40代のお父さんとかお母さんが増え

ました。ですから地域でも若返りができたということ

で、今までにはない地域の活性化にも多少なりとも貢

献しているかなと考えております。移住者の子どもも、

「田染に来て良かったなぁ。」って言うんです。運動会

とかを見に行って子どもたちを見ると、「やっぱり元

気だなぁ、頑張っているなぁ、田舎でもやりがいがあ

るなぁ。」って思う。子供たちはえーらしい（かわいい）

よ。「おいちゃーん！」って言ってくれると、「取り組

んできてよかったなぁ。」って思う。

　令和5年に、田染小学校は開校150周年を迎えるこ

とができ、私はこの150周年記念行事の実行委員会

の副会長をしました。記念誌とか記念品をつくったり、
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渡邊 功司【わたなべ こうじ】

▲

長年にわたり豊後高田市役所に勤務し、地域行政の現場で経験
を積む。退職後は田染地区を中心に自治会長や保護司、社会教
育委員などを歴任し、地域福祉・青少年育成・住民自治の推進
に尽力してきた。また、田染地区の伝統文化保存や地域振興に
関わる各種協議会の会長を務めるなど、地域課題に主体的に向
き合っている。

略 歴

年　　齢：73歳（昭和27年生まれ）
職　　業：田染地区 空家等対策連絡協議会 会長



【取材を終えての感想】

　今回の聞き書き取材をさせて頂いた事で自

分の成長に繋げることができる良い経験にな

りました。人口減少地域において空家を利用し

ての移住促進をすることの重要性、それだけで

なく交流館を通じての地域活性化の方法など

自分の地域でも活用できそうな内容を学べま

した。渡邊さんの前職は市役所職員だったそう

で、自分は公務員志望なので公務員関係の話

も聞かせていただき、将来自分が公務員、市役

所職員になったら、今回体験させて頂いた経験

を元に公務員の職務につけたら良いなと思い

ます。さらに渡邊さんは自分たちに説明をして

くださっている時に、わかりやすい様に資料に

グラフなどを作ってくださりとても理解がしや

すかったです。お忙しい中、今回の取材を快く

受け入れていただきありがとうございました。

（2年 岡本 浩壽：写真左から３番目）

　私は今回が初めての聞き書き体験でした。た

まに空家を見かけたけれど、具体的にどうして

いるのか、どこかの市が管理しているのかいう

ことなどを全く知らなかったのですが、今回、

空家対策に携わっている渡邊功司さんの話を

直接聞けたことで空家がどのように扱われて

いて、どのように処理されているのかを、詳し

く知ることができ、とても良い経験になりまし

た。また渡邊功司さんが、私たちが質問した事

に対して、事細かに説明してくださったり、私

たちの知らない単語をわかりやすく説明してく

ださったり、資料を準備して説明していただい

たので、私たちの理解が深まりました。この経

験を今後、直近では学習発表会などの、資料

作成などで今回得た文章要約力や資料作成能

力を活かしていきたいです。最後に今回私たち

の取材を受け入れ、貴重な時間を私たちに割い

てくださった渡邊さん、本当にありがとうござ

いました。

（2年 佐藤 青空：写真左から1番目）

　私は、今回の聞き書き体験に初めて参加し

て、多くのことを知ることができました。最初

は、空家対策と聞いて、誰も住んでいない家を

片づけたりするのだろうというイメージを持っ

ていました。しかし、インタビューを通して、

空家を使って人を呼び、地域を元気にしようと

していることがわかりました。特に、学校の存

続を一番大切にしているところが心に残りまし

た。地域から学校がなくなると、子どもが減り、

地域全体がさびしくなってしまうから、地域の

人たちが協力し、子どもや移住してきた家族を

温かく迎えている姿は素敵だなと思いました。

最後に、渡邊さん、私たちの取材を快諾してい

ただきありがとうございました。

（2年 徳丸 凛杏：写真右から1番目）

　聞き書きの取材を終えて、特に印象に残って

いるのは、渡邊さんの子供を思う心です。空家

等対策協議会の活動や、子供の生活に重きを置

いた移住体験プログラムなど、田染にやってく

る子供たちのために活動している渡邊さんの

お話を聞いて、地域振興において子供たちの賑

わいが大切であることがわかりました。ま

た、渡邊さんの保護司としての視点から、

現代の子供たちの問題も教わり、子供たち

が生活する環境の大切さを知りました。今

回の聞き書きの調査を通じて、普段の高校

生活では学ぶことができないような、様々

なことを学ぶことができました。この経験

を活かして、将来、地元や子供たちに貢献

できるよう活躍していきたいです。

（2年 宮原 真優：写真左から2番目）
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情だったと思います。私たちの質問に、懇切丁寧に答

えてくださる名人の人柄や、にこやかな表情に名人の

優しさを感じました。

　名人は地域の世話役なども務めておられ、地域振興

にも尽力されています。愛着のある地元とそこに暮ら

す人々を思う名人の心。それに気がついたとき、私達

は名人の取材ができたことに感謝したいと思いました。

　以下、名人の「聞き書き」を掲載します。

名人の紹介

　私は大弓厚。昭和25年生まれの74歳。宇佐市院内

町出身で、ずっとここで育ってる。宇佐高校を卒業後、

21歳で家業の大弓建設に入社して、建設業と椎茸栽

培を並行して行いながら、7年前に建設会社の会長

に就いた。8年前からは、兄が中心になって運営して

いた椎茸栽培施設を引き継いで、現在まで20年以上

椎茸栽培を続けている。年間で15万駒を接種し、約

1,000キロ以上の干し椎茸を廃校跡地で生産してい

るんや。その椎茸は、廃校にある設備でサイズ分け、

乾燥、出荷準備まで行っておる。

　主な出荷先は椎茸農業協同組合で、販売先などを決

はじめに

　「原木栽培は自然に合わせた栽培方法だから、椎茸

の大きさが不揃いだったり、形がきれいでなかった

り、そして何より手間がかかって力仕事も多く大変な

んや！でもやっぱり、椎茸本来の味の濃さだったり豊

かな香りだったり、自然の中で育むからこそできる美

味しさが原木栽培の良さなんや !」

　木を使って栽培する「原木椎茸」の生産量が国内で急

減しています。原木栽培は、その名の通り、山から切

り出した原木に植菌しキノコを生やしていく栽培方法

です。国内生産量は2024年に4,569トンと10年で

56%減となり、高齢化で生産農家が減っているうえ、

原木の調達の難しさなどから農家1戸あたりの生産量

も増えにくくなっています。残る産地は消費者への直

接販売や輸出に活路を見いだそうとしながら、後継者

不足も深刻な課題となっています。

　この地で長年にわたり、椎茸栽培を続ける名人、大

弓さんを初めて訪ねる日、私達2人は期待と緊張で胸

がいっぱいになっていました。「まだまだ暑いな～遠

かったやろ？」名人は、やさしく声をかけてくれまし

た。印象に残っているのは、名人の言葉よりもその表
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学校で作る干し椎茸
～美味しい干し椎茸ができるまで～



定するのはこの組合の人たちなんよ。さらに、山林で

伐採したクヌギをその場で伏せ込むんじゃなく、伐採

した木をトラックで平地に運び、ほだ木作りを行って

おる。ほだ木っていうのは、クヌギなどの原木を切っ

たやつで、椎茸を作るには重要なやつなんじゃ。また、

椎茸農家では珍しく、廃校となった学校跡地を利用し

て干し椎茸の栽培を行っている。それ以外では、人工

ほだ場やハウスを利用した栽培も行っているんや。

干し椎茸栽培を始めたきっかけ

　干し椎茸栽培を始めたきっかけは、オイルショック

の前後に家業である建設業の仕事が減少し、何とかし

なければならないと考えた結果、始めたのが、以前か

ら兄が行っていた椎茸栽培だったんや。

　初めて椎茸栽培を始めた頃、椎茸についてあまり詳

しくなくてな、椎茸作りは非常に大変やったんや。現

在使用しとる廃校は、宇佐郡と宇佐市が合併した際に

すでに使われていなかったもので、兄が購入したもの

なんや。この廃校は、グラウンドや校舎がそのまま使

える状態で残っていて、乾燥室なども設置可能で、非

常に良い条件やったんや。

椎茸の育て方

　育てている椎茸は、出荷できるまでに1年以上かか

るんよ。原木を近くの山から11～12月の間に伐採し

た後、水分を乾燥させるために約2ヶ月間放置するん

や。2ヶ月ほど経過した2〜3月ごろ、作業をしやす

いように原木を1.2メートルほどに切る。4月ごろに

は「コマ打ち」を行う。コマ打ちっていうのは、小指の

先ほどの大きさのコマを1本の木に20〜25個ほど打

ち込むことや。

　最近は温暖化で暑くなってきとうから、5〜6人を

人材派遣で雇って、10日ほどでコマ打ちを行うんや。

このコマの中には「シイタケ菌」が入っていて、打った

部分から菌が木全体に広がっていく。この原木に菌が

活着したものを「ほだ木」という。その後、ほだ木は一

定期間山で寝かせ、1年半後に椎茸が生えてきて収穫

の時期を迎える。椎茸が出てくると、毎日収穫に行か

なければならんから、すぐ近くの裏山や平地に移動さ

せ収穫するんや。

菌などの対策

　椎茸栽培に必要なのは、光と温度と湿度、この3つ

の適切な管理が欠かせんのや。直射日光を避け、暖か

い多湿の環境を好む栽培環境や管理方法が合わんと、

椎茸が発生せん、成長が遅い、カビが発生するなどの

トラブルが起こる可能性がある。また、直射日光は避

け、適度な湿度と風通しを保つことが重要なんや。菌

などの対策では、ほだ木を密集させず、風通しの良い

ように配置することが大切なんよ。しかし、コマ打ち

をした年の天候や、その後の管理状態によっちゃあ条

件が異なるから、対策は非常に難しいんや。じゃから、

菌が増えやすい条件を避けるために、風通しを良くし

たり、適度に日光を当てたりしながら管理する。直射

日光に当たれば菌は死んでしまうので、林の中の『木

漏れ日程度の光』がちょうど良い。あんまり暗くても

いけないし、あんまり明るくてもいけない。栽培場所

には、天井に紙のような素材を使っていて、木漏れ日

が差し込むことで菌対策になるんや。これにより、同

時に収穫量の安定化にもつながるんよ。

取材の様子

遮光カーテン
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椎茸の価格

　生椎茸は味が乾燥椎茸よりも劣ってしまうんや。ま

た、保存期間も約1週間と短く、価格は1キロ1,200

円程度で取引される。乾燥椎茸は、収穫から乾燥まで

多くの手間と燃料費がかかるんやが高値で取引されて

るんや。生椎茸よりも味と香りが優れ、約１年間も長

期保存可能や。椎茸の価格は、過去に中国産干し椎茸

が輸入され、単価が大きく下がった時期があった。さ

らに、東日本大震災後の福島の原発事故による風評被

害で値段が下がったり、価格の変動が続いたんや。以

前は1キロあたり8,000円近くあった価格が、5,000

円、4,000円を切り、時には2,000円台にまで下が

ることもあったんや。その影響で、生産者が減少し、

限界だと言われる時期もあった。

　また、中国産椎茸を日本産と偽って販売する業者が

摘発されたりして、偽装表示問題もあった。こんな問

題を経て、現在では表示に対する規制が厳しくなって

な、価格も少し回復し、今では5,000円程度にまで

戻ってきた。しかし、後継者不足や生産者の減少が続

いているのが現状で、自分も後継者が見当たらず心配

しているんや。

椎茸の等級

　椎茸には等級があり、良いものは大きく綺麗に開い

とる。形が悪かったり、膜が裂けていたり、傷があっ

たりすると等級は下がる。市場では、良いものは特 A、

中くらいのものはA、悪いものはBなどのランクに分

けて入札が行われ、悪いものは最も安い値段で取引さ

れるんよ。

　大分県の椎茸農家にはAI選別機が導入されててな、

この選別機は椎茸を4種類のサイズに自動で分けてく

収穫のコツ

　椎茸の収穫は、1年半後の秋に菌が木全体に広がっ

て、椎茸が生えてきてから始まるんや。質の良い椎茸

を収穫するためには、いくつかのコツや条件があるん

や。まず一つ目のコツは、新しい木ではなく、1〜2

年ほど経った古い木を使うことや。なぜなら、椎茸は

傘の部分よりも、足の部分をいかに折らずに収穫する

かが商品価値を決めるからなんよ。だから、古い木の

ほうが収穫しやすく、品質も安定しやすいんや。

　二つ目のコツは、収穫時のサイズの選別や。椎茸は

大きすぎても小さすぎても商品価値が下がるんや。こ

の 2つのポイント「足を折らないこと」と「サイズ選別」

に特に気をつけて収穫してる。

　また、朝7時から収穫作業を開始して、3〜4人で

軽トラック 2台分の椎茸を収穫する。収穫した椎茸を

乾燥させるには、なんと20時間もかかるんや。乾燥中、

椎茸の傘の内側が黄色がかるまで時間をかけて乾燥さ

せると干し椎茸が完成するんよ。

収穫体験の様子

左：生椎茸　右：乾燥椎茸

収穫した生椎茸を乾燥させる乾燥機
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れるんよ。この選別機を利用するには手作業で判別す

るより1キロあたり80～100円ほど高い選別料がか

かるんやけど、全量買取保証があるけん安定した取引

が可能なんよ。

　大分の椎茸は生産量、品質ともに日本一で、干し椎

茸の生産量は全国一を誇っててな、毎年それぞれの生

産者が質の良い800グラムの椎茸を集めて、審査員

がその品質を評価する品評会も開催されてて、全国一

の椎茸が選ばれるんよ。特に佐伯や豊後大野の農家は、

毎年この品評会に気合を入れて参加しててな、品評会

で一位に選ばれた椎茸は、通常の椎茸とは比べ物にな

らない 1kg2～3万円で取引されるんよ。

今の高校生に伝えたいこと

　私は、農業でもどんな仕事でも、長く続けた者が勝

つと信じてる。椎茸栽培も苦しいときがあったけど、

　今は価格も安定して大きな収入になっとる。君たち

2人にはぜひ農業に取り組んでほしいけども、一度始

めたことは粘り強くやりぬいてほしい。

　今は若い世代が就農するのにいい時期やと思う。ど

の農家も後継者不足に悩んでいる今だからこそ、ぜひ

たくさんの高校生に農業の現場を見てほしい、農業の

楽しさ・やりがいを知ってほしいと思っとる。

【取材日：2025年9月25日・11月17日】
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宇佐市院内町出身
　高校を卒業後、家業である建設業に就き、椎茸栽培をしながら7

年前に建設業の会長に就任。8年前に兄より椎茸栽培施設を引き
継ぎ現在に至る。

略 歴

年　　齢：74歳（昭和25年生まれ）
職　　業：林業（乾椎茸生産)、 建設業(会長職)　



【取材を終えての感想】

　大弓名人は、初めて会う私達2人のことを優

しい眼差しで快く受け入れてくださいました。

1回目の取材では大きく太いほだ木が並んでい

る光景を見た時に圧倒され、2回目の時には大

弓さんに大切に育てられた肉厚で美しい椎茸

ができているのを見て、愛おしく思えました

し、収穫体験は貴重な体験となりました。

　僕が大弓さんを取材させていただいて意外

だったことは、椎茸は動物や虫の被害をあま

り受けないということです。また、実際に椎

茸を収穫させていただいて感じたことは、大

弓さんが簡単に収穫するのを見て、きっと簡

単に木から取れるのだろうなと思ったけれど、

ちゃんと椎茸収穫のコツを理解していないと

取るのが難しいということでした。それなの

に少人数でたくさんの量を収穫する大弓さん

は本当にすごいなと思いました。また、僕は

将来農業関係の職に就くことが夢なのですが、

大弓さんの生い立ちをインタビューする中で、

途中まで建設の仕事をしていてそこから椎茸

栽培の仕事を始めたと聞いて、そういう生き

方もできるのかと、人生の勉強もさせていた

だきました。僕は今回の「聞き書き」で、椎茸

の栽培方法や収穫のこと、そして、椎茸栽培

での経済など色々なことを学ぶことができま

した。今回学んだ様々なことを活かすために

も、今後はいろいろなことに積極的にチャレ

ンジし、充実した高校生活を送っていきたい

と思います。

（1年 安藤 春文：写真左）

　今回の取材を通して、椎茸を作るのはとて

も難しく、長年の努力と感性によって成しえ

ている事がよくわかりました。また、「コマ打

ち」という作業も初めて知りました。

　コマ打ちは10日もかけて多くのほだ木に

打っていくことや、椎茸の収穫時期が始まる

と、毎日物凄い量の収穫をしなければならず、

大弓さんから教えてもらった収穫のコツを体

験の時に挑戦してみましたが、椎茸を取るこ

とはかなり難しく、思った以上に力が必要で

難易度がかなり高かったです。僕たちが30分

かけて収穫しても、大弓さんの収穫量の1%も

いかないくらいだったのですごく大変だと思

うし、それを毎年続けている大弓さんたち生

産者はすごいなと思いました。

　また菌の対策では、日光が直接あたらない

ように工夫して木漏れ日のようになっていて、

木を置いている場所が涼しかったことが印象

的でした。

　今回の取材後にいただいた袋いっぱいの椎

茸で作った焼椎茸、椎茸のお味噌汁の味は最

高で、歯ごたえ・うま味を思い出すだけで笑顔

になります。この体験で椎茸についてよく知

れたのでこれからは今まで以上にありがたく

食べようと思います。また、いつか椎茸を収

穫したいです。

（1年 足立 悠樹：写真右）
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お米のおいしさに感動し、つくり手を志す

　私は田端香寿恵と申します。出身は大阪府で、農業

に携わる前は家族全員で大阪府に暮らしていました。

　ある日、実家から届いたお米を炊いたとき、立ち上

る香りに心を動かされ、ひと口食べた瞬間に思わず笑

顔がこぼれるほどのおいしさを感じました。

　その体験をきっかけに、「自分の子どもたちに食べ

させたいと思えるお米を、皆さまにも届けたい」と強

く思うようになりました。そして、両親が営んでいる

農業を継ぐ決意を固め、家族で大分県へ移住するとい

う大きな決断に至りました。

「安心」と「信頼」をカタチに
～ JGAP認証取得～　　　

　当農場では、東京ドーム約8個分に相当する 400

ヘクタールすべての圃場で「ヒノヒカリ」を栽培してい

ます。より安心・安全なお米をお届けするため、今年

度よりJGAP認証を取得しました。

　JGAP認証は、食の安全、環境保全、労働安全など

の厳しい基準を満たした農場に与えられる制度で、取

得により農産物の信頼性が大きく高まります。当農場

では審査基準をクリアするために、

　・米の管理

　・農薬の適正管理

　・危険物に分類される薬品の管理

　・倉庫の整備・清掃

　・作業時のマスク着用徹底

　など、生産体制のあらゆる部分で改善と管理の徹底

に取り組んできました。JGAP認証を取得している米

農家は全国で214農場、そのうち大分県ではわずか 2

農場。その中の1農場として、私たちはこれからも品

質にこだわり、安心して食べられるお米づくりを続け

てまいります。説明をうける様子
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毎日のごはんに、笑顔の一粒を



農薬を減らすのは、知恵と技術
～環境保全型農業への取り組み～

　「自分の子ども達に食べさせたいお米を皆さまに」

という想いを大切に、私たちは安心して召し上がって

いただけるお米づくりを目指し、環境保全型農業に取

り組んでいます。農薬の使用は最小限にとどめ、稲に

農薬がかからないよう細心の注意を払って栽培してい

ます。収穫した玄米は、異物や着色粒をしっかり取り

除くためにフルカラー色彩選別機を導入し、品質管理

にも徹底しています。環境保全型農業を行ううえでは、

年々増えるタニシの食害やウンカの被害など、稲を守

るための苦労が尽きません。また、近年の異常な暑さ

や水不足といった気象条件の変化も大きな負担となっ

ています。令和7年には気温が高すぎた影響で保管し

ていた種が発芽せず、急きょ種を買い替えるというト

ラブルも発生しました。

「ありがとう」が「いただきます」になる瞬間

　稲刈りは9月末から10月末にかけて行い、1日あた

り約2ヘクタールを、朝9時から16時まで作業してい

ます。稲刈りの際には、稲が倒れていたり、田んぼが

ぬかるんでコンバインが入りづらかったりと、作業が

思うように進まないこともあります。収穫した稲はコ

ンバインの中で脱穀され、籾はホッパーへと移されま

す。ホッパーでは、夕方から早朝にかけて籾をじっく

りと乾燥させます。乾燥を終えた籾は精米・選別を行

い、発送用に梱包します。精米時に出る籾殻は業者へ

引き渡し、保温材や肥料として再利用されます。

　私たちは、栽培から精米までを一貫して行う農家で

す。安心して召し上がっていただけるお米づくりのた

め、最後まで責任を持って取り組んでいます。

農薬の管理の説明をうける様子

収穫に使用したコンバイン

トンバックに入った玄米

お米の乾燥・精米をする倉庫内

籾摺り後の2等級玄米 お米の等級確認
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炊き立ての香りで家族みんなが笑顔になる
　～お米を発送～

　台風の影響がなかったため、今年の収穫量は昨年度

の1.2倍に増えました。収穫したお米は、北は北海道

から南は沖縄まで全国各地へ発送しています。特に関

東周辺地域への出荷が大きく伸びています。お客様か

らは、「新米が届きました。久保さん家のお米に出逢

えて本当によかった」「おいしいお米をありがとうご

ざいました」と、うれしいお声をたくさん頂いていま

す。また、お米のご注文のお電話も、まるで嵐のよう

にひっきりなしにかかってきています。

【取材日：2025年9月17日・11月5日】

名人が使用しているお米の袋
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田端 香寿恵【たばた かずえ】

▲

大阪府出身。大阪府で家族で生活していたが、名人の実家であ
る宇佐市に一家で移住。両親とともに農業を営んでいる。

略 歴

年　　齢：43歳（昭和57年生まれ）
職　　業：農業　



【取材を終えての感想】

　今回の取材を通して、1年間を通じた稲作作

業の流れを知ることができました。安心・安全

なお米づくりのために、JGAP認証の取得や環

境保全型農業に取り組まれていること、そして

その中での工夫やご苦労についても学ぶことが

でき、大変貴重な時間となりました。

　名人からいただいた新米は、家族と一緒に自

宅でいただきました。炊きあがった瞬間の香り

は食欲をそそり、真っ白なお米を口にすると、

お米本来の旨味がしっかりと感じられて、とて

もおいしくいただきました。家族との会話も弾

み、楽しい夕食となりました。

　このたびは、お忙しい中、取材の機会をいた

だき、誠にありがとうございました。

（1年 小畑 翔太：写真右から2番目）

　安心・安全なお米づくりのために、JGAP認証

の取得や環境保全型農業に取り組まれているこ

とを知りました。名人からいただいた新米は、

家族みんなで頂きました。大変おいしく、自然

と笑顔が出ました。

　このたびは、お忙しい中、取材の機会をいた

だき、誠にありがとうございました。

（1年 池田 遼太：写真右から6番目）

　大型のコンバインなどを見て、規模の大きさ

にびっくりしました。取材を通して今まで携わ

ることのなかった農業について学ぶことができ

大変貴重な時間となりました。このたびは、お

忙しい中、取材の機会をいただき、誠にありが

とうございました。

（1年 常盤 昴生：写真右から1番目）

　大変貴重な時間を頂きありがとうござい

ました。取材中は名人がひとつひとつ丁寧

に説明をしていただき初めて学ぶ農業や

初めて聞く言葉について少し理解できまし

た。このたびは、お忙しい中、取材の機会

をいただき、誠にありがとうございました。

（1年 釘宮 咲馬：写真右から5番目）
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名人の紹介と生い立ち

　私の名前は佐々木照
てるみち

理です。昭和34年生まれで今

66歳です。父が93で、母が90。二人ともまだ現役で、

ゆっくりですけれど畑に出て手伝ってくれてます。で、

娘が今別府で働いてます。下に男の子がいたんですけ

ども、平成6年、小学校2年の秋に突然の脳梗塞で、あっ

という間に亡くなって。だから家族は 5人ですね。う

ちは、もともと両親が愛媛県の八幡浜市出身です。う

ちの父は将来みかん作りをしたいっていって、静岡県

に昔の農林省の試験場があるんですけど、そこを出て、

色んな土地を見て回ったらしいんだけども、杵築とか

日出とか、それとか大分と大在の方とかに郷土の先輩

方が先に入植されてる人がいて、たまたま日出に入植

したってことで、父が昭和31年、23歳の時に来まし

た。もちろん開拓だったんで、あんまりお金もないし。

日出に親戚がいたりとか、縁故があったわけでもない

ので、当時借り入れをしては土地を増やして畑を広げ

ていって軌道に乗り出した感じです。僕は高校を出て、

それから国の試験場にいって、静岡の三ヶ日町っての

が結構なみかんの生産地だったんですね。で、そこの

農家さんと寝食を共にさせてもらって、一緒に生活を

して、みかん作りを手伝うって感じで、一年間いたん

です。それで、僕が日出に帰ってきてから、ハウスみ

かんを始めました。

育てているみかん

　入植してきた最初は普通の早生みかんとか温州みか

ん、伊予柑やネーブルを植えてました。みかんってい

うのは、どうしても苗木を植えてから生計が成り立つ

までに7、8年かかるんで、その間、当時はすいかや

野菜を作って、それを生活費に当ててたみたいです。

僕が帰ってきてから昭和56年にハウスを建ててハウ

スみかんを始めて、どんどん増やしていって、10年

くらい前に、ハウスみかんはやめました。ピークの時

からそんなに面積は減ってないんですけども、収穫の

順番でいくと今あるのはかぼすと、今年の11月20日

くらいから収穫するデコポンかな。デコポンは12月

と1月と3月にそれぞれ収穫・出荷する3タイプがあり

ます。それが終わって2月に入ると、ブラッドオレン

ジ。うちが作ってるのはタロッコニューセラーってい

うやつと、モロっていう品種。その2種類がハウスの

中に入ってます。あとはね、「せとか」、「あすみ」、「は
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佐々木 照理（大分県速見郡日出町）

 聞き手：児玉 澪音・佐藤 凛・髙橋 和皐（大分県立大分舞鶴高等学校 普通科）

みかん農家の今を聞く



るか」、「はるひ」という品種。今そういう風な感じで、

いろんな品種を作ってます。

道具

　みかんはハサミで切ってカゴに入れて、コンテナに

持って帰るわけ。肥料をやる時はリュックサックに入

れて振って回る。

ハウスの中でのロスを減らす工夫

　僕が行っている工夫にハウス施設の利用術を高め

て、ハウスの中でのロスを減らすというものがありま

す。平たく言うと、ハウス栽培とかっていうのはすご

いお金かかってる。建物もそうやし、中の灌
かんすい

水施設も

あるし。そしたら、やっぱりお金かかってる分はその

施設を休ませるのは勿体無い。だから、たとえば中で

品種を更新するにしても、そこで1年や2年間ブラン

クがあったらその間お金が取れないっていうことや

ろ。だから、ハウスの中をできるだけうまく回転させ

て、休みなくお金をあげるようにするためには、たと

えば木を植え替えるにしても、苗木じゃなくて何年か

経った木を植えてやると、そこでお休みする期間が少

しでも短くなる。それとか、ハウスの空間の利用。も

う年取ったからそんなことしないけど、天井にある

アーチパイプっていうのがあるんやけど、それから紐

を吊るして高いところまでずっしり実をならすとか、

そういうことはしてた。もうここまで来ると全部のハ

ウスを自分の労力だけで回すのはもう少々しんどく

なったから、まあちょっとぐらいおやすみしてるハウ

スがあっても良いかなって最近は思いましたけどね。

スケジュールについて

　1日のスケジュールは、もうその時の忙しさによっ

て全然違う。今だと5時くらいに起きて、雨が降って

なかったら、朝食食べたらすぐ畑に行って、かぼす

を収穫します。で、もう暑くなって仕方がないんで、

10時くらいには家に帰って、昼はお休みします。ん

で3時くらいからまた畑に行って、6時か6時半まで

か。例えば冬、デコポンの収穫の時なんかだと、朝7

時くらいに起きて、収穫して。その頃は人を雇ってる

んで、10時と、11時半から1時半までと、3時にお

休みして。だから時期で1日の作業内容とか時間も変

わってくる。

　それと、田舎に住んでると地区の役員とかも受けな

くちゃいけないし、あとは会合とかに産地を代表して

行くことで時間がとられることもある。自分が休んだ

らその分自分で取り返さない限りは仕事が遅れる一方

で。みかんの木はこっちが何もしなくても育ってるん

で、その時々に必要な作業をしてやらないと、致命的

になってしまう。そういう点では家族経営っていうの

は、時間のコントロールが難しいところがあるよね。

物価高の影響

　物価高の影響はもう大変です。今原油が上がったか

ら、2020年に比べて価格が140、150%くらいになっ

てる。ハウスに掛かってるビニールとかポリも原油で

しょう。肥料農薬も、今ちょっと落ち着いたけど、やっ

ぱ価格は130、140%になってる。

　例えば、ある人がぼくのみかんを直接買ってくれ

防除用タンク、カン水ポンプ

リュックサック
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るんだったら、じゃあこの1箱を3000円で売ります

よ、ってことができるんだけども、農協に出荷すると、

市場に運ばれて、そこで競りをするんだよね。それで、

いろんな手数料を引かれて、最終的に農協から生産者

にお支払いできるのはこれくらいですってなって、そ

れが確約されてはいないんです。インターネット販売

とか直販すれば、農家は自分の言い値で売ることがで

きる。だから、一頃に比べるとそういう風に販売して、

自分の経営をより計算できる確実なものにするような

売り方をする人が増えたんですね。

地球温暖化の影響

　日出や杵築でハウスみかんを作ってると、みかんっ

ていうのは25度以上になると色つきが止まるんや。

完全には止まらんけど、ものすごく鈍るの。今年は

梅雨があっという間に終わってな。梅雨があれば野

外の温度は25度以下になるんだけれどもそれもなく

て、梅雨明けと同時に35度以上の野外の温度になっ

て、6月の段階で計画出荷量の半分以下しか出なく

なった。色がつかんから。もう28、29度ってなったら、

ほんと色がつかなくて、みかんの色じゃなくて白っぽ

い色になってしまうんよね。みかんっていうのはずっ

とならしておけば色はいつかつくんだけども、ならし

ておけばならしておくほど、みかんはやっぱりくたび

れてしまうわけ。ずっとみかん 1本の木で何10キロっ

てぶら下げてるから。それに栄養を取られるから。ま

ず第一、5、6年前から比べると7月8月の自分自身の

労働時間っていうのは2時間くらいは短くなってると

思うわ。昔だったら、10時半とか11時ぐらいまで

仕事して、昼は2時くらいまでお休みしてっていうの

が、今はもう10時が精一杯。ハウスみかんをしよっ

た時は、年に1回くらいは熱中症にかかって点滴受け

に行ったりしよったけどね。熱中症っていうのがやっ

ぱり一番の問題で、この暑さとか、雨が降ると言った

らどかーと降って、降らないと言ったらずっと降らな

いとか、極端やわ。最近の気象っていうのは。

後継者・次世代の育成について

　これからみかん農家をする人は無理矢理にでも見つ

け出して、勧誘しないと絶対増えないと思う。自然増

は、現状ないと思う。行政とか農協とか、我々生産者

の団体とか僕らの柑橘研究会はまとまった資金持って

るわけではないから、お金の援助はできないけれども、

知恵とか労力は援助できるから、行政や農協が全面に

出て、ある程度お膳立てをしてあげて、こういう条件

で作りませんかっていうところまで持っていって就農

する人とか Uターンする人がいればそれが一番良いん

やけど、そういう人がいれば大歓迎で、大切に大切に

育てていかなきゃいけないと思っていますね。大分県

でもイチゴとかピーマンとか、ああいうのは割と新規

就農がスムーズに来たんや。今で言うと「甘太くん」＊っ

てのがあるやろ。そういうのは割と1年でお金になる

から、手を挙げてくれる人や興味を持ってくれる人が

多いんだけど、柑橘産業ってのは時間がかかるから、

お金になるまでの生活をどう維持していくかってのが

一番の問題なんで、そこをやっぱり入ってくれる人に

自分でどうにかせな、なんて言ったら絶対増えること

ないと思うんや。だからそこは行政なり補助できるも

のはしてあげたり、労力的とか技術的なもんは、我々

生産者仲間がバックアップしてあげるってのが必要に

なるだろうとは思います。

＊大分県産のブランドさつまいも

若い人へ

　自分がこの歳になるまで農業やってきて、農業って

いうのは大変なことやから、農業の魅力とかそういう

ものを今、農業にしがみついてやっている僕たちが提

示してあげないと、なかなか振り向いてもらうのは難

しいと思うんや。そういう時間の余裕ってないと思

うからやっぱり今残っている人たちが「農業ってこん

ないいところあるよ」って示したいし、そういう努力

をもう少しの間は頑張りたいなと思います。で、せっ

かくこうやって今回3人の高校生の皆さんと知り合っ

たんやけど、自分ができなかったことも含めて、若い日焼けしたみかん
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時に色々なものを見るのは大切やと思うんや。だから

10代の後半、20代の前半っていうのはその時の一年

一年は凄く大切で、無駄にしたくないなって思うかも

しれんけども、振り返ってみると、若い時の一年って

取り戻すことができない一年じゃないと思うので、色

んなことに自分からチャレンジしてほしいなと思いま

すね。自分ができなかったことはやっぱり、農業して

ても、母国語以外、一ヶ国語くらいは喋れるようにな

らんといかんな。幸いにして昔、20代の前半にカリ

フォルニアの方に農業見て回ることがあったんや。ロ

サンゼルスの空港に降りたって一番に思ったことは、

やっぱり人種の多さやわな。カリフォルニアで働いて

る人ってほとんどメキシコの人やわな。中国も行った

けども、中国ってすげぇ人が多くて、それこそ高級車

が走ってる横に、自転車っていっても昔の頑丈なやつ

に豚くくりつけて、市場に行っている人がいたりとか、

世界ってすげぇなってやっぱり思うから。二十歳の時

に北海道行ったり、沖縄行ったりもしたけども、日本

国内でも全く違う感覚やし、作ってるものも違うし、

家の建て付けから全然違うから、やっぱり若いうちは

色んなものみて、色んな人と知り合って、視野を広げ

ていってほしいなと思いますね。それが願いです。

【取材日:2025年9月13日・10月13日】
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佐々木 照理【ささき てるみち】

▲

日出町生まれ。実家のみかん農園にて就農し、日出町のみかん生
産者の中核として、柑橘研究会の会長等の役職を歴任してきた。

略 歴

年　　齢：66歳（昭和34年生まれ）
職　　業：みかん農家（べっぷ日出柑橘研究会会長）　　



【取材を終えての感想】

　今回の聞き書きで、みかん農業に第一線で関

わる佐々木さんのお話を聞くことができ、自然

と向き合い育てる苦労や作業におけるさまざま

な工夫を知ることができました。また、地球温

暖化や物価高の影響に直面していることが印象

的で、私たちが知らないところでも大きな打撃

を受けていると感じました。私たちが普段当た

り前のように食べているものにもたくさんの人の

努力や思いが関わっていることが改めてわかり、

感謝を忘れないようにしたいと意識するきっか

けになりました。これからも、自分の見えない何

気ないところでも誰かの仕事に支えられている

ことを忘れないようにしたいです。貴重なお話

を聞かせていただきありがとうございました。

(2年 児玉 澪音：写真右)

　普段の生活では農業についてこんなに学ぶ

機会は得られないので、今回の佐々木さんへ

の取材で、大分の農業についての話を聞くとい

うとても貴重な経験ができて良かったです。話

を聞くと、大分のことについても自分はまだ全

然知らないことがあることに気がついたので、

もっと地元のことについて学んで行きたいなと

思いました。今まで農作物の物価高は私たち消

費者への影響が一番大きくて、生産者が消費

者にかける負担だと思っていたけど、今回の聞

き書きを通してその考え方が変わりました。生

産者の方々も、作物を育てるのにかかる費用や

人件費の高騰に日々悩んでいて、雇用の問題も

大きいということを知ることができたので、こ

れからは物価の変動があった時に値段だけで

はなく、その背景まで想像できるようにここで

学んだことを活かしていきたいと思います。

(2年 佐藤 凛：写真左)

　今回、実際に農業に関わっている佐々木さん

のお話を聞く中で、普段何も考えずに口にして

いるものが、どれだけの苦労の賜物なのか、と

いうことをひしひしと感じました。佐々木さん

が、どれだけの情熱を持って取り組んでいるの

か、佐々木さんの言葉を聞く中で、自分が「大

変そうだなー」としか想像していた農業とは全

く違うものだと感じ、少し恥ずかしくなりまし

た。しかし、そんな農業が衰退しているという

現実から目を背けてはいけないと強く感じまし

た。皆さんが作り上げてきたものを私たちの世

代も繋いでいかなければなりません。佐々木さ

んは「私たちが、農業の魅力を伝えて、人を呼

び込まなきゃいけない」とおっしゃっていまし

た。私たちも、今回実際に農業の魅力に触れる

ことのできた経験を積極的に伝えていかないと

いけない、と感じました。さらに、「色んなこ

とを経験しておくべき」という言葉も強く心に

残っています。今を大切に色んなことにチャレ

ンジしていこうと思いました。この体験を通し

て、普段の生活で触れる機会の無かった農業に

触れ、貴重な体験をさせていただきました。佐々

木さんの言葉を胸に、これからの学校生活を過

ごしていきたいと思います。今回はこのような

お話を聞かせて頂きありがとうございました。

(2年 髙橋 和皐：写真左から2番目) 
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青のり漁を始め、今日まで

　加嶋洋喜です。長洲で昭和38年に生まれました。

62歳です。両親は漁師で、海の方に魚を獲りに行く

ような感じです。夫婦で、漁の方がメインで。親父さ

んは昭和38年ぐらいから青のりを採ったんじゃない

ですかね。3年ぐらい前に体が悪くなったので辞めた

んですよ。

　子供の頃はね、私はおんぶされてたですね。手伝い

とかしてないです。中学生の頃一緒に採ったことがあ

るけど、青のりは何回かしか手伝ってないですね。地

元の宇佐高校に行って、その時まではここにおったん

ですけど、大学生のころは福岡にいました。その後地

元に帰ってきました。それで建築会社の現場監督をし

ながら、その合間をみて10年ぐらい前に青のりを採

り始めた感じですね。親父さんを継ぐっちゅう形で始

めました。仕事はずっと今もしてます。両兼ねですね。

大変です。ま、楽しいですけどね。

　家族構成は奥さんと子供が3人、娘が2人と息子が

1人です。公務員になっとるけん、後継ぎは多分ない

と思いますね、わからんですけど。

　2年くらい前に立候補して、たまたま河川組合の代

表になりました。青のりを採る時期を決めたり、話し

合いしたりしてます。組合員が60か70人ぐらいで、

青のりを採るのはそのうち 25人ぐらいです。

　だんだん高齢化なって若い人がおらんですよ。組合

員は募集してるんですけど、なかなか入る人が少ない

ですね。

お父様と加嶋さん
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加嶋 洋喜（大分県宇佐市）

 聞き手：栗林 和花・田中 陽菜・渡邉 瑛士（大分県立大分舞鶴高等学校 普通科）

駅館川の緑の絨毯、青のり漁師に聞く
～あなたはどう食べる？食べにゃわからんこの香り～



青のりが私たちの元に届くまで

　駅
やっかん

館川があって、そこの川で採るんですよ。すじ青

のりが一番メインですね。青のりは3種類ぐらいある

んですけど、今おもに作られて市場に出てるのは、す

じ青のりと思います。青のりは汽水域って川の水と海

水が混ざるところにできるんですよ。鉤
かぎ

になってる

道具で、船の上から採るんですよ。船は幅が1メート

ル、長さが5メートルぐらいです。船は親父さんの船

を貰ってというような感じなので。

　青のりは、石に胞子がついて、くっついて自然に伸

びる感じですかね。胞子がついて1ヶ月ぐらいしたら

だんだん伸びてきて、1月ぐらいにどっと伸び始めか

ら採るような感じです。1月から3月の間、一番寒い

時ぐらいに取ります。干潮の時に水深が80センチぐ

らいの青のりの層が厚い所をめがけて採って行きま

す。採る時間は20分ぐらいです。あとで干しやすい

ように綺麗に採るんです。

　2.5～3メートルぐらいの長い竹竿に鉄の鉤をつけ

て、これに引っ掛けて青のりを採るような感じです。

足をついて採るのはダメで、船から降りたら営業停止

とか、組合で決めてるんですよ。80年ぐらい前から

一定のルールが決まっています。石を踏み荒らさない

ように川を守ってきたんじゃないかと思います。もう

80年来、ルールが変わってないんですよ。ここの採

り方は、船に乗ってカギを使って採るっていうのは一

つのルールです。駅館川独特のルールだと思います。

　採ったら上流の、真水の川で水洗いします。採った

ときに石が付いてるんですよ。川で洗うと、石は採れ

るんです。次の日に広げて、太陽の下で干すような感

じですね。1日天日干しで。凍らんように朝7時ぐら

いから干して昼2時ぐらいに取り入れるような感じで

す。この時ちょっとゴミついてるのがあって干したと

きに取って売りに出すんですよ。乾燥機よりも天日干

しの方が香りがいいと思ってます。天日干しはもうこ

こだけです。綺麗に広がってたら風が通って乾くんで

すよ。干したときに夜露とか打たれたら色が白くなっ

たりしますので、注意します。

　各家庭や業者がグラム等を決めて手作業で行ってい

ます。なかなか時間がかかるんです。よそで養殖して

る人は網を張って胞子つけたり、陸上のタンク内で

作って乾燥機に入れたりと年中採れるようになってま

駅館川：川幅はおよそ100 メートル　流れは浅く穏やか

宇佐市長洲町は県北の港町

青のりを採る「鉤
カギ

」　年代物だが、まだまだ現役

船には青のりと一緒に船に上がった海水を抜く穴がある
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すけどね、駅館川は天然ですね。天然で採れるところ

は全国で少なくなってるんですよ。

川を耕す！？ 河川耕田事業とは

　10年ぐらい前から、香
こうした

下ダムができてから水の量

が少なくなって、青のりが一時期採れなくなったんで

す。全部農業用のダムなんですよ。今年は特に雨が降

らないので貯水量が少なくて。川の流れが少なくなっ

たら田んぼの方に水を取ります。昔は海岸の近くでも

採れよったんですよ。でも水の量が少なくなって採れ

る位置がだんだん上流のほうに上がって。あとは川底

に砂が堆積して浅くなったりして、採れなくなってき

てる感じですね。それで前組合長の方が川の中に水路

みたいな川を作って、そこに青のりが生えるような

状態にしているんですよ。川の幅が100メートルぐ

らいあったら、水路の幅を20メートルぐらいにして、

ここに青のりが生えるんですよ。川全体的に生えるん

ですけど、水を流して意識的に青海苔が生えるような

状態にしています。

　水深80センチぐらいにしとったら光の関係とかで

青のりが育ちやすいとかで、あんまり深かったら光が

入らなくて、浅すぎたら光が当たって色が悪くなって

切れてしまうんですよ。

　10月か11月の初めぐらいに、川の中の石に砂とか

泥がついてるのを、潮が引いたときに一週間ぐらいか

けて重機が入ってからゴロゴロ洗います。重機って掘

るやつですね。普通のショベルカーが入ります。昔は

こういうことをしていなかったんですよ。

　青のりの胞子がつきやすいようにして、伸びやすい

ようにしています。苔みたいに覆ってしまうと空気が

入らないから伸びないんですよ。

自然が作る青のり

　川とか海に流される下水処理水の成分が何パーセン

トとかあって、窒素などを出してくれてたから海とか

川の栄養が増えてるんですね。土の中の成分が山から

川に流れてきて、その中にも栄養分があるんですよ。

でもやっぱダムで流れるのは少なく、水量も少ないし

窒素とかが少ないのはありますね。全国的に海があま

りにも綺麗すぎて、魚が少なくなったのは栄養がない

からですね。砂とかもいっぱい流れてきた方が海自体

も良くなるし、窒素とかあるんですよ。それが処理さ

れて綺麗な水が流れてるもんで。海は綺麗になるけど。

　昔ここは海苔とかを養殖しよったんですよ。すると

どうしても肥料とかを撒くんですよ。でも今は海苔を

してないし、それで栄養が少なくなるんですね。

　海は、台風がきてくれた方が海水をかき混ぜて砂を

巻き上げてくれるので、酸素とかぐるぐる混ざるし水

温も若干下がるから本当は良いんですけどね。

香り高い青のりを全国へ！

　青のりはですね、あんまり一般の人はアオサのこと

だと思っている人が多くて、ほとんどの人が知らない

干した青のりと名人のお母様　均等に干すのは熟練の技 工事などで使うショベルカーを川に入れる

駅館川の断面図
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ですよ。アオサとは匂いが結構違うわけですね。去年

は、市内で地産物を食べてもらいたいと組合から宇佐

市の給食センターに寄付したんですよ。私が個人的に

長洲小学校の方にも全校生徒と先生全員に小袋で渡し

たんですよ。結構知ってもらうことができると思って

ですね。冷蔵していると結構保存がきくんですよ。

　駅館川の青のりは香りが良いって言うて結構評判に

なってます。でもやっぱり知名度で四万十川には負け

るんですよ。駅館川は浸透されてないんですよ。でも、

Amazonとかで出したりもしてるんですよ、全国的に

広まれば結構良いかなと思ってですね。福岡にも出し

たことはありますね。大分のテレビ局の方が、季節の

風物ってよう取材にくるんですよ。

　冬に県内の小中学生と青のり漁体験もやってま

す。やってみようと市役所を通して「体験をしません

か？」って応募をしてみたら結構来てですね。親御さ

んが一緒っていうことを条件に、船に一緒に乗って採

る体験をしたり、あと干す体験とか説明とかしたら、

「良い思い出になります。また来年もしてください」

とか言うてたけど。

　親父さんの時たまたま長洲の方と友達で高田の洋菓

子店のモンブランさんが「コラボしませんか？」って声

かけてきて、青のりスイーツを商品開発したっていう

のを聞いてます。

おすすめの食べ方は？

　青のりは世界的に見直されて、結構栄養価が高いみ

たいで、スパゲッティとか使ったりですね、チョコレー

トとか入れたりですね、アイスクリームかけたらどん

な味がするとか、試すこともできるけんですね。長女

はこの前チキンカツのパン粉の中に青のり入れて揚げ

たとかですね。インスタでやってみて。そういうので

広げていったらですね。去年は芸能人が来て、青のり

とイカを混ぜた料理で放送があって。あとは、ふりか

けみたいに食べたら美味しいってなって。そのまま味

噌汁に入れたりとか。採ったそのままのは自分の家に

持ち帰って、生でキムチ漬けにして食べる人とかもい

るし、洗ってそのまま生で味噌汁に入れたりしてます。

この地域では、かきもちを作るのに青のりは欠かせな

いものなんですよ。

　生の青のりってそんなないんですよ。前は生でも買

い取ってくれてたんです。今は天日で干して買い取っ

てもらうとか、自分たちで製造して道の駅とかに卸し

て販売してもらったり、四国の業者の人に買い取って

もらったりですね。あとは近くの同級の人が買った

り、娘が勤めているお店に置いてもらったりしていま

す。道の駅しんよしとみと、道の駅なかつ、まほろば

菟
う さ

狭物産館、内尾商店さんとか、JAとかスーパーの

新鮮市場とかで販売されています。近くだと乾物屋さ

んの山田屋さんとか、(有）豊永長六商店さんとかに買

い取ってもらってます。

頂いた富貴寺　白餡と青のりが奇跡の邂逅

奥様が、味噌汁に青のりを入れてご馳走してくださいました

青のりなど海鮮系の商品が多数販売される
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御殿灯籠　最後の製作者

　5月ぐらいから8月の盆ぐらいまでは、初盆の灯籠

(全国ではこの長洲地区だけ）の御殿灯籠を共同代表の

中野真也さんと伝統を残すためにやっています。この

長洲地区の盆自体が無形民俗文化財になっているみた

いですね。紙と木材で3ヶ月ぐらいかけて本業の仕事

をしながら皆と協力して製作しています。

　源氏と平家の戦いで、敗れた平家が駅館川に流れ着

いて小松橋のたもとにたどり着いた。小松橋のたもと

には石碑が残っているんですけど、平家の名を捨てこ

の長洲地区や金丸地区の山奥に住み着いた。金丸地区

の山中にはお墓もあります。京に帰ることは出来ない

ので、亡くなったときに灯籠を作って墓前で燃やした

そうです。昔はこんなに豪華なものではなくて、1軒

の家と松や庭があるのものだったそうです。それが、

何軒か製作している灯籠屋同士で切磋琢磨してオリジ

ナリティを出し豪華になっていったみたいです。しか

し後継者不足や何やで1軒になってしまいました。

　灯籠は燃やします。小学校ぐらいの時はお墓まで流

し、各自のお墓で焼いてたんですけど、現在は長洲火

葬場跡の広場に灯籠流しをして、灯籠を燃やしてご先

祖様に煙と共にあの世に帰っていただくんです。

【取材日：2025年9月7日・9月28日】

御殿灯籠　ひとつひとつ細部まで手作り
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加嶋 洋喜【かしま ひろき】

▲

宇佐市長洲に生まれる。小中高校生時代を宇佐で過ごし、福岡
の大学に進学。地元に戻って建築会社に就職後、10年ほど前に
両親の稼業であった漁を手伝い、後を継ぐ形で青のり漁を始め
る。2年前、長洲河川漁業協同組合の代表理事組合長に就任。

略 歴

年　　齢：62歳（昭和38年生まれ）
職　　業：建築会社の現場監督、青のり漁師



【取材を終えての感想】

 のりの栽培と聞いて、水産関係の仕事に少し

興味があったので、加嶋さんのところに取材

に行けると決まったときはすごく楽しみでし

た。話を聞いて一番驚いたのは、青のりを採っ

ていい時間が1日たった15分しかないことで

した。しかも船の上からしか採ってはいけな

いなど、細かいルールがたくさんあって、本

当に知らないことばかりでした。採れたての

青のりを乾かすために天日干ししている写真

を見せてもらった時は、ツヤツヤしていてす

ごくきれいなエメラルド色でとても印象的で

した。加嶋さんに青のりをいただいて、家で

いろいろ試してみたけど、ふりかけにするの

が一番おいしかったです。今回の聞き書きで、

青のりを採る大変さや加嶋さんの仕事への思

いが伝わってきて、もっとたくさんの人に知っ

てもらえたらいいなと思いました。加嶋さん、

ありがとうございました。

（2年 栗林 和花：写真左端）

　将来起業したくて、その時に役立つ知見が

ひとつ増えると思って聞き書きに参加しまし

た。活動の中で、私の考え方を大きく変えた

のは名人の人柄でした。お話を伺った加嶋さ

んはとても温厚な方で、私たち高校生にも丁

寧な言葉遣いをなさっていたのが印象的でし

た。青のりについてお話しする時はもちろん、

ご家族や御殿灯籠について教えてくださると

きもそれは楽しそうに語ってくださり、日々

大好きなものに囲まれて充実している加嶋さ

んの生活を聞き書きの作品という形で切り取

ることができて、私まで幸せな気持ちになり

ました。「名人」という言葉に、真面目で厳し

くて比べようのない人物を想像していた私で

したが、（聞き書きでお邪魔した際にお孫さん

を預かっていたようで、奥さんと 2人で面倒を

見ていました）孫娘さんを愛おしそうに見つめ

る姿はどこにでもいるおじいちゃんの姿その

ものでした。この活動での一番の収穫は、名

人の人柄に触れることができたことだと思い

ます。貴重な経験をありがとうございました。

（2年 田中 陽菜：写真左から2番目）

　私は今回の聞き書きを通して、青のりへの

価値観が大きく変わりました。

　まず、駅館川での青のりの採取について、

多くの工夫がされていたことが興味深かった

です。最初は天然と聞いて、青のりを採るま

で何もしなくてもいいのではないかという予

想をしていました。実際にはダム建設による

水量の減少や胞子の付きやすさなどを考えて、

青のり採取の80年間という長い期間の中で、

時代の流れに合わせて管理の仕方を柔軟に変

えていて、すごいなと思いました。

　加嶋さんの家で取材をしたとき、青のりが

入った炊き立てご飯とお味噌汁をいただきま

した。香りと食感がとても良くて食べやすく、

自分が想像していた青のりと大きく異なって

いたことに驚きました。いただいた青のりを家

でお味噌汁に入れて美味しくいただきました。

　青のりは管理がとても大変で多くの工夫が

必要であるということと、食感と香りが

よく、いろいろな料理に追加できること

を知り、貴重な体験をすることができま

した。加嶋さん、ありがとうござました。

　皆さんもぜひ青のりを宇佐で購入して、

食べてみてください。

（2年 渡邉 瑛士：写真右端）
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名人の紹介

　私の名前は繁
しげ

富
ふ き

貴です。年齢は56歳です。大分県

宇佐市出身です。父は昨年他界し、私が後継いたしま

した。

　宇佐高校を卒業したのち、大分大学経済学部、のち

に看護学校で学び、看護師として働いたあと、ひょう

たん屋に就きました。私は、中学校の時に拒食症にな

りました。だから、中学校を1年間留年しました。1

個下の子と高校受験して、宇佐高校にやっと通って順

風満帆かなと思ったんですが、登校拒否になってしま

いました。1個下の子と行くのはストレスで、心が弱

かったので、登校拒否になったんだと思います。それ

で、もう1年留年しました。2つ下がって、高校1年

生をやり直し、2つ下の子と3年間高校に行きました。

　大学受験の時は、センター試験のストレスや拒食症

もあって、もう 1年間、浪人しました。そして、実家

のひょうたん屋を継ぐために、大分大学の経済学部に

行きました。でも、大学で2年間経ったら、自分が何

してるかわからなくなって。そこで、その時に双子の

妹が看護師をしている姿を見て、私、看護師になろう

と思って大分大学を退学しました。そして、久留米大

学医学部附属看護学校に頑張って受験して通りまし

た。看護師になって、5つ下の子と、看護学校に3年

間行きました。その後、看護師になって働きましたが、

大分の病院で働いたり、宇佐の病院で働くと、やっぱ

り看護師は合わなくて、しかも子育てしながらはとて

も無理だったんです。その頃父が病気になりました。

それで、看護師を辞め、実家に戻って、やっぱり後を

継ごうと思って、それから20年弱経ちます。

ひょうたんの栽培

　ひょうたんの種は春に植えます。この種は、前年の

9月ごろに収穫した実から取り出します。4月に、苗

のポットに植えて、子葉が出て、苗ができます。弊社

だけでは、たくさんの苗を植えることはできません。

なので、近くの農家さんに委託して、苗を植えて栽培

していただいています。

　ひょうたんはどんどん伸びるので、さまざまな育て

方があります。棚を作る場合もあり、大きなサイズの

ひょうたんは棚が必要です。ひょうたんは、6月ぐら

いから実がついてきます。花の下に実がついていて、

この頃はまだ青い色をしています。他の野菜や植物と
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違って、ひょうたんは夏に強いんです。暑くてもツ

ルが枯れなければ大丈夫です。実が熟れるのが、8月

中旬ぐらいなので、8月下旬から9月ごろ収穫します。

収穫したら、ひょうたんの口に穴を開けます。口に穴

を開けて、水が入ったタンクに1か月半つけます。こ

のときのひょうたんを割ってみると、ひょうたんの中

にはわたがあり、そこに種が絡まっています。水につ

けると、ひょうたんは発酵して、腐っていきます。こ

の時はすごい匂いがします。匂いがあるけれど、ここ

は一番大事な工程です。実がなっていても熟れていな

いひょうたんは、この水の中で溶けてなくなるんです。

　このように、商品にならないひょうたんは、水の中

でなくなってしまうんです。収穫できるひょうたん

は5～6万個ほどですが、商品に出せるひょうたんの

数は、およそ3万個くらいです。10月頃になったら、

溶けていない、商品に出せるひょうたんだけを出し

て、1個1個洗います。口から水が入ってるんで、中

の水を出し、ひょうたんを綺麗に洗って、天日干しを

します。1週間、天日干しをすると、ひょうたんが加

工できる状態になります。10月頃、乾燥作業と並行

して加工に取り組みます。各神社への納品は12月中

頃が締め切りで、数千個のひょうたんを商品に加工し

ていきます。10月から12月が1年間で一番忙しい時

期ですね。一つ一つ手作業で加工していきます。まず

色を塗る作業になりますが、期限に間に合うように午

後11時頃まで作業することもあります。塗るだけで

終わりだけではなくて、神社や問屋の注文に合うよう

に、印刷や装飾、紐の取り付けなどをする必要があり

ます。

ひょうたんへのこだわり

　ひょうたんは、病気が多い年に収穫したひょうたん

の種をそのまま次の年も使うと、悪い影響が出ます。

なので、新しい品種を使用しています。もともとひょ

うたんの原種はかんぴょうみたいな丸い感じなんです

ひょうたんの苗 ひょうたんの棚が並ぶ畑

収穫したひょうたんの実の中

乾燥したひょうたん
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が、人が使うことによってくびれが出たと言われてい

ます。なるべく毎年形がいいひょうたんを作るように

努力はしてます。品種改良でいろんな形を作ることも

考えますけど、従来のひょうたんの種を大事にして、

それを少しずつ組み合わせたりしてしてます。私だけ

じゃなくて、従業員さんの知恵も活かして改良して

いっています。

ひょうたんの商品化

　ひょうたんは、主に神社さんの縁起物として使われ

ます。近いところでは主に、宇佐神宮や太宰府天満宮

に納品しています。太宰府天満宮には、節分の時など

に、厄年の厄除けなどに使われるひょうたんを納品

しています。太宰府天満宮との関係は先代から30年、

40年ぐらい続いています。宇佐神宮では、絵馬のよ

うに、紙に願いを書いて、中に入れて神社に掛けるた

めのひょうたんなどを納品しています。他の神社では、

下関の乃木神社や、石川県の白
し ら や ま ひ め

山比咩神社などにも納

品しています。また、大阪の問屋にも納品しています。

これは、豊臣秀吉とひょうたんにまつわる歴史がある

からです。「千成瓢箪」というひょうたんは、大阪でよ

くある金色に塗られたひょうたんで、秀吉が愛したも

のです。うちでも金色に塗ったひょうたんを納品して

います。

ひょうたん屋の業界

　ひょうたん屋は、以前はまだたくさんあったんです。

岐阜県の養老市には何軒かひょうたん屋があります。

養老市の養老の滝にはひょうたん伝説があり、ひょう

たんに水を入れて飲むことで御利益を得られると言わ

れています。全国的に後継者不足もあり、今では九州

はうちだけになっています。だから、Instagramなど

のSNSを活用してひょうたんを発信しています。ま

た、『全国愛瓢会』という非営利活動団体があり、その

方たちが各地でひょうたんの発信に取り組んでいま

す。けれど、ひょうたんの製造には手間が掛かって、

匂いもあったりするので、どうしても後継者は少なく、

ひょうたん屋の数は減っています。そのため、全国各

地からの問い合わせがかなり多いです。だんだんひょ

うたん屋さんがなくなるたびに、うちにひょうたんを

作ってもらえませんか、という話が増えています。ひょ

うたんが、神社だけではなくて、お祝いで使っていた

だくとか、縁起物として、多くの人に知れ渡ったらい

いなと思います。でも、私はこだわりが強いので、人

がしてることはしたくないんです。ひょうたんのラン

プも考えました。でも、私より先にやっている人がい

て、その人たちの方が上手いんですよ。だから、「新

しい商品を作りたい」、そういう考え方で仕事をして

います。

後継者について

　私は、男の子産んでないんですね。女の子2人産ん

で、今、公務員と看護師になったんですよ。私は父の

跡を取りましたけど、じゃあ娘たちが跡を、と思うと、

そうしてもらいたいけど、やっぱり、結構大変な仕事

なので。でも、今までの取引もありますので。私も実

は看護師でした。だから、人生色々ありました。スト

レートに進む人生もいいんですけど、私、ほんと回り

道していて、でも、回り道した結果、いろんな人と関

わってきたので、やっぱり、精神力が結構強くなって

るんですよ。だって、仕事で営業とか行っても、ちょっ

とやそっとじゃめげないようになってきてるんです。

私は心が弱く育ったので、以前は心療内科にも入院し

ていました。そこでいろんな人を見ました。心に病を着色されたひょうたん

販売されるひょうたん
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抱えてる人をいっぱい見てきたので、そういう人とも、

いろんな話をしてきたんです。今の私があるのは、やっ

ぱそういういろんな経験をしたから。だから、頑張っ

てしようっていうのもあるんですけど、やっぱり後継

者はなかなかですね。でも、私も20代の頃は、跡を

継ぐことは考えてなかったんですが、30代後半から

ここを継ぎました。ひょうたん屋は特殊なんです。食

べ物屋さんと違って、作って売って、作って売ってみ

たいな、仕事がすぐ結果に出ないんです。作って売れ

るまでに時間がかかって、苦労が掛かる仕事だからこ

そ、なかなか後継者が少ないんだと思います。

繁さんの信念

　後継者が足りない、厳しいひょうたんの業界で続け

ていくためには、努力するのみだと思います。苦しむ

のみだと思います。苦しむというか。楽して商売継ご

うとか思うと絶対ダメです。ひょうたん作りで言えば、

手間をかけるのも惜しまない。そういう意思と諦めな

いこと。私も、ひょうたんを塗って、ほんとにもう諦

めたくなる時もあります、仕事してて、何回もうまく

いかないこともありました。でも、諦めないことです。

諦めないっていうのは、自分が経営してるから、諦め

るとお客さんに迷惑かかる。神社さんに迷惑かかるっ

てのがあるから、諦めきれないです。だから、自営業っ

ていうのは、できるまで追求しないといけないの。何

回もうまくいかなくて失敗しましたけど、やっぱ諦め

ないことですよね。これが一番だと思います。

【取材日：2025年9月7日・9月28日】
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【取材を終えての感想】

　今回の聞き書きの活動で今まで知らなかっ

たひょうたんの製造過程や制作する上での苦

労やこだわりなどいろいろなことを知ること

ができました。私自身も小さい頃から何かを

作ることが好きであったためひょうたんの製

造の過程などを聞きながらとてもワクワクし

ました。ものづくりの大変さや醍醐味などた

くさんのことを学びました。ひょうたんの製

造過程だけでなく、ひょうたんを販売する大

変さや経営面での苦労などさまざまな苦労が

あることを知りました。生産に手間がかかっ

ていることを知ったからこそより一層ひょう

たんの魅力を感じられるようになったと思い

ます。今回知ったひょうたんの魅力をもっと

たくさんの人に知ってほしいと思いました。
(2年 森脇 愛心：写真左から2番目)

　今回、聞き書きに参加し、伝統産業を「伝統」

にすることの大変さを実感しました。今まで

のことを今まで通り、つまり現状維持してい

ても環境条件にやられてしまうし、人手の面

でも「この伝統産業を自分が引き継いでいきた

い！」と思う人が少なくなっていくということ

を知りました。ただ、その現状を打破しよう

としている作り手側の熱い思いを知り、私た

ちが力になれることはなんだろうと考えさせ

られました。そんな伝統産業を「伝える」とい

う面で貢献できたことを素直に嬉しく思いま

す。いままでは、ひょうたんを素通りしてき

たけれど、完全に見る目が変わって世界が広

がったと感じています。ひょうたん以外の伝

統産業にも思いを馳せ、どのような過程でつ

くられているのかなと思えるようになり、聞

き書きをしていてよかったなとつくづく感じ

ました。こういう活動も、次の世代に引き継

いでいきたいと考えました。
（2年 山村 美月：写真左)

　聞き書きに参加し、繁さんの話を聞いて、

繁さんが、人生で非常に苦労しながらも、様々

なことを経験しながら厳しいことも乗り越え

てきたということに感動しました。現在繁さ

んが仕事とされている伝統産業は、後継者不

足の問題などで苦境に立っているといえます。

しかし、繁さんはそのことを悲観したり、絶

望したりすることなく、常に挑戦の精神を持っ

て仕事に取り組んでおられます。それは、私は、

繁さんがこれまで人生で沢山の人に出会い、

自分の人生観や信念を決定してきたからだと

思います。繁さんが取り組む伝統産業だけで

なく、繁さん自身の人間としての歴史もしっ

かりと「聞き書きする」ことを心がけました。
(2年 中村 悠人：写真右から2番目)

　聞き書きに行くまでは、ひょうたんのこと

をほとんど知らなくて、見たことがある程度

の知識しかなかったけど、お話を伺うことで

ひょうたんを一つ完成させるのにものすごく

長い時間がかかること、一つとして同じ形が

ないことがわかり、ひょうたんの貴重さを知

ることができました。ひとえにひょうたんと

いっても種類や大きさが様々で、狙った形の

ひょうたんを作るために虫や病気の対策をす

るための品種改良を行ったりと、多くの努力

があることがわかりました。また、昔のひょ

うたんはそのままの色で売り出されてい

たけど、より広い世代の目に留まるよう

に、色付けを行ったり、箸置きを製作し

たりといった様々な工夫をして、多くの

人の手に取ってもらえるようにしている

という話を聞いて、一から新しいことを

始める大変さと努力を学ぶことができま

した。現在全国的に見てもひょうたんを

製造している企業はとても少ないと聞い

たので、自分でもひょうたんの良さを広

めていければと思いました。繁さんあり

がとうございました。
(2年 久原 海咲貴：写真右)　
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はじめに

　名前は、小川浩といいます。昭和29年生まれの70

歳です。今、日出町役場の農林水産課の水産専門員と

して務めているんですけど、 もっぱらマコガレイ中間

育成施設の、技術職員として働いてる。前は大分県職

員の水産の技術職で過ごしたんで、水産に関する知識

と技術があるんで、今はここで雇ってもらってます。

　元々は三重県伊勢市の出身なんです。高校生の時に

『螢雪時代』という本で水産系の職業が将来伸びるって

いうのを見て、大学の水産学部に行って試験場とかに

勤めようかなと思ったんだけど、三重県とか愛知県は

採用がないんです。それで、たまたま大分県で水産の

技術職員の採用試験があったんで、試験を受けてその

まま居着いてしまった。子供の頃から生き物が好き

だったんで、良い仕事に就けたと思います。

　実は植物も好きで、趣味で花の写真を撮ったりしま

す。昔国東の東部振興局に勤めていたときに、車で出

勤してたんですよね。そこの駐車場が舗装されてなく

て、花がいっぱい咲いてたんです。車から降りたとき

にふと気がついて、そのときから花の写真を撮るよう

になったと思います。撮った写真を自分で編集したり

して栞もつくります。いわゆる雑草と呼ばれるような

花ばっかりだけど、みんな名前があるからね。

城下かれいの背景

　日出町は別府湾が主な漁場ということで、ここで取

れるカレイを『城下かれい』といいます。全国的に有名

なブランド名になっています。魚種はマコガレイです。

別府湾の日出城跡下の海底に、湧水が出る場所があっ

て、よくカレイが獲れてたっていうことで、「城下かれ

い」って呼ばれてたのかな。なんせ語呂もいいからね。

小川名人自作の栞

82

小川 浩（大分県速見郡日出町）

 聞き手：神元 知優・佐々木 美波（大分県立大分上野丘高等学校 普通科）

城下かれいに込めた想い
～育成と教育で守る水産資源～



　海水と湧水がまざる汽水域は、養分が結構含まれて

る。川も養分が流れてるけど、濁りも一緒にくるで

しょ。それに比べて、湧水っていうのは濁りがない。

きれいで、透明度が良いっていうのが、やっぱプラン

クトンとかいろんな生物が豊かになってる理由と思

うんだよね。 プランクトンはカレイの餌になるから、

そこにカレイが寄ってきて獲れている。別府湾の中に

何箇所か湧水の出るところがあって、それが生き物を

引きつけるだけの場所になってるんじゃないかな。水

温も低いから、マコガレイも陸の近くに来て、江戸時

代からよく獲れていたということじゃないかなと思い

ます。

　マコガレイは全国にいる魚なんですけど、日出町に

とっては特別な魚なんですよね。今から200年前の

江戸時代に、脇 蘭室さんという人がいて、『歎海魚談』

という、今でいうエッセイみたいなものを書いてる。

そこには、別府湾の特産魚だっていう風に書いてある

んで、江戸時代から他の地域の人にも知られてたんで

すね。5月の節句の日になると「城下かれい」の料理が

お城の中で出されてたんです。だから、4月頃から一

般の人たちはマコガレイを獲っちゃいけないというこ

とで「殿様魚」という風にも呼ばれたらしいです。お殿

様だけが5月の節句に食べられるからね。

　昭和12年には、木下謙次郎さんという、今でいう

グルメ本を書く人がいてね。この人が、著書『美味求真』

で、「城下かれいは天下の美味である」と紹介してから、

新聞とかテレビで度々報道されて、全国に知れ渡るよ

うになったそうです。

　今から38年前の昭和61年に、町が主体となって、

マコガレイの稚魚を海に放流する「城下かれい祭り」

を始めました。「城下かれい祭り」の時がちょうど旬な

ので、全国からお客さんが食べに来るようになって有

名になりました。

かれいの中間育成

　最近漁業で獲れる魚がぐんぐん減ってるんですよ。

だから、漁師さんがいつまでも魚が獲れるように、大

分県漁業公社で卵から稚魚（3センチ）まで育てて、中

間育成施設で 5センチくらいまで育てて海に放流しま

す。放流後も人間が管理するというのを栽培漁業と呼

びます。大分県では真鯛とかクルマエビとか15種類

を人が育てて放流しているんですけど、日出町では特

にマコガレイの中間育成と放流に力を入れています。

それが、このマコガレイ中間育成施設を作った経緯で

もありますね。

　一番大変なことは育てきることかな。やっぱ生き物

を飼ってるんで、毎回毎回条件が同じじゃないの。生

き物の場合は一度死んだらもうそれで終わりなんで、

餌を食べてる状況とかをよく観察しながら育てていき

ます。 死なないように飼うのはちょっと気を遣いま

すね。マコガレイを飼育している水槽はね、水深10

メーターの海水をポンプで汲み上げ、ろ過して流し続

けてる。だから飼育水は水深10メーターの海水温に

なる。最近は気候変動で海水温が高くなっているので、

飼育水を冷やすことにものすごくエネルギーがいる。

カレイが死なないように対策するのがなかなか難しく

なっていると感じます。

　印象に残っているのは、やっぱりカレイが大きく

育って放流できた時ですね。 放流した後も、例えば

海にカメラを入れてどうなってるか調べると、画面に

放流したカレイらしきものが映ってるとかね。そうい

うのを観察するのがやっぱり楽しいですね。

育成上の工夫

　『光が彩るヒラメ・カレイ類養殖：生命科学から応用

まで』という大分県の水産試験場の人も掲載されてる

本があるんだけど、緑の光が魚のストレスを和らげ

るっていう研究があって、この人はヒラメの養殖の水

槽に緑色の発光ダイオード（LED）ランプを設置してみ

てる。光の波長とか考えた時に、緑の光っていうのが

実際の海の環境に似てるのかな。ストレスが減ると餌

もよく食べるし病気にもなりにくいということで、そ

んな効果が期待されてますね。最近の研究では、ラン

プの数は何がいいとか、どれくらいの高さがいいとか、

そういうのがちゃんとわかるようになってきてる。　

　うちも、試験的ではあるけど、水槽2つ分だけ、ラ城下かれいの実寸大模型
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ンプを町の予算で取り付けてもらってる。ランプを点

けるのも24時間じゃなくて、今はコンピューター制

御で、日出町の日の出時間と日の入り時間に合わせて、

自動的に冬は短く、夏は長く照らして、なるべく自然

の環境と合うようにしてる。一応何年か飼育して、明

らかに効果があるのであれば、また予算を導入して増

やしていくことになると思います。

研究の意義

　研究では一個一個データに落とし込んで、例えば、

カレイが見つかる時間帯が朝の時間が多いとか、カレ

イの生態や行動範囲が後でわかったりするんでそれを

データとしてまとめたり、海との関係についてのデー

タをためていくと、また将来、違う人が調査やった時

に、過去のデータと比較ができるので、やっぱりちゃ

んとしたデータを残していきたいなと思います。ここ

では日出町のデータをまとめてるけども、県の水産試

験場は豊後高田市にあります。そういう他の施設と関

係も強いので、一緒にデータを取って情報を共有した

り、これからの研究に役立ててほしいと思います。

教育活動を通して

　この中間育成施設に来てから、日出町内の2校の小

学校を対象に、子供達に話をする機会が増えましたね。

5年生で栽培漁業を習う授業がありますよね。川崎小

学校は中間育成施設の近くにあるから、ゲストティー

チャーとして話してくれって言われて、カレイの話を

したのが最初だったかな。クイズとか入れながら興味

を持ってもらえたらなと思って授業をしています。

　今は水産業自体が絶滅危惧職業みたいになってて、

水産の手取りが減ってるし、それと資源も減ってるん

ですよね。でもやっぱり、食料を供給するっていう大

事な役割があるんで、ただ一人の努力なんですけど、

海の豊かさを取り戻すことに少しでも役立てばいいか

なと思ってますね。陸上のことは目に見えやすいしわ

かりやすいんだけど、海の中のことってなかなかわか

らないじゃないですか。だから私が撮った海の中の写

真とか映像とかを見せて、海の中こんなになってるよっ

ていうのをわかってもらえる、理解をしてもらえるっ

ていうのが嬉しいかな。それと、生き物とか環境とか

に興味を持ってくれる人がもっと増えてくれたら、そ

ういうきっかけを自分がつくれたらと思うんですけど、

なかなか難しい。男の子も女の子も小学生の頃は平気

でなんでも触れるんだけど、年齢が大きくなると虫も

嫌いみたいな人が増えてくるので、それはもうしょう

がないことかなと思うんですけどね。生き物とか環境

とかにもっと関心を持って欲しいと思いますね。

高校生に伝えたいこと

　やっぱね、何て言うんだろうね、もう、後はないと。

若い頃って、すごくかけがえないこと。自分の仕事に

してもね、その時には思ってなかったけど、例えば、

若い頃の職場での体験は二度とできないのよ。だから、

その時に経験できたことって、ものすごく貴重だなっ

て思うんだよね。好き嫌いでやってもいいけど、知る

こと自体が楽しいなと思ってやると、意外と何でも好

きにやれるなって。知る楽しみは、お金もいらないし、

自分の気持ち次第でいろいろ仕事にもできるから、そ

ういう前向きな気持ちですると、「結構、世の中楽し

いよ」と伝えたいかな。

【取材日: 2025年10月26日・11月15日】

緑のランプで照らされた水槽

子供達に講演を行う小川名人
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【取材を終えての感想】

　今回、2回目の聞き書きへの参加でしたが、

前回とはまた異なる視点から身の回りの環境

について考えることができました。城下かれ

いという存在自体は知っていたし、食べたこ

ともあったけれど、その歴史や現状を知って、

将軍に献上されてきたという「物語」を含めて、

カレイを食べることがある種の文化として

残っている日出は貴重な場所であると感じま

した。カレイや海そのものの保全だけでなく、

文化としての「城下かれい」を受け継ぎ、守っ

ていくことが大切だと思いました。

　聞き書きという活動の形式上、レポートの

中に書くことはできませんでしたが、取材の

中で体験させて頂いた、アマモ団子づくりや

カレイへの餌やりなど、どれも本当に貴重な

経験になりました。私たちの取材に携わって

くださった全ての方々、本当にありがとうご

ざいました。

(2年 神元 知優：写真左)

　「城下かれい」は大分の特産品として有名だ

と聞いたことはありましたが、実際にその詳

細についてはあまり知識がありませんでした。

今回の聞き書きを通じて、「城下かれい」の養

殖がどのように行われているのか、またその

背景についても学ぶことができ、とても興味

深かったです。特に、漁獲量が減少している

という現状を知り、魚を育てるためにどれだ

けの工夫と努力が必要かを改めて実感しまし

た。養殖が地域経済にも大きな影響を与えて

いることを知り、この分野の重要性を強

く感じました。

　これからは、裏にある時代背景や生産

者さんの努力を感じながら城下かれいと

関わっていきたいと思います。今回は、

貴重な機会をいただき、ありがとうござ

いました。

（2年 佐々木 美波： 写真右）
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小川 浩【おがわ ひろし】

▲

三重県伊勢市出身。鹿児島大学水産学部に進学後、大分県水産
技術職員として採用され、県内の水産行政・漁業者支援・水産試
験研究に従事してきた。退職後、民間企業を経て、日出町の水
産専門員として、ブランド魚である「城下かれい」の育成支援に尽
力している。また、次世代継承のために、教育活動を通じて子
供達に水産資源の大切さを伝えている。

略 歴

年　　齢：70歳（昭和29年生まれ）
職　　業：日出町会計年度任用職員(水産専門員)



畑違いの農業へ

　私の名前は、堀 博泰です。私は杵築で生まれて杵

築で育ちました。幼少期はね、しょっちゅう川に行っ

てドンコとか釣ってましたね。したい職業とかもな

かったし、親が言うまま杵築高校に行って鹿児島大学

で全く畑違いの法文学部に行きました。私、数学が苦

手やったから文系に行っちゃって。そっからジャスコ

に就職して24年間バイヤーをしてましたね。転勤族

やから大阪、四日市、名古屋、そっから福岡、宮崎を

どっちも2回ずつ行って退職して。その途中で女房と

出会いました。

　それで一時はタイへ行くっち話もあって、大賛成大

喜びやったんやけど、女房が入院しちゃって。そした

らもう「行かーん」っちいうからやめました。それから、

両親に都会の方へ出てくる気があるかっち聞いたら、

ないっち言うから「なら私が杵築に帰りましょ」っち

いうふうに杵築に戻って農業を始めました。

　私はもともとトルコキキョウの花を生産するってこ

とで戻ってきたんですけど、トルコキキョウのマー

ケットはすごい波があるもんですから。それで途中か

ら色々やりました。カスミソウ、スターチス、そうい

うのを経由して七草に辿り着きました。でも七草を

やったら今度は夏に作業が止まり、それでマーケット

からホオズキが足りない足りないで。「足りないなら

増やしてやろう」と「もうちっと儲けてやろう」という

欲のつっぱりで始めました。

一年中ホオズキと共に

　ホオズキはね一年中忙しい。まず8月に育苗箱に種

を蒔くんですけど、それが100箱近くあります。9月

に定植するんですけど、8月は水の量が天気によって笑顔で優しく話してくださる堀さん
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時間と知恵の賜物
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変わるし、お盆の真っ最中ですからその手間は省こう

と思って今年は土に直接まく直播きに変えようかって

ゆうことにしたんじゃけど、うまいこといってないね。

そこから成長を待つためにほったらかしにします。

　そして１月に地下茎を取って、2月に新盆の分、3

月に旧盆の分を定植します。ここで植えるのは関東の

ホオズキ用で少し長く作ります。そっから4月に残り

を定植します。この定植から収穫までずっと10日に

一回は防除していきます。大敵が来るのでね。そして

5月にオホズキが真っ直ぐ伸びるようにイボ杭ってい

う支柱とホオズキをテープで留めるんですよ。その後

色付けをしていきます。ホオズキを赤くする液はエチ

レンガスをホルモン剤に注入して1000倍くらいに薄

めて噴射します。

　そしたら8月のお盆の関東地方だけの新盆の出荷に

間に合わせるために6月末から収穫していきます。8

月の旧盆向けの出荷は７月末からです。この時期の収

穫は暑いので朝5時から9時半の間でします。暑い時

と涼しい時に収穫するのとでは全然違うので、朝切っ

てすぐ持って帰ってエチレンガスを消すための延命剤

が入ったプールにつけときます。24時間吸収された

後に等階級に分けて、念のためにまた、今度は水のプー

ルに浸け直します。それを昼の2時から箱詰めして冷

蔵庫に入れといて次の日の朝市場に持っていきます。

そしてまた7月に関東の方へ出荷して九州には8月10

日までに出荷を完了させます。そして出荷と同時に来

年の分の種を撒いていきます。こんなふうだからホオ

ズキは一年中忙しいですね。

　ホオズキは一年間での生産量は11万本くらいやっ

たかな。ただそこから出荷するまでの間にやっぱり実

が落ちますんで、出荷は8万から9万の間くらいの量

になります。

手抜きはダメ！

　イボ杭一本に30～40センチくらいの間隔で、3箇

所テープで止めるんですけど、これがもう大変で。そ

れを7、8万本でしょ、とにかく忙しい。だから、去

年は2回にできんやろうかと思ってやってみたけど、

ダメでした。50cm間隔のギリギリまで止めてみたん

よ。もうそしたら、もうゆらゆら揺れて弓形のように

なってしまう。そうゆう不恰好な形になると品質が落

ちるので、やっぱり手抜きはダメ！農業は正直です。

ホオズキの種

出荷直前のホオズキ

支柱とホオズキを繋げる道具

ホオズキを立てる支柱と光で分解するテープ
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　ホオズキを支柱に留めるには光分解するテープを

使ってまして、1ヶ月もすればいつの間にか無くなっ

てます。10月ごろにはほとんど見えない。この作業

をうちのおばさんたちで、留める道具は約10台ぐら

いでやっております。

答あわせは 10 日後に

　ホオズキを赤くするのはエチレンガスを噴射するん

ですが、その時の注意点は満遍なく全体にかかるよう

にすることです。1本にホオズキの実が10個はつい

ているので、110万個分色付け作業をします。作業

量としては膨大な数です。

　そして一番上だけ緑色のホオズキを残すので2番目

から下を全部噴射して赤くしていきます。そうする

と出荷の時、下は赤で実が 1個だけ緑色が残って上に

葉っぱが6枚から8枚ほど付きます。その緑色と赤色

のコントラストが綺麗なもんです。色付け直後はどこ

についてるかの判断ができないです。4日目で実が黄

色くなり始めて7日目くらいで赤くなっていきます。

だから10日くらいはかかります。

奥深いホオズキのランク

　ホオズキの等級は、「特秀」と「秀」と「優」がある。一

番いいのは特秀。ホオズキの一番上にある緑を頂
ちょうか

果っ

ていう、一頂果から一番下の成り口までの長さでも

2L、L、M、がある。90cmであれば2L。75cmであ

れば L。60cmであれば M。特秀は優れた品か普通かっ

ていう違いなんです。さらに特秀には条件があって

90cmっちいうのと緑色含めて玉が11個ついてるこ

とが条件。だから赤玉が10個ついていないといけな

いね。

一番難しいこと

　やっぱりベースの土がいかに良くできているか、そ

れから肥料設計。うちは30年ずっと同じところで栽

培していますから、土が古いんです。老化しとるとご

理解いただけたらいいかな。新しい土地だと肥料の偏

りがなくていいんですけど、ずっと同じ場所でつくっ

ていると、その作物に必要とする同じ肥料が吸われて

いくから大変なんです。それに偏りが目に見えないだ

けに難しいんです。土壌分析は毎年行って、その結果

に基づいて肥料設計していきます。部分的には勘でい

きますから、1から10まで科学的根拠に基づいた分

析ではないです。その点も今苦労しているところです。

　3種類の肥料を使っています。そして、足りないな、

ちょっと元気がないなっていう時に液肥を足していま

す。今の悩みは、ずっと同じ場所でやっている関係で

リン酸が吸われずに土に残っていること。だから、リ

ン酸を葉っぱにかけてそこから吸収させてます。葉面

散布というものです。そうすることで土が吸収しない

んです。

3 万本のロス

　ホオズキの一番の大敵はダニです。ダニは2種類

あって、顕微鏡で見ないと分からんぐらいのホコリダ

ニと、普通のハダニ。5月ぐらいから1週間に1回ず

つは消毒してかんと、すぐに繁殖する。夏は卵を産ん

で4日目には成虫になるんですよ。それでまた卵を産

む。繁殖度がものすごいんですよ。だから 1週間単位

でやっていかないといけないから、6月以降は辛い時

ホオズキを支える肥料

堀さんの努力の結晶　美しいホオズキ
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やね。ダニが繁殖したら、葉っぱが黄色くなって落ち

て、最後は木も枯れていきます。

　それに、原因はダニだけじゃないんです。コナジラ

ミやアブラムシが 3月から５月ぐらいまでたくさん出

ます。アブラムシはホオズキの中に入って、糞をした

やつが壁にくっついて実が真っ黒になるんですよ。だ

から、見た目が非常に悪くなる。そして最近多いのは、

葉っぱに穴を開けるノミハムシ。

　あと、夏は高温になってくるから、病気が怖いな。

7月ぐらいになると、木の元気がなくなって弱ってく

るもんで、西日が当たるところはやっぱ疲れるんで

しょうね。そうなると病気が蔓延しやすくなる。11

万本作って実際収穫は 8万本ぐらいかな。だからホオ

ズキは楽ではないですね。

次は七草のターン

　種はナズナとホトケノザとゴギョウ、セリ、ハコベ、

ここだけは自分とこで５月に採取します。セリは夏の

間、種ゼリ用の土壌で管理します。カブとダイコンだ

けは買います。

　ホオズキの出荷が8月10日ぐらいに終わって、残

りの期間にホオズキの片付け、8月中下旬、七草の準

備で堆肥を入れます。そこから9月は草の管理が大変

ですね。肥料を入れるのは10月から。そして 7種類

の種を蒔いていきます。10月の6日、7日ぐらいにホ

トケノザとナズナの種を蒔いて、8日、9日ぐらいに

ハコベを蒔いて、13日ぐらいにカブ（スズナ）を露路

に蒔いて、そして20日ぐらいにダイコン（スズシロ）

を蒔きます。そしてゴギョウ、セリは9月に蒔いて、

10月にペーパーポットに植え替えて、11月に定植し

ます。10月は6月のホオズキの次に忙しい。

　11月になると草がいっぱい出ますので草むしりと、

それから種で蒔いてますから、蒔きすぎたり、蒔き足

りなかったりするやつの調整作業ですね。そういう作

業が11月いっぱい続きます。そして12月15日から

10日間ぐらいで収穫して、26日からパック詰め。

　このパック詰めはアルバイトを募集して流れ作業で

行います。多くて100人超えてた時もあります。

合間のカワラヨモギ

　カワラヨモギはね、5月に定植して9月の終わりに

収穫して、1ヶ月間、日陰に吊るして乾燥させます。

そして10月終わりに脱穀（不要な茎・ゴミを取り除く

こと）してそれを業者のとこに送る。カワラヨモギは

ねオホズキと比べてもうほとんど何もせんでよくて、

水も雨だけで育てていきます。

　カワラヨモギはね、上品ないい香りがして、化粧水

緑と橙のコントラストが美しいホオズキ

ホトケノザ（仏の座）

ゴギョウ

ハコベが生い茂るハウスにて
通常ハウスは21棟もある
その他雨除けハウス6棟・簡易ハウス2棟も

89



の消毒に使ったり、みかんのカビ予防に使います。ヨ

モギでも、ヨモギ餅とかに使うやつでは無いんよ。

高校生に伝えたいこと

　農業は自分でやればやるだけの分は返ってくるから

面白いですよって言うことをお伝えしたいですね。

　例えたら、会社の中では他人の評価やけど農業は結

局やった分だけの収入になるからね。そして今後の目

標は1億を目指すことです。ただ、年齢が年齢だから

うちの子どもに託すしかないかな。

【取材日：2025年9月3日・10月31日】

【出典情報】
 引用文献（ホオズキの写真提供）
 大分県農林水産部 おおいたブランド推進課
 (2012).『しゅんくる Vol.18 ホオズキ』

90

P r o f i l e

堀 博泰【ほり ひろやす】

▲

大分県杵築市生まれ。
　農業法人「堀農園 (株)」代表
　杵築市ファーマーズスクール就農コーチ

略 歴

年　　齢：78歳（昭和21年生まれ）
職　　業：ホオズキ・七草・カワラヨモギ生産者



【取材を終えての感想】

　今回初めて、「聞き書き」という活動に参加

させていただき、初めてのことで緊張や不安

もありました。しかし、名人がとても優しく、

笑顔でお話してくださったので、楽しくイン

タビューすることができました。

　「聞き書き」を通して、改めて農業の大変さ、

農家の方々の大切さを知ることができました。

名人のお話の中であった、「日々試行錯誤の繰

り返し。"日進月歩"です。」という言葉が特に印

象に残っています。その言葉から、ホオズキや

七草作りに対する名人の熱い気持ちを感じまし

た。そして、名人は常に謙虚な姿勢の方で、名

人とはこういう方なんだろうなと実感しました。

　2回のインタビューを通して、ホオズキとは

どのようなものなのか、ホオズキの詳しい生

育過程を知ることができました。堀さんの素

敵な人柄がたくさんの人を惹きつけているの

だろうなと感じることができたインタビュー

でした。また、今の自分に満足せず、努力を

重ねていこうと思いました。堀さん、大変貴

重な経験をありがとうございました。

（2年 碓氷 幸希奈：写真左）

　私は今回の「聞き書き」を通して初めて農業

に触れる機会に出会えました。ホオズキにつ

いてお話を聞かせていただきましたが、私は

ホオズキの栽培方法、出荷の仕方、栽培計画

を初めて知り「聞き書き」に参加しなければ知

ることはなかったと思います。

　不安が大きい中、初めての取材の日を迎え

ましたが堀さんは暖かく迎えてくださり、全

ての質問に丁寧に答えてくださりました。本

当に良い方だなと思いました。「聞き書き」は

名人の人生を通して努力してきたことを知る

ことができる同時に、人との繋がりを作るこ

とができるとても良い活動だと思いました。

堀さんは30年もホオズキや七草を栽培してい

らっしゃるのに「自分はまだ名人という領域に

達していない。まだまだ勉強中。」とおっしゃっ

ていました。すごく謙虚な堀さんに憧れを持

ちました。

　私もこれを機に身の回りの農業などをもっ

と深くまで知ろうと思うことができました。

最後に貴重な経験をさせていただき本当にあ

りがとうございました。

（2年 小野 優樹菜：写真中央）

　私は今回初めて「聞き書き」に参加して農業

について多くのことを知ることができました。

私は今まで本物のオホズキを見たり触ったり

する機会があまりなく、仏壇に飾る柿のよう

なものという印象しかありませんでした。し

かし今回取材を通して、施肥設計や育てる上

でのこだわりや工夫を聞き、オホズキについ

て深く知ることができ、ホオズキに限らず、

農作物は生産者の方々の時間と知恵の賜物だ

という印象に変わりました。

　初めてのインタビューでは、堀さんが私たち

の一つの質問からその質問以上の話をしてい

ただき、多くの情報を得ることができました。

また、農業の基礎知識が少ない私たちが分か

りやすいように、身近な例を出してくださ

り、噛み砕いた説明をしてくださったおか

げで、楽しくインタビューをすることがで

きました。

　今回の「聞き書き」のおかげで私が今ま

で関わることが少なかった農業について

多くのことを知ることができ、とても良

い経験になりました。これからはいつま

でも試行錯誤を忘れない堀さんのように

一つ一つの行動にこだわって過ごしてい

きたいです。最後にお忙しい中、私たち

に貴重なお話をしてくださり、本当にあ

りがとうございました。

（2年 川野 穂乃花：写真右）
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私について

　島崎勝廣です。昭和13年（1938年）生まれで今年

87歳。昭和50年頃に役場を退職した後は村会議員を

7期努めて、今は家業の運送業と葬儀店の代表、それ

と村の老人クラブの会長をしている。姫島中学校を卒

業した後は、大分市の通信制高校に通っていた（大分

県立大分上野丘高等学校通信制課程、現在の大分県立

爽風館高等学校通信制の前身）。ところが、高校の通

信制課程は1ヶ月に1回は学校に登校して授業を受け

る必要があった。今で言えばスクーリングっていうの

かな。でもそれができなくて2年で高校は辞めること

にした。その頃、私は村内にあった塩田で働いていた。

今の車エビの養殖場がある場所だね。

島外で知るふるさとの良さ

　それから20歳ごろに車の免許を取って西宮(兵庫

県）に移住して長距離トラックの運転手を4〜5年やっ

ていた。東京やら函館（北海道）にも行ったよ。当時は

高速道路もなく一般道も狭くて舗装されていないとこ

ろもあったりして、函館に行くのにも片道5日かかっ

てた。一番大変なのは箱根（神奈川県）を超える時だな。

十
じゅっこくとうげ

国 峠（神奈川県と静岡県境にある峠）では、よく交

通事故が起きていて、事故に出くわすと富士山の向こ

うの御殿場（静岡県）まで1日かけて遠回りすることも

あった。そんな忙しい毎日だったけど、ある時風邪を

ひいて寝込んだ。そしたら家に食うものがなくって、

田舎じゃ何か食うものがあるし、誰かに頼めば食べ

物を持ってきてくれるけど、これじゃ生活できないと

思って運転手をやめて島に帰ってきた。島に帰ってか

らは役場に入って村長の運転手兼秘書をしていた。地

元出身の国会議員の西村先生（故 西村 英一氏）が九州

に帰ってくれば、先生の運転手をやっていた。先生が

亡くなった時に天皇陛下からお悔やみの言葉を預かっ

た勅
ちょくし

使が宮内庁からやってきたんだけど、お迎えがで

きたのは先々代の村長（故 藤本 熊雄氏）と私だけだね。

姫島の食文化

　姫島の食文化の特徴っていったら、まず米がほとん

どとれないこと。麦はできよった。だから私たちの主

食は麦飯ばっかりやった。中身はお米が少しだけでほ

とんど麦かな。私たちが子どもの頃は盆か正月かお
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イモがつなぐ命と伝統
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祭りのときしか米の飯は食べたことはなかった。そ

のときは「米っちゃこんなに美味いんか !」と思いよっ

たな。それとイモや。こんな島でも終戦後は人口が

4,200人いた時期もある。でも誰1人ひもじい思いを

したことはなかった。それはイモと麦飯、海には魚介

類、動物性タンパク質があったからや。だから今の日

本で食料が入ってこなくなっても私たちは飢えない

な。山に行っても何が食える、食えないがわかるから。

だから、イモが続いて嫌な思いはあったよ。でもひも

じい思いをしたことはなかった。ひもじかったらイモ

を食えばよい。美味くなくてもとりあえず腹は満たせ

た。それが姫島の食文化かな。魚はアブラメ（アイナメ）

やヒコゼ（キュウセンベラ）、メバルが獲れる。タイや

カレイやらは高級魚やから売り物やな。いずれにして

も姫島に田んぼがほとんどなかったから、主食は麦飯

と、イモを「カンコロ」にしたもので作った料理、「イ

モキリ」や「カンコロ餅」を食べるのが夕飯やった。

　今は食生活もだいぶ改善されたけど、私たちの子供

の頃はそんな日常やった。だから私はイモが嫌いなん

よ。イモキリとか。でもね、今の人は昔の姫島のイモ

料理が珍しくってカンコロ餅やらイモキリを紹介して

くれっていうんよ。

　村内に住んでる人で、戦後に一家で満州（現 中国東

北部）から引揚げてきた人がいるんだけど、島に帰っ

てきても食料はなくて子供の頃に嫌というくらいにイ

モを食わされて、それで今でもイモは苦手だって話し

てたね。

イモと麦

　姫島にサツマイモが入ってきたのは江戸時代の中頃

で、当時の庄屋さんが防州（現 山口県東部）に立ち寄っ

た時にサツマイモを見つけて、苗を島に持ち込んだの

が始まりらしい。土地が痩せてて農業をする場所がな

い姫島には絶好の作物やな。それからは島の代表的な

農産物になった。たくさんイモを作るから、昔はどこ

の家にも床下を掘り込んだところに「イモウド」という

サツマイモの保管庫があった。姫島のサツマイモは終

戦時に島外にも出荷していた。別府の港が楠
くすのきこう

港（今の

ゆめタウン別府の場所）にあった頃に関西汽船（現 商

船三井さんふらわあ）が発着していて、そこから大阪

とかに積み出していた。終戦直後は全国どこも食料が

なかったんで島のイモにも需要があった。別府には食

料用のイモ、それから宇部（山口県）にも持っていった

な。これは今でも「ダイヤ焼酎」（現 アサヒビールの焼

酎ブランド）ってあるけど、その焼酎の材料に使って

た。その出荷した分の残りが島でカンコロとしてイモ

キリやカンコロ餅の材料として使っていた。麦はいつ

頃から入ってきたかはわからないけど、昔はイモを

作った後の晩秋から初夏にかけて作っていた。いわゆ

る二毛作だよ。今は麦を作る人もほとんどいなくなっ

た。麦の粉を煎ったものに「はってい」（はったい）って

いうのがあって、それを作るために植える人がいるけ

ど、ごくわずかやな。だから今はイモを作ったら畑は

そのまま。11月にイモを掘った後は3月ごろまで休

閑や。5月になったらイモを植えるんで春になったら

その用意を始める。

イモキリとは？

　イモキリとはカンコロという、サツマイモを粉状に

したものを麺にした、うどんみたいな料理を想像する

といいかな。国東半島や宇佐地域のうどんは根菜類が

たくさん入った「けんちゃん（けんちん）汁」をかけて食

べるけど、姫島のイモキリもけんちゃん汁をかけて食

べる。

サツマイモを乾燥させて粉末状にした「カンコロ」

姫島のカンコロ餅は皮も使うので色が黒いのが特徴
（写真提供元：姫島村）
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　イモを保存する方法としてイモをカンコロに加工す

る必要がある。イモを薄くスライスしてそれを乾燥し

て粉にしたものをカンコロと言うんだけど、イモをス

ライスするのは11月の中頃から12月の中頃。11月

の初めにイモを掘って、薄くスライスして3日から4

日は干す。それを2ヶ月ぐらい置いたら粉にしていく。

粉にするのは農協の精米所の機械を使って粉にしても

らう。このカンコロがイモキリやカンコロ餅の材料に

なるんや。

　姫島のイモキリは作り方も工夫を重ねている。以前

はイモキリを水でパン生地のように練ったものをまな

板に薄く伸ばして、それを菜切り包丁のような専用の

包丁で麺状に切っていた。

　でも手間と時間がかかるから、もう少し楽にできな

いかと思って、10年くらい前にところてんを作る器

具みたいなのを作って生地を押し出すようにして作れ

るようにしたらどうかって話が出てきた。材料も最初

から買うと高いんで、病院や保健室にあるカーテン見

たいな間仕切りの骨組みが余ってたんで、そのフレー

ムを材料に鉄工所に加工してもらって作った。イモキ

リを通す穴の大きさも試行錯誤して決めた。でもな、

包丁で切った方が美味しいとか、器具で押し出した方

が喉
の ど ご

越しがいいとか色々意見は出るね。でもおせった

いとかお祭りとかで400〜500人分とか作ると包丁

で切るのは大変や。今はこの器具があるから簡単にた

くさんできるようになったんよ。

イモキリは嫌い？

　イモキリが嫌いというけど、食べ過ぎて嫌になった

だけやないんや。美味くないんで食べ過ぎるほどに食

べられんかったんや。今と違って、調味料もなかった。

醤油も自家製の塩辛い醤油やった。豆腐も食べたこと

がなかった。今の人はイモキリを美味しいって言って

いるけど、昔と違って調味料はあるし醤油もいいのが

あるから。私たちの子供の頃は、イモも「護
ご こ く

国芋」とか

「白
しろいも

芋」とかの品種を薄くスライスして干して粉にした

のがカンコロやった。でも戦前に作出されたイモだか

ら味は二の次。そんなイモを粉にしても美味しくな

かった。ところがね、今カンコロに使っているイモは

「紅
べに

はるか」ちゅうイモなんよ。あれは40日以上熟成

カンコロを麺状に加工したイモキリ
（姫島ではけんちゃん汁でいただく）

イモキリを麺状に切る様子 （体験させていただきました）

イモキリを大量生産するための押し出し器具

イモキリを麺状に切る道具 （料理体験でも使用される）
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させて糖度 12度以上になったら「甘
か ん た

太くん」になる。

「甘太くん」はJA全農おおいたのブランドで商標登録

してるから、私たちのところでは「甘太くん」とは言わ

れんけどね。このイモはデンプン質が多いのが特徴で、

粉にすると当然デンプン質の多い粉になる。これでイ

モキリを作ると、茹でる前は粘り気がないんだけど、

茹でるとデンプンが変質してグルテンになるからうど

んよりもヒキの強い（コシの強い）イモキリができる。

だから喉越しが良くなって美味くなった。それと、か

けるつゆも、出
だ し

汁や醤油も良くなってきた。豆腐だっ

てあるし美味くないわけないんよ。

What is a IMOKIRI？

　イモキリを作る方法は押し出し器具だけじゃなく、

昔ながらの生地を包丁で切る方法も続けている。う

ちでは「豊の国千年ロマン観光圏」という国東半島の

観光に取り組んでいる別府の一般社団法人と提携し

て、イモキリの調理体験をやっている。この前（令和

7年9月中旬）もAPU（立命館アジア太平洋大学）の学生

が30人ほど来たね。押し出し器具を使っても面白く

ないから、手で切る方法で体験してもらった。学生さ

んが作ったイモキリは幅が大きかったり不揃いだった

けど、それが美味しいっていうんだ。オーストラリア

からも今度たくさん来るよ。外国からのお客さんは最

近結構来るね。私ら英語がわからないんだけど、彼ら

が「これは何だ?」ってイモキリについて聞いてくるか

ら、「スイートポテト」、「スライス」って英単語で答え

たの。そしたら案外通じてたみたいだね。面白いもん

だよ。それにね、よかったというジェスチャーを私た

ちは腕で輪を作ってオッケーっていうけど、彼らに

はそれじゃ通じないの。どうしたものかと思ってた

ら、引率してた人が手をグーにして親指を立てろって

いうんだ。それで両手をグーにして親指立ててグー

（Good）って言ったら彼らも笑顔で喜んでくれた。「サ

ムズアップサイン」っていうんだね。私たちも違う文

化が体験できて楽しかったよ。

イモ以外の食文化

　姫島には「干しカブ」という大根を干した保存食があ

る。よくいう切り干し大根のことなんやけど、あれは

結構作り方がめんどくさいんよ。でも姫島の干しカブ

は特に評判がいい。1月頃大根をスライスして、それ

を干すんだけど、道路脇とかにあるフェンス（金網）

にかけて天日干しにするの。6割程度の生乾きの時に

一旦茹でてまた干す。そうやって仕上げるのが姫島の

方法。よその切り干し大根は生の大根を干しただけだ

から硬い。ところが姫島の干しカブは柔らかくて本当

に美味しいよ。巻き寿司の干
かんぴょう

瓢の代わりになる。個人

によって固さや味も好みがあるから干し方や作り方に

も違いが出てくる。味噌と一緒で「手前味噌」になる。

味噌と言ったら納豆味噌というのもあるな。大豆を蒸

して、手で潰れるくらいに柔らかくして小麦粉を入れ

て練る。餅みたいになったら小さくちぎって、板の上

に広げて麹
こうじきん

菌をかける。40時間位経ったら麹菌が真っ

白に増殖してくる。そしたら納豆の匂いがする。その

後、10度くらいの環境、今だったら冷蔵庫の中かな、

そこに1ヶ月寝かせて作る。そしたら奈良漬やきゅう

り、干しだこ（タコをスルメ状に干した姫島でみられ

る保存食）をスライスしたのを混ぜて食べる。

　野菜も作るけど、自分ところで食べる分しか作らな

いな。自家栽培する人は農薬のやり方や分量が適当な

ことが多い。虫の食い残しが多少ある野菜や市場に出

回っている野菜は、まぁ安全かなとは思うよ。

海の幸でつくる食文化

　海に囲まれてるから動物性タンパク質はなんぼでも

ある。魚は獲れるし、磯に行けばサザエやら貝が獲れ

る。だから魚の料理で姫島独特なのはない。ごく普通

の料理だな。煮る、焼く、刺身という具合かな。村内

でも以前はアニサキス（アジやサバの寄生虫）の被害に

会った人が何人かいた。でも近頃はみんなアニサキス

の存在を知るようになって対策するようになったな。

「鯛
たいめん

麺」という料理が姫島の郷土料理としてよく取り

上げられているけど、一般に知られる鯛麺は略式なん不揃いにも「味」がある
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や。本当はお金と手間が掛かるものなんや。本当の鯛

麺はうどんを自分で打って（製麺）、そのうどんに鯛1

匹を丸ごと使って煮出した汁を元につゆを作る。煮出

しした鯛は味が抜けてしまってもう使えないからもう

一匹の鯛を用意するんだけど、その鯛は一匹丸ごと香

ばしい香りが出るくらい焼いて、それを麺に乗せて先

に煮出したつゆをかけて作る。本式の鯛麺は鯛が2匹

いるので金も手間もかかる。だから鯛麺は結婚式や偉

い人が島に来た時、お祝いの場くらいしか出せなかっ

た。でもいまの人は1匹で済ませる。鯛を茹でた汁を

うどんにかけて鯛を上に乗せるだけや。

　あとはサメを食べる習慣があるかなぁ。ウバザメ

とかホシザメっていう体長1mくらいの種類なんだけ

ど、姫島の人は「ノウクリ」っち言いよる。これを薄く

引いて湯引き(さっと湯に通す）にしたものや。それを

酢味噌で食べる。なかにはノウクリを味噌汁にして食

べる人もおる。そりゃ美味かろう。

私の考える「農業遺産」

　国東半島にはため池を中心とした独自の農業文化が

今も残っているけど、私が考える「農業遺産」は少し

違ってる。実はこの村には「二
ふたまた

股池」っていう農業用の

ため池があって、その下流ではかつて小規模ながら稲

作が行われていた。しかし戦後になって島の人口が増

え、水が足りなくなったときに二股池を水道の水源地

に利用するために、稲作農家の人に農業をやめても

らった。当然相当の反対があったよ。でも農業はどう

しても農薬を使う。飲料水に農薬が入り込む可能性も

あるし、何より稲作は水を大量に使う。姫島にはため

池が少しあるだけで川がない。井戸水も塩分が多い。

だからため池の周辺しか米が作れなかった。島から田

んぼがなくなって以降、米は島外の米を仕入れて農協

(現在のJA)から配給してもらいよった。村の近代化の

ために島の人は稲作をやめる決断をした。そんな歴史

が姫島にはある。

　ほかにも昔は牛を飼っている家もあった。姫島の肉

牛は質がいいことで有名で、戦前は「姫島牛」のブラン

ドで全国的にも知られていた時期もある。でも畜産は

昭和50年代には完全に廃れてしまったな。

島の農業の再生

　今、島には農業で生計を立てているところはないけ

ど、老人クラブで農業をやっている。姫島の中心地か

ら南西の「浜
はまなか

中」というところに以前、田んぼがあった。

そこは昔から湿地で田んぼしか使えなかった。それも

時代と共に担い手がいなくなって、長らく薮
やぶ

になって

いった。それを前の知事（広瀬 勝貞氏）が前の村長（藤

本 昭夫氏）に浜中が田んぼだった頃の航空写真を見せ

て、村での開発が予算的に厳しいのなら過
か そ さ い

疎債（過疎

鯛麺　出典：農林水産省「うちの郷土料理」
写真提供元：大分県　　　　　　　  

「ノウクリ」（小型のサメ）の湯引き

現在は水道用として利用される二股池（大
お お み

海溜池）
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対策事業債）という制度を活用して再生したらどうか

と持ちかけたんだ。これは予算の98%に国の補助が

出るというもので、これを活用して圃
ほじょう

場整備をした。

6町歩
ぶ

（約6ha、別大興産スタジアムの約1.7個分）ほ

どの島にとっては広い農地だよ。畑の全部で野菜など

の栽培はさすがに手が回らないから、一部は老人クラ

ブで景観作物として花を植えるようにした。

　3月の終わり頃に菜の花と9月の終わり頃にヒマワ

リが咲くように全体の2ha分。残り4haで老人クラブ

がサツマイモの栽培に使っている。個人じゃないけど

言ってみれば大きな百姓、集団農業やな。自分たちで

2台のトラクターを動かしてな。作る作物は「紅はる

か」っちゅうイモや。それでカンコロの材料にしてイ

モキリとか作る。3月の菜の花の時期になったら茹で

団子を作って「おせったい」をしようかと思ってる。私

らの伝統料理を残す活動は、全国の老人クラブの団体

からも表彰されたよ。今の知事（佐藤 樹一郎氏）にも

表彰されたし、そのときの賞金で老人クラブのテレビ

も購入した。

文化の伝承

　次の世代に伝えることとしては、老人クラブでも若

い世代の人が入ってきている。老人クラブのメンバー

は知識も技術も豊富だよ。でもいずれ引退していく。

だから、イモキリを作るときでも、ベテランのメンバー

の中に1〜2人は新しいメンバーを入れるようにして

いる。もっとも、新しいメンバーっていっても老人ク

ラブなんで70歳くらいの人たちなんだけど。島の郷

土料理にはレシピなんてないよ。材料や分量とかは記

録できても火加減とか火を入れたり切ったりするタイ

ミングは記録できない。経験から覚えていくことが大

事なんだ。姫島には「そらきた餅」というのがある。こ

れもイモから作るんだけど、急な来客が来てもすぐ出

せるように「そら来た!」っていうことで名付けられた

らしい。これは芋を茹でて半分に分けて半分は砂糖を

混ぜてあんこにする、もう半分は小麦粉を入れて練っ

て餅状にしていく。昔は島の麦で作った精製していな

い小麦粉を使っていたけど、昔の粉の方が味はよかっ

たな。

　これだって、レシピが作れないんだ。芋に粉を入れ

てどれくらい混ぜるどのくらいの固さになったら餅に

なるなんて紙にかけない。だからそらきた餅は手間が

かかっていた。でも手間がかかった分、美味しいよ。今、

このそらきた餅を島の名産として商品化しようと、村

の若い人たちが試行錯誤しているけど相当苦労してい

るみたい。私たちでも作る度に毎回出来が違って同じ

ものができない。その手加減は難しいよね。

名人の趣味

　趣味はなぁ…。大体私、趣味がないんよ。昔、田中

角栄（元首相）の一派で二階堂 進
すすむ

という政治家がおっ

たんや。すごい切れ者の政治家やったけど、ある日、

新聞記者が「趣味は何ですか?」って尋ねたんや。そし

たら、「私の趣味は田中角栄と自民党や」と言ったんや

と。私も同じや。イモ畑の仕事と老人クラブの仕事が

私の趣味や。他に行くところもないし何もできないし。

歳だって、もう 87だぞ（笑）。

若い世代に伝えたいこと

　若い人に伝えたいのは、姫島のことをもっと知って

もらいたいということかな。例えば、姫島にはジオパー

老人クラブが農業を行っている「浜中」の圃場 　   
（収穫後の休閑期の様子 令和7年12月21日撮影） そらきた餅　出典：農林水産省「うちの郷土料理」
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ク（日本ジオパーク）というのがあるくらいに独特な地

質や化石がたくさんある。私が子どもの頃は、先生に

地質や化石が詳しい人がおって、その先生の元で化石

やら鉱物やらを調べたり収集したりしていた。今で言

うならオタクやな。当時、私たちが集めた化石や鉱物

は今でも小学校に保管されているよ。今は小学校や中

学校でも地質や化石はほとんど授業で扱わないんだっ

てね。大学で専門教育を受けないと触れる機会が無い

ような状況や。私が教わった理科の先生は、「火山の

話なんか学者の想像じゃ、何ならお前が調べてみろ」っ

ていうような先生じゃった。そう言われたらこっち

だって真剣になって調べるやろ、そして調べたものを

先生に報告したら「おまえ、よう調べたのぅ」っち褒

められよった。そうやって知識やらを身につけよった。

今にして思えば、先生の教え方がうまかったんやのぉ。

　島の食文化や暮らし、自然や歴史は、誰かが語り続

けなければ消えてしまう。島の記憶をひとつでも多く

次の世代に手渡していくことが、今の私や老人クラブ

のメンバーの務めだと思っている。

【取材日：令和7年9月29日・11月5日】
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島崎 勝廣【しまざき かつひろ】

▲

東国東郡姫島村生まれ。長距離トラック運転手、姫島村役場職
員を経て、昭和62年～平成27年まで姫島村議会議員を務める。
平成28年に姫島村老人クラブ連合会会長に就任。郷土料理の継
承を目的とした料理教室の開催や、一般社団法人豊の国千年ロ
マン観光圏に郷土料理「イモキリ」作り体験プログラムを提供。国
内外の観光客から好評を博す。また、郷土料理「イモキリ」や「カ
ンコロ餅」などを振る舞う「カンコロせったい」の開催や郷土料理

「納豆味噌」の製造・販売を手掛けるなど、郷土料理のよさを広め
るべく老人クラブのメンバーらと精力的に活動中。近年は村内の
遊休地を活用し、景観植物（菜の花、ヒマワリなど）を栽培し、島
に新たな観光名所を作るほか、村内のサツマイモ生産を支えるた
め育苗事業を行い、イモ苗の安定供給にも一役買っている。

略 歴

年　　齢：87歳（昭和13年生まれ）
職　　業：姫島村老人クラブ連合会 会長
　　　    家業として運送業、葬儀店を経営



【取材を終えての感想】

　私は「聞き書き」を通して前からとても興味

があった姫島村について詳しく知ることがで

きました。私は今回「聞き書き」に参加するの

が初めてだったため不安もありました。です

が名人の優しさ、明るさ、そして思いにとて

も心を掴まれました。名人の伝統料理に対す

る姿勢にもとても惹かれました。2回目の取

材を行った際、私達は実際に作ってみるとい

う体験をさせていただきました。実際に作っ

てみると見た目以上に細かい作業や工夫が多

くあり大変でした。地域の方々が優しく笑顔

で丁寧に教えてくださったおかげでたくさん

のことを学ぶことができて大変良い経験とな

りました。作り終わって、伝統料理は多くの

人の思いが長い年月積み重なってきたその地

域の文化だと改めて感じることができました。

島崎さん、今回はとても貴重なお時間を本当

にありがとうございました。名人、そしてそ

の地域の多くの人々が大切に伝えてきた伝統

を、私も多くの場所で伝えていきたいなと思

います。

（2年 利光 穂乃花：写真左から1番目）

　私は今回の聞き書きに参加して、初めて姫

島に住む方のお話を聞かせていただきました。

第一回目の取材のとき、わからないことだら

けでしっかり質問ができるか不安でした。し

かし、島崎さんがとても優しく楽しそうに

話してくださったので緊張がなくなり、とて

も楽しく取材を行うことができました。姫島

の方々に、イモキリを作るときのコツなどを

教わりながら作ったイモキリはとても美味し

かったです。茹でるときに、まな板をトント

ンしながらイモキリを入れることで茹でてい

る最中にくっつかないということを教えても

らいました。伝統として受け継がれてきたイ

モキリを食べることができたし、人生で初め

てサメを食べることもできました。姫島の方々

は私たちにとても優しく親切に接してくれた

ので、とても楽しかったです。またいつか姫

島のイモキリを食べに行きたいです。

　今回はお忙しい中、このようなとても貴重

な体験をさせていただいて、ありがとうござ

いました。　

（2年 古澤 萌々香：写真左から3番目）

　今回、初めて聞き書きに参加させていただ

きました。テストや文化祭などの行事の合間

の取材で大変なことも多かったですが、名人

をはじめ老人クラブの方々があたたかく迎え

てくださり学校では学べない貴重な体験がで

きました。私は、姫島に行くのは初めてでし

た。そのため船も土地も初めてで緊張してい

ましたが、白寿園に着いた際に名人が外で待っ

てくれており手を振ってくださったため緊張

も和らぎました。お話を聞くと、たくさんの

姫島の事がわかりました。姫島の水源事情や

食べ物事情、島民の人柄まで教えてください

ました。特に印象に残ったのは姫島には鍵が

ないという事です。それだけ住んでいる方々

が素晴らしいのだなあと思いました。帰りの

船まで時間があったので姫島を少し回り

ましたが、猫がたくさんいて幸せだなあ

とも思いました。姫島の方々は自転車で

移動している人が多いという印象でした。

2回目の取材では実際にイモキリを切って

作って食べさせていただきましたがとて

も美味しくて、みなさん優しく教えてく

ださりとてもいい体験となりました。本

当に姫島に住みたいなと思う時間でした。

（2年 河野 佑南：写真左から4人目）
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名人の紹介

　俺は池田雅彦といいます。昭和34年生まれの66歳

です。まず農業には兼業農家と専業農家があります。 

今までは兼業で、高校を出てから近くの会社に勤めな

がらずっと親と一緒に農業してきて、43歳ぐらいか

ら専業でやってきてます。そして、農業に専業になっ

てのめり込んできて今は日本全国のいろんな会議に

行って勉強しています。 農業についてはもう誰にも

負けないような知識を持っています。いろんな勉強が

できるからということで、役員も率先してなります。 

普通はもう皆さん嫌がりますが、自分でどんどん農業

に関して勉強するというやり方で今まで来てます。

農業への決意

　高校を出てから近くの会社に勤めながらずっと親と

いっしょに農業してきて、子育てが終わるときにどう

しようか悩んだ時の一番の決め手は奥さんの一言でし

た。子供も育ったし農業をやりたいと言ったときに、

奥さんが「好きならすりゃいい。やるならやりなさい。

どっちでもいいですよ」っていう一言。今度は親もな

くなってどうしようか、会社にこのまま残ろうかどう

しようか悩んでたけど、「あんたがこの規模の農業を

今辞めたらみんなが困るんだ。多分どちらを辞めても

困るけど誰もこの規模の農業は受けてくれない」です

よね。 そういうことならもう会社をやめてこっちを

した方が、考えが楽だったわけです。

農作業

　まずうちは今、コシヒカリ。その次にひとめぼれ、

つや姫、それからつやきらり、ヒノヒカリ、もち米、

それと飼料用の米（WCS）、そしてつや姫の種子も作っ

てます。種子っていうのは原種を買って、それを蒔い

てやって一般の種子にして販売することです。

　うちの場合は農作業の分散化と言って、「田植えの

準備に入ります。種まきに入ります」っていうのが 3

月の初めから始まりまして、1回に植えようとしたら

やっぱり人手がいります。だからそれはもう家族内で

やるってことで何回も分けて家族でできるようにしま

す。1週間に1回種まきを品種別に2ヶ月ぐらいかけ

て次々と行います。そして4月の10日ぐらいから順

番に田植えをします。そのまた次の週に種まきをする
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池田 雅彦（大分県宇佐市）

 聞き手：藤本 祥吾・首藤 慶大・倉永 歩叶（私立大分高等学校 普通科）

光と場所
～未来へ紡ぐ～



という循環の作業をして、田植えも1回で植える面積

をあらかじめ決めて、あとは4月10日ぐらいから7月

10日ぐらいまで繰り返します。ただし、季節を跨ぐ

と虫やらいろんな病気がたくさん出てくるようになり

まして、10月に入ると稲の茎を食べるイネカメムシ

なんかがかなり出てくるようになりました。

　病気っていうのはその年にならないと分からないも

ので、急に発生するときもあります。予防的なことは

できるんですけど、予防だからもう予測で使うしかな

いので病気は出る出ないは分からないですが、うちの

場合にはドローンを使って農薬をたくさん散布するこ

とになります。ただ、病気と害虫と菌にと、殺菌効果

のあるのを次から次へと予測して薬をたくさん使うと

ものすごいコストがかかってしまうので農薬は使用が

難しくなります。 病気の種類によっては病気が発生

してから急いで使えば間に合う薬もありますが病原菌

については、苗が育ってきたときから存在するので分

からないですね。

水不足との格闘

　この地域は元々水不足になりやすかったみたいで、

地区に大きいため池があります。 晴れが続くとため

池から出す水の量を少なくしてます。少しずつみんな

に流してまだ水がいる人が居るなら言ってくださいっ

ていう方法でやってます。今年はこの仕事は多いです

ね。どこの集落も今までは、水がいらなかったけど今

年は水不足が多くため池の水を出したっていう話を聞

いたりします。

　私が小学校に入るくらいのときからこの地区は大分

県で一番水が足りてないです。 飛行機でドライアイ

スをまいたりして雨を降らせようとかも昔はしたらし

いですよ。見たわけではないから効果は分からない

ですが。あとこの地区にはダムが3つあるんですよ。 

1箇所はもう空になっていて、1箇所はもう10%か

15%じゃないかな。全くそこだけ雨がないです。他

のところはすぐ満タンになりますが、ここは降ってな

いんです。だから院内町上納持のダムだけが給水制限

が出ました。その役員も私はやってます。ここでその

ダムの水が完全に止まったらもう全く川の水はなく

なります。山も保水力がないから、1時間ぐらい雨が

降っても表面をパッと流れるだけで水がしみ込みませ

ん。さらにこの地域の水道水は、ダムの水を農業用水

で引っ張ってるところに上水場を作って、その水を 

1/3くらいもらう形になっているので一時は足りない

状態で、この状況を改善するために、ここから2.3km

上でボーリングしたんですよ。

　それで、ボーリングして水を確保しようって掘り

出したら温泉が出てしまって、結局そこは温泉セン

ターになりましたね。うちのとこもボーリングしてる

んだけど、 それもギリギリでした。ボーリングした水

が24度を超えると温泉という判定になっていまして、

そしたら今度は県知事の許可とかいろんな許可をもら

わないといけないので、普通にボーリングするんだっ

たらもう24度以下でやめになりました。90mぐらい

掘ったんですけど、温度が上がったからもうやめな

きゃいけなくなりました。

WCS（飼料米）と水稲

　WCSと水稲では特に収入が変わります。飼料用米

は収入がどんと低くなるけど飼料用米のほうはコスト

がかからない。もう田植えをして終わり。収穫は畜産

業者がしてくれるので、水管理と、周りの草の管理ぐ

らいです。水稲の方は消毒とか収穫とかいうのはコス

トがかかりすぎる。WCSはそれを全くしなくていい。

だから規模を大きくしてWCSだけは田植えまでして

あとは畜産業者にお任せしてます。

体験風景

収穫風景
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委員会業務

　私のメインは農地の後継ぎを探してまわること。こ

の人は今年でリタイアしましたってなったら、農業委

員会の方に「誰か後継ぎを探してくれませんかね？」っ

て連絡がきます。そうしたら現地を見て、「あ、ここだっ

たらこの人が多分近くでやってるからいけそうだ」と

か、そういう担い手の大きなグループがあります。だ

からそこで振り分けて、「ここは○○さんかな」とか。

そういう話を農業委員会としてお願いにも回ります。

大体そういうことを言ってくるところは見つけにくい

です。簡単なところだと隣近所が「来年作ってあげる

わ」っていう風でしょう。でも作る人がいないところ

もありますね。

地域おこし

　25年ぐらい前ですかね。ここの地域で、大分県か

ら 2箇所指定を受けて、そこで地域おこしをしようと

いうことで祭り行事をしようとか調査をするとかを一

生懸命がんばりました。そこで21世紀委員会という

会が発足したんです。そしてそこで大分大学の教育学

部の生徒を農業体験の受け入れ等をして、またそれか

らあと、都市との交流事業で西大分の高崎台という地

域があり、その中で、一番楽しく集まれたのは11月

の祭日かなんかの時にここが今あの米と柚子の産地っ

てことでみなさん収穫し終わって収穫感謝祭ちゅうの

を行ったときですね。

　お祭りの時は、地元の農産物を販売したり、皆が色々

なものを作ったりしているからそれをずらっと並べて

て、地域側は、シンガーソングライターの方を呼んだ

り、ボランティアで慰問をして回る人たちを呼んだり

といった色々な催しを一緒にやって一日を楽しんでた

ね。あとは田舎だから猪の汁の販売とか、おにぎりの

販売をして一日楽しくやってました。

　イベントは大分大学との交流事業で始めたことなの

で、大分大学と年間4回ぐらい行っていたかな。年間

だと3月が椎茸の駒打ち体験、6月は田植え体験。9

月に田んぼであって田んぼでないようなところがある

ので草がボーボーになってるところの草刈りに、それ

も 1泊 2日で来ていた大学生がまた40人、50人にやっ

てもらって、その次は稲刈り体験。稲刈り体験の時は、

今度はここの小学校が20人か30人いないくらいだっ

たから大学生も40人ぐらい来て、一緒に交流で運動

会をして、やっぱり地域を盛り上げたりしましたね。

　でも会の運営が今は大変になっていて、会は皆が

50代から60代ぐらいの時にできて、それから20何

年経ってもう動けなくなっちゃうんだ。もう半分は死

んでしまってる。その21世紀委員会も残ってるのは 

2人だけ。私と1人会長さんがいる。その会長は前の

会長が死んだからその後に会長になったね。だから会

にずっといるのは私1人。作る前から今までを全部経

験しております。まだ今のところ、どうにか高崎台と

の交流はどうにかこうにかやっていってます。コロナ

前まではずっと祭りも続いて地域全体がみんな顔見知

りだったんです。年寄りから子供までみんなもどこの

家庭も。僕は当時100軒ぐらいあった地域の家族を

みんな知ってた。

　それがコロナが流行って、自粛とかで交流がなく

なってしまい、もう今は車で離合しても挨拶もないし、 

どこの人かもわからん。前までは何でもすぐ連絡が

あって楽しい祭りができてました。でもコロナが響い

たね。何もかもが止まった。昔は地域運動会をしよっ

たけど、今は小学校に行っても子供がおらん。生徒3

人に先生1人。コロナがなくなっても復活は無理。そ

れまではみんなが集まって盆踊りとかしよったんやけ

ど、全部無理になってしまった。

やりがい

　やりがいは、収穫したときでしょう。収穫したとき

の方が疲れが出ません。苗が植え終わったときの疲れ

は物凄いよ。やっと動けますよって感じで終わるくら

いで何にも収獲はないからね。収入もないし、今から

の時期だったらもう毎日お金をみるだろうけど、請求

書もくるからね。それもほんと今結果が出るのが一番

嬉しい。お金より結果かな。それならこのくらいよう

できたとかやっぱ自分の努力の結果がな。

収穫直後
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今後やりたい事

　次の代に渡す前にもうちょっと設備を綺麗にしてあ

げたいかな。今でも機械を置いてるところを歩くのが

大変なんですよ。1個ずつ買って行ったもんだから機

械がぐちゃぐちゃになってしまって、いっぺんに入れ

てピシャーってしたんだったら綺麗に整うけど、時代

に応じて便利な機械を次から次に買ったからもう置く

場所もなくなってしまう。たくさん買った機械を綺麗

にしてしまって、楽に色々難しい操作をしなくてもい

いように計画しています。まだまだ子供達の代で辞め

るわけに行かんしな。

高校生へ伝えたいこと

　高校生へ伝えたいことは組織を大事にしてもらいた

いということです。組織のトップが変わったりしてい

たら会が止まってしまう。もう次の人になったら前の

ようにいきません。全体で取り組むことで組織は大事

にやっていってもらいたい。 そうしないと勉強する

場もなくなってしまいますからね。

　あと、人生これから先はやっぱり何の仕事について

もやっぱ根性がなけりゃだめだと思います。今の子供

達は全く根性がないように思えます。農業大学校の生

徒と交流もありますが、奨学金をもらった場合、農業

大学校を卒業して農業法人かどこか大分県内の企業に

就職しなくてはならないっていう、一応の条件があり

ます。その条件が3年働かなくてはいけないだったか

な。地元で3年続く人がいません。もう2年目ぐらい

にはもう辞めたくて、でも奨学金は返さなくてはいけ

ない、だからお金は返すから仕事を辞めますって言う

ぐらいにほとんどの人がなります。となるとそこの大

学からはもう採用しないと言われる。だけど高校生は

まだ自分の進路なんか、はっきりないわけでしょうし。 

「これじゃ！」って一生するようなことは考えようもな

いよ。だから、これを一生するって気持ちを持って行っ

て欲しい。脱落する人も多い。 だけど、俺はそれで

いいと思いません。2、3年で脱落するのはだめでしょ

う。20歳から22歳で働き出したら、 35歳から40歳

ぐらいまで、それを頑張って、これじゃ俺の人生終わ

りじゃなあって思ったら、 違うことに頭を向けてもい

いと思いますよ。

【取材日：2025年9月24日・10月10日】

P r o f i l e

池田 雅彦【いけだ まさひこ】

▲

高校を卒業後、近隣の会社に勤務しながら兼業で親とともに農
業に従事。43歳頃親の逝去をきっかけとして農業に専念。その
後、平成20年に農業法人あまり谷設立に携わり、現在はあまり
谷の代表理事や大分県指導農業士といった農業に関わる立場と
して尽力している。

略 歴

年　　齢：66歳（昭和34年生まれ）
職　　業：水稲農家、大分県指導農業士、
	 農事組合法人あまり谷代表理事
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【取材を終えての感想】
　池田さんの話を聞いて私が印象に残ったこと
は2つあります。
 1つ目は、地域の伝統文化が直面している深刻
な衰退という現実です。私はこれまで、日本全
体で問題視されている人口減少に伴う過疎化に
ついてはニュースや統計データを通じて知識と
しては頭にありました。しかし、それが具体的
に地域の生活や文化にどのような影響を及ぼし
ているのか、その「実際の現場の状況」について
は知りませんでした。池田さんの話を聞き、単
に地域の活力が失われるというだけでなく、古
くから続いてきた大切な行事や祭りが、担い手
や参加者の不足によって実際に消滅してしまっ
たという事実を知りました。伝統文化は、その
地域で暮らす人々の生活の重要な要素です。そ
れが失われることは、単なる行事の喪失ではな
く、地域の繋がりが断ち切られ、歴史が途絶え
てしまうことに等しいと感じ、この問題の深刻
さを改めて認識しました。
　2つ目は、農業という分野に対して池田さん
が積極的に向き合い、自ら学び続けている姿勢
そのものです。特に感銘を受けたのは、池田さ
んが40代から本格的に農業の勉強を始められ
たという点です。専門的な知識や技術の習得は
若い頃から始めるものだという固定観念があっ
たのですが、信念をもって取り組み続け、今で
は地域でトップレベルの農業に関する知識や技
術を身につけているという話を聞き、「人はい
つからでも、どのような状況からでも、新しい
分野に挑戦し、専門性を身につけることができ
る」ということに気づかせてもらえました。池
田さんの揺るぎない探求心と努力の姿勢は、私
の今後の人生において、新しい一歩を踏み出す
勇気をもらえました。

　以上の学びを活かして、今後の生活を歩んで
いきたいです。

（2年 藤本 祥吾：写真右から2番目）

　私は今回の聞き書きを通してコミュニケー
ションを工夫することの重要性と勉強し続ける
ことの大切さの2つを学びました。取材の日に
なるまでは名人の人柄もわからず、うまくでき
るか、緊張でいっぱいでしたが、実際に語り手
の名人と向き合ってみると話を伺うなかで、質
問を考えることに必死になってしまいました。
質問を進めていくと聞き書きは単なるインタ
ビューをすることではなく、名人の経験や思い
を預かり、しかる場で繋げる行為だと感じ、名
人が語っていることを受け止めて文章を書き起
こして自分の意志を出さずに伝えることの難し
さを実感しました。その上、話を引き出すには
相槌や質問の形式まで意識する必要があり、コ
ミュニケーションを工夫することの大切さを学
びました。
　また、社会に出てからも絶えず学び続けて、
折れない意志をもつことで誰にも負けないと言
える知識と時代の変化にも柔軟な対応をするこ
とで先祖から受け継いだものをこの先の子や孫
の世代へと残し、繋げていこうとするさまから
今の自分に必要と思うことを貪欲に学び続ける
姿勢を大切にしていきたいと感じました。

（2年 倉永 歩叶：写真左から1番目）

　私は今回の聞き書きの活動を通して、実際に
現地に足を運ぶことの大切さを学びました。近
年はインターネットが発達していて、リモート
で他者とコミュニケーションをとることができ
るようになっています。しかし、リモートでは
どうしても間違った意味で相手に言葉が伝わっ

てしまうなど、不便な点がいくつかありま
す。だからこそ、この聞き書きという活動
は名人のところに出向き、その名人から生
の声を聞けるというところに意義があるの
だと思いました。また、文化や伝統を守る
ために、次の世代へと伝承していくことが
大切だと改めて思いました。現地では少子
高齢化が進み、農業の人手不足が危惧され
ています。そのような中で、名人の池田さ
んは大学生などと積極的に農業体験などの
交流を行っていて、そこからは地域の農業
文化を絶対に絶やさないぞという強い意志
を感じました。私も地域の状況に目を向け、
そして地域のために行動を起こせるような
人になりたいです。

（2年 首藤 慶大：写真右から1番目）
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酪農家への道

　私の名前は梅津慎介です。生まれは昭和53年です。

元々家が酪農家をやっていて、いつかは継ぐだろう

なぁとぼんやり思ってはいたかな。それがはっきりと

したのは豊後大野にある農業学校に通い始めた時で、

そこで出会った仲間が農業で飯を食っていこうという

人ばかりだったからこんなに仲間がいるなら、自分も

頑張ってみようかなという気持ちになったかな。

　農業学校を卒業してからは豊後大野市で酪農ヘル

パーという酪農家が休む際や、人手が足りない時に代

わって搾乳や餌やり、牛舎の清掃とかの業務を行う仕

事に4年間ついて、今に至るって感じやね。

酪農家の仕事

　酪農家の1日の流れは、大体5時半ごろ起きて朝飯

食べて牛たちに餌をあげて、それから搾乳して朝の作

業は終わりかな。餌はミキサーにとうもろこしや外国

から輸入した牧草をミックスしてあげていて、時間が

来たら機械が餌を自動であげてくれる。昼間は牛舎の

掃除や色々な仕事をして、夕方に朝と同じように餌

やって2回搾乳する。それを欠かさず 365日お盆も土

日も正月も祝日も関係なくずっとせんといけん。

取材の様子 作業風景
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 聞き手：渡邉 加乃・安倍 心優・佐藤 明歩・仲 実咲（大分県立中津南高等学校 普通科）

酪農家の道



　よっぽど牛やこの仕事が好きな人じゃないとなかな

かできない。

　メインは乳牛なんやけど、黒毛和牛の繁殖といって

黒毛和牛のお母さん牛に人工授精して子牛を産ませ

て、その子牛を市場に連れて行って販売するってこと

と両方やってる。受精卵の採卵の仕方は、まずお母さ

ん牛にホルモン注射をして、普通は一個しかできない

受精卵を5個とか10個とかに増やすんです。それを

牛の中から取り出して受精卵をホルスタインのお腹の

中に入れるとホルスタインから純粋な黒毛和牛が生ま

れる。その作業は、自分でするわけではなくてそうい

う技術を持った獣医さんがする。うちは牛に食べさせ

る餌も飼料用のとうもろこしを自分たちで作ってるか

ら、10ヘクタールくらいの土地に4月に種まきして8

月に収穫してもう一度種まいて。そして12月に収穫

してミキサーで飼料用の餌を作るって感じやね。それ

と、うちの牛の頭数で牛って1日4〜5tのうんちをす

るんよ。それをそのまま放っておくと溜まるばっかり

やけん、その処理を考えて経営せんといけん。だから、

牛のうんちの処理能力がそのまま、どのくらい牛を飼

育できるのかに影響してくるかな。うちは、搾乳牛が

85頭で普通に搾乳してるのが72頭、それと乳牛の子

牛が35頭の黒毛和牛と成牛と子牛など全部で150頭

くらいやね。それを自分と妻と両親と、正社員一人と

アルバイトの二人、計5人くらいで世話してるかなぁ。

僕が仕事の中で一番好きな時間は、 牛が生まれること

や死んでしまうことがありいろんな感情で仕事をして

るから、やっぱり無事に子牛が生まれると嬉しいし、

自分の失敗で殺してしまうことがあった時は親牛に

もっと目を向けていればそういうことにはならんかっ

たんかなと後悔することもある。けど、お産で体力を

使っていろんな病気にかかりやすい期間を乗り越えて

順調にお母さん牛が元気になるとやっぱり嬉しい。

　牛は当たり前だけど言葉が通じないから、なるべく

悪くなる前に呼吸が荒いなとか、例えば子牛の場合は

ちょっとうんちが緩いなと思ったら、ミルクをあげる

量を控えるとか、なんでも早目に酷くなる前に予防す

ることを意識してるかな。それと半年に一回えさの専

門家に飼料計算してもらう。

牛乳の説明

　季節によって牛乳のでる量が変わるんよ。夏場は人

間と一緒で食欲が落ちやすいから搾乳量は減って、逆

に冬は寒さに割と強い動物なので結構搾乳量は多い。

夏はみんな冷たい牛乳をお風呂上りとか、朝とか飲む

やろ？やけん消費量は多いんやけど、反対にこっちが

絞る量は少ないんよね。冬は大体31キロ、夏は大体

28キロくらいになる。だからその価格も違うんです

よ、夏と冬では。夏は需要が高いからメーカーが高く

買ってくれる。冬は余るからその分安く買われる、だ

からたくさん出る時に安く買われて、あまり出ない時

に高く買われるって感じになってしまう。やから夏場

いかに牛を健康にして餌食わせて牛乳を搾る量を増や

すかが、課題の一つではある。ここ最近の夏尋常じゃ

ない暑さやけん、牛が死なないように、熱中症になら

んように換気扇はずっと回しっぱなしやね。

　冬場に余った牛乳はメーカーが脱脂粉乳にして水分

を取り除いたものを作って倉庫に直しておく。チーズ

にしたりバターにしたりすると、加工する分絞った牛

乳を殺菌してパックに入れるよりもコストがかかる。

やけん同じ1リットルの牛乳でも飲用向けと加工向け

で値段が違うっていう。飲用向けが夏場で132.3円。

加工向けになると72円くらい。それを足して割った

金額が生産者に支払われるお金になる。やけん牛乳が

余れば余るほど加工に回るからこっちの手取りの費

用が少なくなるっちゅう事やね。今年の8月からメー

カーの買い取り価格が4円上がったんやけど、もっと

上げてくれんとうちは経営が成り立たんの。でもあん

まり上げたらみんなが買う牛乳の値段が上がって、店

頭の価格が上がったら消費が落ちてしまう。そしたら、

また牛乳が余ってしまう。だからその協力はするけど

牛乳の普及活動みたいなのを。搾乳体験に来た人が将

来牧場に携わる仕事がしたいといった人がいて今は専

門学校に行っている。だから搾乳体験とかを通して、

牛乳の普及活動には積極的に協力してる。それを体験

した人で、将来牧場に携わる仕事がしたいと専門学校

に行った人もいたかな。顔を出す子牛
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牧場のはじまり

　日出町は昔は酪農家が多かったんやけどね。20年

ちょっと前14〜15軒くらいはあったと思う。それが

今やうちとすぐ隣さんの2軒しかない。　

　元々ここは開拓区で、祖父母が戦前、台湾に移住し

てそこで結婚して、戦争が終わって引き揚げ船ってい

う船に乗って日本に帰ってきて、開拓地だったここに

きたらしい。それでじいちゃんとばあちゃんとおばさ

んの3人でここで住み出して、その2年目に僕の父が

生まれた。最初は山だったところを切り開いて、この

辺は川がないから水を使わない米を作ってた。それか

らしばらくして酪農一本に絞ったのが昭和50年くら

い。やけんこの牧場が開いたのは60年前くらいにな

るかな。

牛乳の提供

　牛乳は個人が店に売っているとかじゃなくて、大分

県酪農業協同組合という酪農専門の農協があるんよ

ね。そこに出荷してまたその上に九州生乳販連ってい

うのがあって、そことメーカーが交渉して1キロあた

りいくらくらいで売ります買いますて感じで。うちが

直接メーカーに行くことはない。農協に売れば手数料

は取られるけど牛乳は痛みやすいものやから、例えば

スーパーに直接売ってて仮に食中毒になりましたとか

なると保健所から 1週間営業停止ってなったら毎日出

てる牛乳をどうするかとかいう問題が出る。やけど農

協を通せば個人の牧場が営業停止とか出荷停止とかい

うことにはならないから安心して売れる。直接売るの

はすごいハードルが高い。保健所の許可とかが必要や

けんね。

奥さんと酪農業を営む

　実家が野菜農家で。野菜は収穫時期を少し伸ばして

も大丈夫だけど、牛はその日じゃないといけないから。

もうやるしかないって思ったかな。それまでは牛がう

んこしてもギャーギャー言ってて。でも最近は大丈夫。

慣れですね。やるって覚悟を決めたかな。

この牧場ならではの工夫

　飼料用のとうもろこしを作っていることかな。とう

もろこしは栄養価が高い。うちの特徴かな。他の牧場

が作っている飼料用のエサは牧草が多い。とうもろこ

しはイノシシの被害に遭いやすい。うちは昔からとう

もろこし作ってるから、イノシシもだんだん知恵がつ

いてあの手この手で狙ってくる。やけど牧草を収穫す

る機械ととうもろこしの収穫の機械はちがうけん。昔

はどこでもとうもろこし作ってたけど、山の方にイノ

シシの害獣が増えてきて、とうもろこしを作れないっ

ていう。それで飼料用の牧草を収穫する機械に変わっ

ていった。うちは田舎ではあるけどイノシシの被害が

割と少ないし収穫するとうもろこし用の機械を更新し

てきたから今でも作り続けてる。栄養価でいったらと

うもろこしの方がいいけん、牛のためになる。それに

堆肥を処理する事にも一役かってくれる。牧草は堆肥

を入れると窒素が高くなりすぎてよくないんよ。その

草を牛が食べると病気になるから入れられない。やけ

どとうもろこしは入れたほうが上手くできる。牛のう

んちは産業廃棄物になるけん、とうもろこしとかを

作っていない牧場はお金をかけて処分してる。やから

そういうところでもメリットがある。循環っていうか。

名人と奥様

とうもろこしが入った牛のエサ
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牛の生死

　産まれるのは年間90頭くらい。死ぬのは一頭か二

頭か、子牛は一頭か二頭やけど、親牛は死んでしまう

のは10頭もいかんくらい。牛乳が出なくなって、肉

用牛に回るのは年間15〜20頭くらいいるけど、病気

で死んでしまうっていうのは、あまりない。あ、けど

90頭のうち年間20頭くらいかホルスタインのメスの

子牛を。それ以外は交雑牛と黒毛和牛を。毎月山香で

出荷している。

消費者に知って欲しいこと・
変えていきたいこと

　水みたいに水道ひねって出てくるものじゃないんよ

ね。すごい手間暇がかかっている飲み物だ、っていう

のがわかって欲しいことやな。牛乳は余るんなら安く

売ればいいじゃん、ていう人もおるけど、酪農家の経

営が成り立たん。餌が高くなってるとか、牛の寝床に

しくおが粉が高くなってるとか、電気代が高くなって

る、従業員の人件費もかかる。なぜ物価が高騰してい

るのかっていうのは知ってもらいたい。

　農業に対してイメージ的にはきつい、汚い、危険、

臭いそういうイメージがあると思う。会社にスーツ着

てネクタイ締めて仕事している会社員に比べるとかっ

こいい仕事ではないけど、物価高とかでお米とかみん

な高いっていうけどそれが普通っていうか。食べるこ

とが当たり前じゃなくて。価値っていうのかな、もう

ちょっと食べ物を大切にして欲しい。大事な価値があ

るってことを。当たり前じゃない事に気づいて欲し

い。食べ物がなくなるかもしれない、戦争が起こるか

もしれない。あるのが当たり前じゃなくてもうちょっ

と食べ物を大切にして欲しい。米が高いっていうけど

あれだけ作るのに時給10円だった頃もあるって。だ

から農家がどんどん減ってる。そういうことがないよ

う、もうちょっと社会みんなに知ってもらいたいし私

たちも努力して伝えていきたい。世間は農家の方より

消費者を見てる。仕事に見合うお金がもらえれば農家

は増えるし、ここまで酪農家も減らんやったと思う。

努力じゃどうにもならんこともあるってことをもっと

知ってほしい。牛は声をかければかけるほど人間に対

して見返りがある。例えばその子牛をしっかり管理し

てやれば大きくなって市場では高く売れるし、逆にサ

ボれば安くなる。手はかけたらかけただけ返ってくる

仕事っていうのを伝えたい。定年退職はないから。死

ぬまで現役が多いですね。こんなに魅力のある仕事は

ないわって続けてる人はみんなそう言う。

将来の酪農

　他の同業の牧場に買い取られていくか、去勢牛は肉

になったり、熊本で月に一回、九州各地の余った牛が

搾乳牛専門の市場で売る人がいる。売られる牛が多す

ぎて待たないといけないこともある。そうならないよ

うに頑張ってはいるんですけどね。酪農に関しては施

設がすごいお金がかかる。この牛舎を作るのに1億円

ちょっとかかってるんだけど、まず新規ではじめると

すごくお金がかかる。

　臭かったり、ハエが増えたり、たまに牛が逃げて畑

を荒らしたりとかするから、近隣の人が反対するんよ

ね。うちも畑をあちこち借りてるけど、年々畑を借り

てるところに新しいお家が増えちゃって洗濯物をまず

入れて、洗濯を干せんみたいな電話もあれば、遠くか

ら臭いアピールをしてくる人もいる。

　自分たちの今後としては、できたらアイスクリーム

を売ったりしたいなぁ。六次産業みたいなそういうの

をやってみたい。ハードルは高いけど、そういうのを

していかんといけんのかなみたいな。自分で作ったも

のを自分で値段つけて。移動販売車でソフトクリーム

とかいいんじゃないかな。

【取材日：2025年9月17日・10月15日】
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P r o f i l e

梅津 慎介【うめつ しんすけ】

▲

平成 15年　　　 実家の畜産業に就農
　平成 29年　　　 経営を継承
　令和 5年～ 6年　日出町酪農組合組合長
　令和 6年～　　　現職

略 歴

年　　齢：47歳（昭和53年生まれ）
職　　業：畜産業・別府日出和牛協議会副会長

109



【取材を終えての感想】
　私も最初は酪農のイメージは、名人が言っ
たようにきつい臭い汚いなどでした。酪農家
といえば、朝早く起きて牧場に行き乳搾りを
する、と思っていたけど実際はそんな簡単な
ものではありませんでした。年中無休で牛の
ことを考え、牛のために働く。異常気象なら
ば落ち着ける環境を整えてあげたり、牛に良
い影響を与えるとうもろこしを栽培したり、
名人の周りには牛への愛が溢れていました。
牛は言葉を発さないから自分が気づいてあげ
るしかないという酪農家らしい心構えがかっ
こいいと思いました。また牛だけではなく、
奥さんやお子さんのことも大事に思っている
のが話を聞いていてひしひしと伝わってきて、
本当に素敵な家族だなと思いました。ぜひま
たお会いしたいです。聞き書きを通して酪農
業を知り、考えることができてよかったです。

（2年 安倍 心優：写真右から2番目）

　今回の聞き書きで色々なお話を伺って、スー
パーで普段何気なく買って飲んでいた牛乳の
裏に本当にたくさんの苦労や努力があるのだ
という事を改めて学びました。実際に牛舎の
見学をさせていただいた時は初めて見る物に
溢れていてとても楽しかったし、面白かった
です。私が特に印象深かったのは、「食べ物が
あることを当たり前に思わないでほしい。」と
いう名人の言葉で、私たちは食料品の値段が
高くなった事ばかりに注視しているけれど、
生産者の方達には色々な理由があって生活の
ために高くせざるをえないんだという状況を
もっとたくさんの人に知って欲しいし、今回
それを知った私たちが知らせていくべきだと
も思いました。野菜やお米、牛乳が当たり前

に買える状況は「当たり前」ではない。それが
名人のお話を聞いたことでよりはっきりと感
じるようになったし、今後もずっと忘れない
でおきたいと思います。

（2年 佐藤 明歩：写真左端）

　今回、酪農の方からお話を伺い、今まで何
気なく飲んでいた牛乳は、たくさんの手間と
努力によって作られているんだなと知ること
ができました。酪農は朝早くから搾乳作業な
どをして、牛の健康管理や、餌の準備など、
一年中休みがない仕事で、この仕事をやりき
るという覚悟がないとできない仕事だなと思
いました。また、天候、市場価格の変動によ
る影響などもあり、自分ではどうにもできな
い要因にも影響を受けるため、身体的にも、
精神的にも負担が多いのかなと感じました。
ですが、酪農家の方は牛のことを大切に思っ
ていて、話しているときには牛に対する愛情
などを感じました。今回の話を聞き、いつも
飲んでいる牛乳は酪農家の方の苦労や、努力
があることを忘れず、牛乳だけでなく、他の
食べ物も同様であること理解して、感謝の気
持ちを持って、こうした気づきをこれからの
生活にも活かしていきたいと思います。

（2年 渡邉 加乃：写真右端）

　酪農に少し前から興味があったけど、なか
なか経験することができないのでこの時間を
通していろいろ学ぶことができました。最初
は、牛が何百頭もいて、大きくて怖かったの
であまり近寄ることができませんでした。し
かし、最後は牛が可愛いと思うようになりま
した。私が一番印象に残っているのは、牛の
体調管理についてです。牛は人間のように話

すことができないのでその日の牛のフン
などを見て、ミルクの量を控えるなど毎
日注意深く観察する必要があるのだと驚
かされました。また、病気や怪我、祝日
の日も休むことなくひとつの牧場だけで
も何百頭もいる牛の世話をしないといけ
ないのでこの仕事の大変さを感じました。
この活動を通して、おいしい牛乳やチー
ズ、牛肉などが食べられるのは酪農家の
日々の大変さ、苦労があってこそ食べる
ことができるものだと改めて感じました。
今後、この活動をきっかけに酪農家の現
状や厳しさを現代の若者たちに伝えてい
き、さまざまな人に知ってもらいたいと
思いました。

（2年 仲 実咲：写真左から2番目）
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表　紙

① みかん（高田高校）

② 守江湾（国東高校）

③ クヌギ林とため池

④ 稲穂（杵築高校）

⑤ 田染交流館 蔵人（日出総合高校）

⑥ 原木しいたけ ほだ場（宇佐高校）

⑦ 青のり（大分舞鶴高校）

⑧ 種苗施設（大分上野丘高校）

⑨ 収穫風景（大分高校）

裏表紙

⑩ ボタンボウフウ（高田高校）

⑪ 播種風景（国東高校）

⑫ トマト（杵築高校）

⑬ イチゴの花（杵築高校）

⑭ みかん（大分舞鶴高校）

⑮ 子牛（中津南高校）

⑯ 稲穂（宇佐産業科学高校）

⑰ 水槽内の魚（杵築高校）

⑱ ひょうたん（大分舞鶴高校）

⑲ いもきり（別府翔青高校）

⑳ ホオズキ（別府翔青高校）

㉑ 原木しいたけ（杵築高校）
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②②

⑦⑦

④④
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⑩⑩

⑤⑤ ⑥⑥

③③

⑪⑪ ⑫⑫

⑬⑬ ⑭⑭

⑰⑰ ⑱⑱

⑲⑲

⑮⑮

⑯⑯

⑳⑳ ㉑㉑




	表紙
	目次
	令和7年度高校生「聞き書き」作品集 発刊に寄せて
	未来に繋がるみかん栽培
	サラリーマンからの転身 夢の百姓生活
	守江湾のわるガキ
	「農業と食」を通して多くの人に笑顔や喜びを届けたい
	挑戦のハウスから
	農業は将来性がある！？
	ストロベリーとスイーツ
	魚が海に出るまで
	お客様が徳丸さんのシイタケを選ぶワケとは！
	学校を真ん中に地域が一つに
	学校で作る干し椎茸
	毎日のごはんに、笑顔の一粒を
	みかん農家の今を聞く
	駅館川の緑の絨毯、青のり漁師に聞く
	諦めない心で紡ぐひょうたんの未来
	城下かれいに込めた想い
	時間と知恵の賜物
	イモがつなぐ命と伝統
	光と場所
	酪農家の道

	奥付
	裏表紙

	undefined: 
	undefined_2: 
	undefined_3: 
	fill_3: 
	fill_4: 
	undefined_4: 
	undefined_5: 
	fill_2: 
	undefined_6: 
	undefined_7: 
	undefined_8: 
	fill_4_2: 
	fill_2_2: 
	undefined_9: 
	undefined_10: 
	fill_3_2: 
	fill_4_3: 
	fill_5: 
	undefined_11: 
	undefined_12: 
	undefined_13: 
	undefined_14: 
	fill_3_3: 
	fill_4_4: 
	fill_5_2: 
	fill_6: 
	undefined_15: 
	undefined_16: 
	undefined_17: 
	undefined_18: 
	fill_3_4: 
	fill_4_5: 
	fill_5_3: 
	fill_6_2: 
	undefined_19: 
	undefined_20: 
	undefined_21: 
	undefined_22: 
	fill_3_5: 
	fill_4_6: 
	fill_5_4: 
	undefined_23: 
	undefined_24: 
	undefined_25: 
	fill_3_6: 
	fill_4_7: 
	undefined_26: 
	fill_6_3: 
	undefined_27: 
	undefined_28: 
	fill_3_7: 
	fill_4_8: 
	fill_5_5: 
	undefined_29: 
	undefined_30: 
	undefined_31: 
	undefined_32: 
	undefined_33: 
	undefined_34: 
	fill_2_3: 
	fill_3_8: 
	fill_4_9: 
	undefined_35: 
	undefined_36: 
	fill_3_9: 
	fill_4_10: 
	undefined_37: 
	undefined_38: 
	undefined_39: 
	undefined_40: 
	fill_3_10: 
	fill_4_11: 
	undefined_41: 
	undefined_42: 
	fill_1: 
	undefined_43: 
	undefined_44: 
	fill_3_11: 
	fill_4_12: 
	fill_5_6: 
	undefined_45: 
	undefined_46: 
	undefined_47: 
	fill_2_4: 
	undefined_48: 
	undefined_49: 
	undefined_50: 
	fill_3_12: 
	fill_4_13: 
	undefined_51: 
	fill_6_4: 
	undefined_52: 
	undefined_53: 
	fill_3_13: 
	fill_4_14: 
	undefined_54: 
	undefined_55: 
	toggle_1: Off
	undefined_56: 
	undefined_57: 
	fill_3_14: 
	fill_4_15: 
	undefined_58: 
	undefined_59: 
	undefined_60: 
	fill_3_15: 
	fill_4_16: 
	fill_5_7: 
	undefined_61: 
	Button1: 


